
室
町
幕
府
内
の
身
分
階
層
と
し
て
、
相
伴
衆
・
御
供
衆
・
外
様
衆
・
奉
公
衆
な

ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
相
伴
衆
・
御
供
衆
は
二
木
謙
一
氏
が
詳
細
な
検

討
を
し
て
い
る
（
１
）
。
奉
公
衆
に
つ
い
て
は
、
総
体
と
し
て
は
福
田
豊
彦
氏
の
基
礎
的

研
究
が
あ
り
（
２
）
、
ま
た
奉
公
衆
を
構
成
す
る
各
家
に
つ
い
て
も
、
幾
つ
か
の
家
に
つ

い
て
研
究
が
さ
れ
て
い
る
（
３
）
。
し
か
し
そ
れ
に
比
し
て
外
様
衆
は
、
そ
の
実
体
が
ほ

と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
秋
元
大
輔
氏
が
番
帳
を
も
と
に
構
成
員
な
ど

の
概
要
を
述
べ
て
い
る
（
４
）
が
、
現
在
外
様
衆
に
つ
い
て
最
も
詳
し
い
言
及
を
し
て
い

る
の
は
西
島
太
郎
氏
で
あ
る
。
西
島
氏
は
、
外
様
衆
と
は
大
名
に
次
ぐ
家
格
を
持

ち
、
年
中
行
事
に
出
仕
し
、
家
格
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
存
在
だ
が
、
職
活
動
は

見
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
外
様
衆
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
時
代
以

来
の
家
格
の
高
さ
や
、
将
軍
と
の
親
近
性
の
高
さ
に
よ
り
外
様
衆
に
編
成
さ
れ
た

と
し
て
い
る
。
ま
た
番
方
に
編
入
さ
れ
た
者
は
外
様
衆
に
戻
れ
な
い
こ
と
も
指
摘

し
て
い
る
（
５
）
。
た
だ
実
際
ど
の
よ
う
な
家
の
者
が
外
様
衆
と
な
り
、
幕
府
内
で
い
か

な
る
役
割
を
果
た
し
た
か
は
言
及
が
無
く
、
い
ま
だ
全
く
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

ま
た
通
常
外
様
衆
と
呼
ば
れ
る
集
団
の
他
に
国
持
の
外
様
が
い
る
。「
諸
大
名

已
下
年
中
出
仕
事
（
６
）
」
で
は
、
相
伴
衆
で
も
御
供
衆
で
も
な
い
国
持
大
名
を
「
国
持

之
外
様
」
と
呼
び
習
わ
す
と
し
、
例
式
の
外
様
衆
と
様
体
は
別
と
し
て
い
る
。
相

伴
衆
の
大
名
の
子
で
、
相
伴
衆
に
も
御
供
衆
に
な
っ
て
い
な
い
者
も
「
国
持
之
外

様
」
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
大
外
様
」・「
小
外
様
」
と
呼
ば
れ
る
者
も
い
た
。

例
え
ば
、
永
正
五
年
に
足
利
義
稙
・
大
内
義
興
と
共
に
上
洛
し
た
益
田
尹
兼
は
、

こ
の
大
外
様
に
列
し
て
い
る
（
７
）
。
後
に
は
足
利
義
昭
か
ら
三
浦
元
忠
も
大
外
様
に
任

じ
ら
れ
て
い
る
（
８
）
。
小
外
様
に
つ
い
て
は
、「
殿
中
年
中
行
事
記
録
」
に
見
え
る
（
９
）
。

た
だ
こ
の
大
外
様
・
小
外
様
と
外
様
衆
と
が
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
、
同
じ

で
あ
る
の
か
そ
う
で
な
い
の
か
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

以
下
で
は
、
外
様
衆
が
ど
の
よ
う
な
氏
族
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
か
を
明
ら
か

に
し
た
上
で
、
幕
府
内
で
の
位
置
付
け
と
役
割
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

一

外
様
衆
の
構
成
員

外
様
衆
は
ど
の
よ
う
な
家
で
構
成
さ
れ
て
い
た
の
か
。「
幕
府
番
帳
案
（
１０
）
」（
以
下

室
町
幕
府
外
様
衆
の
基
礎
的
研
究

木

下

聡

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
十
五
号

二
〇
一
一
年
三
月
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「
文
安
」）、「
永
享
以
来
御
番
帳
（
１１
）
」（
以
下
「
永
享
」）、「
東
山
殿
時
代
大
名
外
様

附
（
１２
）
」（
以
下
「
明
応
」）
の
各
番
帳
、「
長
禄
二
年
以
来
申
次
記
（
１３
）
」（
以
下
「
長
禄
」）、

「
長
享
元
年
九
月
十
二
日
常
徳
院
殿
様
江
州
御
動
座
当
時
在
陣
衆
着
到
（
１４
）
」（
以
下

「
長
享
」）、「
永
正
七
年
在
京
衆
交
名
」（
注
７
、
以
下
「
永
正
」）、
大
和
家
蔵
書

九
「
大
和
大
和
守
晴
完
入
道
宗
恕
筆
記
一
（
１５
）
」
内
の
「
外
様
并
大
外
様
の
事
」
及
び

「
大
外
様
」（
以
下
「
大
和
九
」）、「
条
々
事
書
（
１６
）
」（
以
下
「
条
々
」）
と
い
っ
た
史

料
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
の
を
ま
と
め
る
と
、
表
１
・
表
２
の
よ
う
に
な
る
。
な
お

そ
れ
ぞ
れ
の
出
典
に
記
さ
れ
た
推
定
年
代
は
、「
文
安
」
が
文
安
年
間
（
１７
）
、「
長
禄
」

が
国
持
衆
・
御
供
衆
の
構
成
員
と
そ
の
官
途
か
ら
長
禄
二
〜
三
年
で
あ
り
、「
永

享
」
は
本
文
に
文
明
十
二
〜
十
三
年
頃
と
の
記
述
が
あ
る
。「
長
享
」
は
本
文
に

あ
る
長
享
元
年
九
月
十
二
日
、「
明
応
」
は
明
応
元
年
（
１８
）
、「
永
正
」
は
永
正
七
年
の

交
名
で
あ
る
の
で
そ
の
年
と
な
る
。
そ
し
て
「
大
和
九
」
及
び
「
条
々
」
は
、
寛

正
年
中
記
録
と
あ
る
こ
と
、
た
だ
し
前
後
に
記
さ
れ
て
い
る
三
管
領
・
国
持
・
御

供
衆
の
官
途
名
乗
り
か
ら
す
る
と
、
若
干
時
代
が
前
後
し
て
い
る
が
、
概
ね
応
仁

の
乱
以
前
の
状
況
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
禄
年
間
か
ら
応
仁
の
乱
直
前
頃

の
状
況
を
示
す
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
「
大
和
九
」
は
未
翻
刻
史
料
な
の
で
、
そ
の
前
の
国
持
外
様
の
部
分
と
併

せ
て
次
に
掲
げ
る
。

国
持
外
様

斯
波
修
理
大
夫
武
衛
親
類
両
家
様
ニ
申
人
也

世
話
ニ
下
屋
形
ト
申
也

ヽ
（
朱
点
）細
川
民
部
太
輔
和
泉
半
国
守
護
也

山
名
弾
正
少
弼
金
吾
一
男
也

同
次
郎
弾
正
少

息
也

山
名
相
模
守
伯
耆
国
之
守
護
也

ヽ
（
朱
点
）細
川
刑
部
太
輔
和
泉
半
国

守
護
也

山
名
兵
部
少
輔
石
見
国
守
護
也

仁
木
左
京
大
夫
伊
賀
国
守
護
也

山
名
弾
正
忠
山
城
国

守
護
也

佐
々
木
京
極
中
務
太
輔
光
禄
一
男
也

ヽ
（
朱
点
）富

樫
介
加
賀
国
守
護
也

ヽ
（
朱
点
）佐
々
木
六
角
四
郎
近
江
国
守
護
也

赤
松
次
郎
法
師

ヽ
（
朱
点
）土
岐
美
濃
守

ヽ
（
朱
点
）武
田
大
膳
大
夫
若
狭

ヽ
（
朱
点
）今
河
修
理
大
夫
駿
河

ヽ
（
朱
点
）山
名
修
理
大
夫
石
見
国

国
持
テ
御
相
伴
ニ
不
参
之
衆
大
略

此
分
朱
点

外
様
并
大
外
様
の
事
大
略
定
在
国

北
畠
左
衛
門
佐

准
国
持
細
川
中
務
太
輔

新
田
大
島
左
衛
門
佐

伊
賀
仁
木
右

馬
助

山
名
伊
豆
守

一
色
右
馬
頭

新
田
岩
松
兵
庫
頭

吉
見
太
郎

山
名

宮
田
五
郎

丹
波
仁
木
兵
部
少
輔

四
条
上
杉

中
務
少
輔

准
国
持
佐
々
木
京

極
加
賀
守

江
見
美
作
守

土
岐
民
部
太
輔

赤
松
新
蔵
人

赤
松
中
務
少
輔

佐
々
木
鞍
智

准
国
持
摂
津
掃
部
修
理
大
夫頭

二
階
堂
大
夫
判
官

波
多
野

町
野
加
賀

守

畠
山
次
郎

末
野

佐
々
木
黒
田

山
名
摂
津
守

北
野
一
色

北
畠
小

原
左
兵
衛
佐
殿

大

山
名
鹿
野

山
名

有
道

美
濃
仁
木

鹿
草

大

細
川

土
佐
守

大

細
川
観
音
寺

細
川
上
野
介

細
川
駿
河
守

桃
井
右
馬
頭

赤

松
上
月

赤
松
葉
山

土
岐
佐
郎
木

佐
々
木
多
田

佐
々
木
尼
子

土
岐
鷲

巣

土
岐
ソ
カ
ヤ

大

山
名
磯
部

大
外
様

細
川
土
佐
守

細
川
観
音
寺

山
名
鹿
野

山
名
磯
部

西
佐
々
木
七
頭

江

見

関

長
野

土
肥

畠
山
日
向

今
河
堀
越

里
見

凡
此
分
此
外
数
多
有
之

ま
た
「
条
々
」
も
、
外
様
を
列
挙
し
た
該
当
部
分
は
未
翻
刻
な
の
で
、
同
じ
く

次
に
掲
げ
る
。

一
、
外
様

畠
山
次
郎

末
野

赤
松
新
蔵
人

佐
々
木
鞍
智

土
岐
民
部
太
輔

摂
津
修
理
大
夫

赤
松
中
務
少
輔

同
名
弥
郎

佐
々
木
黒
田

右
人
数
ハ
正
月
一
日
計
出
仕
御
盃
被
下
候
也
、
御
相
伴
衆
国
持
之
事
ハ
不
及
申
、

五
ヶ
日
御
盃
被
給
候
也
、
細
川
陸
奥
中
務
も
佐
々
木
賀
も
外
様
な
か
ら
其
内
に

て
被
准
国
持
儀
也
、
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（
中
略
）

一
、
同
外
様

丹
波
仁
木
兵
部
少
輔

伊
勢
仁
木

山
名
摂
津
守

北
野
一
色

新
田
大
島

北
畠
小
原
左
兵
衛
佐
殿

新
田
岩
松

姉
小
路
左
衛
門
佐

里
見

吉
見

山
名
伊
豆
守

山
名
宮
田

山
名
河
口

山
名
鹿
野

山
名
有
道

鹿

草

細
川
土
佐
守

細
川
観
音
寺

細
川
上
野
介

細
川
駿
河
守

桃
井
右
馬

頭

四
条
上
杉

赤
松
上
月

赤
松
葉
山

土
岐
佐
良
木

佐
々
木
多
田
、
此

外
数
多
在
之
、
如
此
の
方
々
ハ
正
月
御
盃
之
人
数
に
て
は
な
く
て
、
出
仕
の
日

も
相
か
ハ
り
て
参
賀
也
、

さ
て
外
様
衆
の
各
家
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
従
来
検
討
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
こ
で
以
下
で
は
個
別
に
見
て
い
き
た
い
。
な
お
国
持
外
様
衆
で
あ
る
、
斯

波
修
理
大
夫
家
・
細
川
和
泉
両
守
護
家
・
山
名
伯
耆
守
護
家
・
山
名
石
見
守
護

家
・
赤
松
・
土
岐
・
若
狭
武
田
・
今
川
・
六
角
・
仁
木
・
富
樫
な
ど
に
つ
い
て
は
、

守
護
で
あ
り
、
他
の
外
様
衆
と
は
若
干
性
格
を
異
に
す
る
の
と
、
外
様
衆
の
各
家

に
比
し
て
す
で
に
多
く
の
専
論
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

１

赤
松
弥
五
郎

長
禄
〜
寛
正
頃
に
活
動
が
見
え
る
赤
松
弥
五
郎
元
貞
が
い
る
（
１９
）
。
そ
の
後
文
明
八

年
に
宮
内
少
輔
の
弔
い
を
弥
五
郎
が
受
け
て
お
り
（
２０
）
、
こ
の
宮
内
少
輔
が
元
貞
か
そ

の
父
か
は
不
明
だ
が
、
こ
の
家
の
官
途
は
宮
内
少
輔
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
赤

松
氏
で
宮
内
少
輔
は
、
応
永
年
間
に
大
河
内
赤
松
満
政
の
官
途
と
し
て
見
え
る
（
２１
）
の

で
、
弥
五
郎
は
赤
松
大
河
内
家
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
普
広
院
殿
三
十
三
年
忌
仏

事
銭
納
下
帳
（
２２
）
に
「
赤
松
播
磨
弥
次
郎
」
が
見
え
、
大
河
内
家
の
官
途
が
播
磨
守
で

あ
っ
た
（
２３
）
こ
と
か
ら
す
る
と
、
大
河
内
家
は
弥
次
郎
で
あ
っ
て
、
弥
五
郎
は
用
い
な

い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
「
文
明
十
一
年
記
（
２４
）
」
を
見
る
と
、「
赤
松
越
後
弥

五
郎
」
が
見
え
、
越
後
守
持
貞
が
弥
五
郎
と
す
る
系
図
も
あ
る
（
２５
）
の
で
、
そ
の
係
累

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
先
述
の
元
貞
以
降
の
弥
五
郎
家
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る
。２

赤
松
中
務
大
輔
（
少
輔
）

応
永
〜
永
享
年
間
に
見
え
る
赤
松
中
務
少
輔
持
祐
が
お
り
（
２６
）
、
こ
の
持
祐
は
永
享

九
年
の
時
点
で
上
野
介
と
な
っ
て
い
る
（
２７
）
。
持
祐
の
活
動
は
文
安
以
降
不
明
と
な
る

が
、
享
徳
頃
に
再
び
赤
松
中
務
少
輔
が
見
え
る
（
２８
）
。「
赤
松
家
風
条
々
録
（
２９
）
」
を
見
る

と
、
持
祐
の
子
に
兵
庫
頭
祐
利
が
お
り
、
こ
の
祐
利
の
代
の
終
わ
り
に
御
供
衆
に

な
っ
た
と
あ
り
、
そ
う
す
る
と
年
代
的
に
「
長
享
」・「
明
応
」
の
外
様
衆
に
赤
松

中
務
家
が
い
な
い
こ
と
の
説
明
が
つ
く
。
ま
た
「
赤
松
家
風
条
々
録
」
を
も
と
に

し
た
持
祐
の
系
譜
は
則
祐
―
持
則
―
持
祐
―
祐
利
―
則
実
で
あ
る
。

な
お
応
仁
以
降
の
赤
松
氏
で
、
中
務
を
名
乗
る
一
流
と
し
て
塩
屋
・
龍
野
赤
松

氏
が
著
名
で
あ
る
。
そ
の
初
代
政
秀
は
下
野
守
と
し
て
知
ら
れ
る
（
３０
）
が
、
息
子
則

貞
・
村
景
が
中
務
少
輔
で
あ
る
（
３１
）
こ
と
か
ら
、
最
初
の
官
途
名
は
中
務
少
輔
で
あ
っ

た
可
能
性
も
あ
る
。
た
だ
政
秀
と
持
祐
・
祐
利
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
政
秀

が
文
明
十
三
年
に
行
っ
た
逆
修
を
還
暦
の
時
と
す
る
説
（
３２
）
を
と
れ
ば
、
享
徳
の
頃
の

中
務
少
輔
は
政
秀
の
可
能
性
も
残
る
が
、
政
秀
が
中
務
少
輔
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ

の
一
流
が
外
様
衆
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
史
料
が
現
状
無
い
の
で
、
本
稿
で

は
外
様
衆
赤
松
中
務
家
は
持
祐
・
祐
利
父
子
で
あ
っ
た
と
し
た
い
。

３

赤
松
七
条

赤
松
新
蔵
人
は
「
長
禄
」
に
「
七
条
事
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
七
条
赤
松
氏
で

あ
る
と
わ
か
る
。
こ
の
七
条
赤
松
氏
は
範
資
の
子
に
始
ま
る
一
流
で
、「
赤
松
家

風
条
々
録
」
に
は
赤
松
氏
の
中
で
も
高
い
家
格
を
持
つ
と
あ
る
。
そ
の
系
譜
は
諸

系
譜
を
も
と
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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永正
一色右馬頭
上杉右衛門佐
上野才寿丸
江見兵部少輔
摂津兵庫守
二階堂次郎
仁木次郎
仁木左京大夫
伊勢仁木右馬助
細川陸奥守
細川小四郎、奥州子
益田治部少輔
町野

明応
赤松又次郎
同弥五郎
同上月甲斐守
同兵庫頭
同葉山三郎
荒河治部少輔
一色右馬頭
同兵部大輔
同五郎
上杉中務少輔
江見伊豆守
佐々木越中守
佐々木加賀守
佐々木能登守
同朽木
同田中
同遠江守
同隠岐守
摂津掃部頭※
土岐佐郎木右馬助
同池尻刑部少輔
同曽我屋民部大輔
同鷲巣右馬頭
同明智中務少輔
土肥美濃守
二階堂判官※
仁木兵部大輔
仁木中務少輔
伊勢仁木
新田岩松
同大島
野間左馬助
波多野※
畠山日向守
同駿河守
細河宍草刑部大輔
同駿河守
同伊予守
同土佐守、観音寺
同弥六
天竺中務少輔
町野※
山名有路
吉見右馬頭

長享
赤松上月治部少輔
赤松葉山※
赤松民部大輔※
厳島四郎
一色兵部大輔
一色宮内少輔
一色次郎
上杉
佐々木中務少輔※
佐々木田中四郎兵衛尉
摂津中務大輔※
千秋宮内大輔尚範
富樫介
土岐次郎※
土肥刑部少輔
二階堂山城判官
仁木
新田大島兵庫頭
野間左馬助入道
野間民部大輔
波多野因幡守
細川伊予守
細川民部大輔
細川五郎
細川土佐九郎太郎
細川駿河四郎※
町野加賀守
桃井右馬頭
山名相模六郎
山名宮田五郎
山名宮田兵庫頭※
山名刑部大輔※
吉見右馬頭

永享
赤松中務少輔
赤松新蔵人
一色右馬頭
四条上杉中務少輔
江見美濃守
北畠左衛門佐
佐々木京極加賀守
佐々木鞍智
摂津掃部頭
土岐民部大輔
二階堂大夫判官政行
丹波仁木兵部少輔
伊勢仁木左馬助
新田大島左衛門佐
新田岩松兵庫頭
波多野
細川中務大輔
町野加賀守
山名伊豆守
山名宮田五郎
吉見太郎
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表１ 各史料における外様衆一覧

条々
赤松中務少輔
同名弥郎
赤松新蔵人
赤松上月
赤松葉山
姉小路左衛門佐
北野一色
四条上杉
北畠小原左兵衛佐
佐々木加賀守
佐々木鞍智
佐々木黒田
佐々木多田
里見
末野
摂津修理大夫
土岐佐良木
土岐民部太輔
丹波仁木兵部少輔
伊勢仁木
新田大島
新田岩松
畠山次郎
細川陸奥中務太輔
細川駿河守
鹿草
細川土佐守
細川上野介
細川観音寺
桃井右馬頭
山名伊豆守
山名摂津守
山名河口
山名宮田
山名有道
山名鹿野
吉見

・「大和九」の※は大外様であることを示す
・「長享」の※は異本の「室町殿在陣衆名簿」にのみ見える名前を指す
・「明応」の※は名前が評定衆のところにあるが便宜外様衆に入れたことを指す

大和九
赤松中務少輔
赤松新蔵人
赤松上月
赤松葉山
姉小路左衛門佐
一色右馬頭
北野一色
今河堀越※
四条上杉中務少輔
江見美作守※
北畠小原左兵衛佐
北畠左衛門佐
西佐々木七頭※
佐々木京極加賀守
佐々木鞍智
佐々木黒田
佐々木尼子
佐々木多田
里見※
末野
関※
摂津掃部頭
土岐佐郎木
土岐ソカヤ
土岐鷲巣
土岐民部太輔
土肥※
長野※
二階堂大夫判官
丹波仁木兵部少輔
伊勢仁木右馬助
美濃仁木
新田大島左衛門佐
新田岩松兵庫頭
波多野
畠山次郎
畠山日向※
細川中務太輔
細川駿河守
鹿草
細川土佐守※
細川上野介
細川観音寺※
町野加賀守
桃井右馬頭
山名河口
山名伊豆守
山名摂津守
山名宮田五郎
山名有道
山名鹿野※
山名磯部※
吉見太郎

長禄
赤松新蔵人七条事也
赤松治部少輔入道、有馬事也
同弥次郎
佐々木鞍智紀伊守
末野
摂津掃部頭之親
土岐民部大夫
畠山次郎

文安
赤松弥五郎
赤松中務太輔
赤松上月大和入道
赤松上月治部少輔
荒川八郎
一色兵部太輔
一色宮内少輔
今川神原
上杉三郎
江見八郎次郎
小原左兵衛佐
佐々木越中守
佐々木加賀守
佐々木能登守
佐々木朽木弥五郎
佐々木鞍智
佐々木黒田四郎
佐々木完道
佐々木田中三郎兵衛
佐々木永田四郎兵衛
佐々木山崎
佐々木横山
佐々（仁ヵ）木中務少輔
摂津掃部頭
千秋宮内太輔
土岐池尻五郎
土岐佐良木三郎
土岐民部太輔
土岐鷲巣九郎
土岐明智中務少輔
土肥美濃守
土肥次郎
二階堂山城判官
仁木千代菊丸
仁木兵部太輔
仁木小太郎
新田兵庫頭
野間右馬助入道
波多野因幡守
細川陸奥守
細川駿河守
細川完草
麻崎
町野備後守
桃井右馬助
山名草山与次郎
吉見右馬頭
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表２ 外様衆家別一覧

種別
３
３
３
３

３・４
３
３
３
４
５
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
５
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
５
２
５
４
３
３
３
３
３
５？
５
２
３
３
３

３・４
３

永正

御供

○

御供？

○
○
○

○

○
○
○

明応
○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○

○
○
○

○

○
○
○
○
○
○

○
○
○

○
○

長享

○

○

○
○
○
○

○

○

○
○

○

○

○

○

永享

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○

○
○

条々
○
○
○
○

○
○

○

○

○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

大和九

○
○
○

○
○

○
○

○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

長禄
○

○

○

○

○

○

○

文安
○
○

○
○

○

○
○

○

○

○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○？

○

家
赤松弥五郎
赤松中務大輔
赤松七条
赤松上月大和守
赤松上月治部少輔
赤松上月兵庫頭
赤松葉山
姉小路向
荒川
厳島
一色兵部大輔
一色宮内少輔
一色次郎
一色右馬頭
一色北野
一色五郎
今川神原（蒲原）
今川堀越
上杉四条
上野
江見
北畠小原
北畠左衛門佐
佐々木越中
佐々木能登
佐々木朽木
佐々木田中
佐々木永田
佐々木山崎
佐々木横山
佐々木鞍智
佐々木黒田
佐々木完道
佐々木尼子
佐々木多田
佐々木加賀守
佐々木遠江守
佐々木隠岐守
佐々木大原
里見
末野
関
摂津
千秋
中条
土岐池尻
土岐佐良木
土岐曽我屋
土岐鷲巣
土岐明智
土肥
長野
二階堂
仁木丹波
仁木伊勢
仁木美濃
新田大島
新田岩松

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５
３６
３７
３８
３９
４０
４１
４２
４３
４４
４５
４６
４７
４８
４９
５０
５１
５２
５３
５４
５５
５６
５７
５８
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則
村
―
範
資
―
光
範
―
満
弘
―
教
弘
―
―
教
久

―
義
村（
政
則
養
子
）

―
元
久
―
政
資
―
―
政
世
―
景
隆

史
料
か
ら
は
摂
津
守
護
と
し
て
見
え
る
光
範
の
後
は
、
足
利
義
持
が
満
祐
の
代

わ
り
に
備
前
を
与
え
よ
う
と
し
た
満
弘
（
３３
）
、
播
磨
攻
め
の
大
手
口
の
一
人
と
し
て
見

え
る
教
弘
（
３４
）
が
確
認
で
き
る
。
教
久
は
確
認
で
き
な
い
が
、
元
久
は
「
長
禄
」「
大

和
九
」「
永
享
」
の
赤
松
新
蔵
人
で
あ
ろ
う
し
、
政
資
の
子
は
政
則
の
養
子
と

な
っ
て
宗
家
を
継
い
だ
義
村
で
あ
る
。「
明
応
」
の
赤
松
又
次
郎
は
こ
の
政
資
か
、

そ
の
子
政
世
に
な
る
。
た
だ
他
の
赤
松
氏
同
様
「
永
正
」
に
見
え
ず
、
以
降
外
様

衆
と
し
て
の
活
動
も
見
え
な
い
。

４
・
５
・
６

赤
松
上
月

ま
ず
上
月
大
和
守
家
は
野
田
泰
三
氏
の
専
論
が
あ
り
（
３５
）
、
そ
の
論
考
と
「
上
月
文

書
（
３６
）」、『
蔭
凉
軒
日
録
』
を
参
考
に
す
る
と
、
そ
の
系
譜
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

上
月
吉
景
―
―
景
久
（
大
和
守
・
勘
解
由
左
衛
門
尉
）
―
貞
景
（
甲
斐
守
）

―
景
氏
（
左
近
将
監
）
―
左
近
将
監
満
吉
―
左
近
将
監
満
秀

正
長
頃
ま
で
生
存
し
て
い
た
吉
景
の
後
は
、
景
久
の
大
和
守
・
甲
斐
守
家
と
景

氏
の
左
近
将
監
家
と
に
分
か
れ
、
外
様
衆
と
な
っ
た
の
は
惣
領
家
と
な
っ
た
景
久

系
で
あ
る
。
景
久
の
子
貞
景
は
『
蔭
凉
軒
日
録
』
か
ら
長
享
年
間
の
活
動
が
見
え
、

「
明
応
」
に
も
見
え
る
が
、
そ
の
後
の
動
向
は
不
明
で
あ
る
。

次
に
上
月
治
部
少
輔
家
で
あ
る
。
赤
松
上
月
氏
で
治
部
少
輔
と
し
て
見
え
る
の

は
上
月
宗
範
（
３７
）
の
み
だ
が
、
そ
の
族
系
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
「
長
禄
」
で
赤
松
治

部
少
輔
入
道
に
「
有
馬
事
也
」
と
付
し
て
い
る
こ
と
や
、
文
安
〜
寛
正
頃
の
赤
松

治
部
少
輔
は
赤
松
有
馬
家
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
赤
松
有
馬
の
一
族
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
。
つ
ま
り
「
長
禄
」
の
時
点
で
は
、
摂
津
有
馬
郡
守
護
職
を
帯
す

る
有
馬
治
部
少
輔
持
彦
（
入
道
道
衍
）・
弥
次
郎
直
祐
父
子
が
外
様
衆
で
あ
り
、

５
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３

３・４
３
不明
５
２

３・４
３
３
３
３
３
３
３
３
４

明らかに国持外様に分類される家はこの表からは除外した。また種別は第二章で分類した番号になる。そのた
め種別１はこの表からは除外されている。

○

○
○

御供？

○
○

○
○

○
○
○

○
○
○

○

○

○

○
○

○
○
○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○
○
○

○

○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○

○
○
○

○

○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○

○
○

○
○

○

○

○
○

○

○

野間
波多野
畠山次郎
畠山日向守
畠山駿河守
細川奥州家
細川鹿草
細川天竺
細川弥六
細川観音寺
細川駿河守
細川伊予守
細川土佐守
麻崎
益田
町野
桃井
山名河口
山名草山
山名宮田
山名有道
山名鹿野
山名磯部
山名伊豆守
山名摂津守
吉見

５９
６０
６１
６２
６３
６４
６５
６６
６７
６８
６９
７０
７１
７２
７３
７４
７５
７６
７７
７８
７９
８０
８１
８２
８３
８４
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応
仁
の
乱
で
山
名
方
に
つ
い
た
持
彦
か
ら
守
護
職
が
有
馬
元
家
に
帰
し
た
以
降
は
、

元
家
の
子
孫
が
代
々
有
馬
郡
守
護
を
継
承
し
て
い
る
（
３８
）
。
そ
の
た
め
弥
次
郎
直
祐
は

有
馬
を
名
乗
ら
ず
上
月
を
称
し
、
直
祐
自
身
か
そ
の
子
が
宗
範
で
あ
っ
た
と
解
す

る
の
が
一
番
整
合
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。
な
お
『
蔭
凉
軒
日
録
』
長
享
三
年

七
月
十
四
日
条
に
見
え
る
赤
松
廷
尉
は
、
廷
尉
が
持
彦
の
官
途
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
す
る
と
、
宗
範
自
身
か
そ
の
子
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
の
上
月
治
部
少

輔
家
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、『
言
継
卿
記
』
天
文
二
十
一
年
六
月
廿
九
日
条
に

見
え
る
奉
公
衆
有
馬
治
部
少
輔
が
そ
の
末
裔
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
赤
松
上
月
兵
庫
頭
家
だ
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
「
明
応
」
以
外
に
見
当

た
ら
ず
未
詳
と
い
う
し
か
な
い
。
た
だ
前
述
の
赤
松
中
務
家
で
言
及
し
た
祐
利
が
、

明
応
頃
に
兵
庫
頭
で
あ
っ
た
こ
と
、
中
務
家
が
「
明
応
」
に
見
え
な
い
こ
と
か
ら

す
る
と
、
祐
利
が
「
明
応
」
の
時
点
で
御
供
衆
に
昇
格
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
こ

の
兵
庫
頭
は
祐
利
で
あ
り
、
中
務
家
を
指
す
と
で
き
る
。

７

赤
松
葉
山

赤
松
葉
山
氏
は
赤
松
氏
の
庶
流
で
、
則
村
の
子
貞
範
の
子
孫
で
あ
る
。
そ
の
系

譜
は
諸
系
譜
に
よ
る
と
、
則
村
―
貞
範
―
則
春
―
重
弘
―
重
清
、
と
な
る
。
貞
範

の
子
則
春
は
、
安
鎮
大
法
供
養
で
尊
氏
の
帯
刀
を
務
め
た
赤
松
掃
部
助
（
３９
）
、「
相
国

寺
供
養
記
」
に
葉
山
近
江
守
源
則
春
（
４０
）
と
し
て
見
え
る
。
そ
の
後
実
名
が
わ
か
る
子

孫
は
見
え
な
い
が
、
義
持
の
帯
刀
を
務
め
た
近
江
守
満
永
（
４１
）
、
義
教
帯
刀
を
務
め
た

掃
部
助
持
広
は
（
４２
）
、
そ
の
官
途
名
か
ら
則
春
の
子
孫
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。「
長

禄
」
か
ら
「
明
応
」
ま
で
外
様
衆
と
し
て
見
え
る
（
４３
）
が
、
そ
れ
以
降
は
京
都
で
の
活

動
は
見
え
ず
、
い
つ
ま
で
外
様
衆
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

８

姉
小
路
向

公
家
姉
小
路
氏
は
、
飛
騨
国
司
と
呼
ば
れ
、
室
町
期
に
は
古
川
・
小
島
・
向

（
小
鷹
利
）
の
三
家
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
４４
）
。
た
だ
こ
の
う
ち

向
家
は
、
家
凞
が
足
利
義
満
か
ら
右
衛
門
佐
任
官
を
許
さ
れ
る
（
４５
）
な
ど
、
特
に
武
家

と
の
関
係
が
強
い
家
で
あ
る
。
ま
た
向
家
の
み
古
川
・
小
島
家
と
異
な
り
、
家
凞

以
前
の
系
譜
関
係
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
諸
史
料
を
も
と
に
す
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。

？
―
家
凞
―
○
―
之
綱
―
凞
綱
―
宗
凞
―
貞
凞
―
宣
政

後
述
す
る
北
畠
小
原
と
同
様
に
、
向
家
は
幕
府
に
よ
っ
て
取
り
立
て
ら
れ
、
公

家
の
庶
流
で
あ
り
な
が
ら
外
様
衆
に
列
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

向
家
は
在
京
し
て
い
た
古
川
家
と
は
異
な
り
、
小
島
家
と
共
に
飛
騨
在
国
が
通

常
で
あ
っ
た
。
応
仁
の
乱
後
は
勢
力
を
減
衰
さ
せ
な
が
ら
存
続
す
る
が
、
幕
府
と

の
関
係
は
特
別
な
も
の
は
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
外
様
衆
と
い
う
よ
り

は
、
飛
騨
国
司
、
在
国
公
家
の
一
つ
と
し
て
存
立
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

後
向
家
は
天
正
年
間
半
ば
に
滅
ぼ
さ
れ
、
そ
の
遺
児
は
常
陸
に
逃
れ
、
後
に
佐
竹

義
宣
の
近
臣
向
宣
政
と
な
り
、
子
孫
は
秋
田
藩
家
臣
と
な
っ
て
い
る
。

９

荒
川

荒
川
氏
は
足
利
一
門
で
、
南
北
朝
期
に
詮
頼
が
石
見
守
護
と
な
っ
て
い
る
（
４６
）
。
そ

の
守
護
職
を
改
替
さ
れ
た
康
暦
元
年
（
４７
）
以
降
の
詮
頼
の
消
息
は
不
明
で
、『
尊
卑
分

脈
』
に
見
え
る
子
治
部
少
輔
詮
長
、
孫
遠
江
守
詮
宣
も
史
料
上
に
ほ
と
ん
ど
見
え

ず
、
わ
ず
か
に
応
永
十
三
年
の
時
点
で
河
内
鞆
呂
岐
庄
半
分
の
本
主
で
あ
る
、
お

そ
ら
く
詮
長
の
こ
と
で
あ
ろ
う
治
部
少
輔
入
道
善
政
（
４８
）
が
見
え
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

荒
川
氏
は
「
文
安
」
で
は
荒
川
八
郎
、「
明
応
」
で
は
荒
川
治
部
少
輔
が
外
様
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衆
と
し
て
見
え
る
。
八
郎
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
治
部
少
輔
は
「
文
安
」
に
奉

公
衆
五
番
と
し
て
見
え
る
。
官
途
名
か
ら
す
る
と
、「
文
安
」
時
点
で
の
治
部
少

輔
は
詮
宣
の
子
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
文
安
か
ら
明
応
ま
で
の
間
に
八
郎
の
系

統
が
途
絶
え
た
な
ど
で
、
治
部
少
輔
家
が
そ
の
名
跡
を
継
い
で
、
奉
公
衆
か
ら
外

様
衆
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
な
お
「
明
応
」
の
荒
川
治
部
少
輔
は
、
文
明
十

三
年
に
見
え
る
治
部
少
輔
豊
隆
（
４９
）
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
の
荒
川
氏
は
、
豊

隆
の
子
と
思
わ
れ
る
治
部
少
輔
氏
隆
が
、
足
利
義
晴
の
申
次
・
内
談
衆
と
し
て
活

動
し
て
お
り
（
５０
）
、
そ
の
子
と
思
わ
れ
る
晴
宣
も
義
輝
の
申
次
を
務
め
、
永
禄
八
年
に

は
義
輝
と
共
に
討
死
し
て
い
る
（
５１
）
。
ま
た
別
家
で
は
あ
る
が
、
足
利
義
栄
の
申
次
と

な
っ
た
荒
川
治
部
少
輔
（
５２
）
も
お
り
、
室
町
最
末
期
ま
で
幕
臣
と
し
て
活
動
し
続
け
て

い
る
。
た
だ
氏
隆
が
奉
公
衆
二
番
と
し
て
見
え
る
（
５３
）
こ
と
か
ら
す
る
と
、
義
稙
・
義

澄
期
の
動
乱
の
中
で
奉
公
番
方
へ
編
入
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

１０

厳
島

厳
島
氏
は
鎌
倉
時
代
以
来
厳
島
社
神
主
を
務
め
た
藤
原
姓
神
主
家
で
あ
る
（
５４
）
。
厳

島
氏
は
教
親
の
名
が
足
利
義
教
か
ら
の
一
字
偏
諱
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
教
親
と

そ
の
父
親
藤
は
、
大
内
氏
と
の
関
係
も
強
め
な
が
ら
幕
府
と
の
関
係
も
重
視
し
て

お
り
、「
長
享
」
に
見
え
る
厳
島
四
郎＝

宗
親
（
教
親
子
）
に
な
る
と
、
河
内
や

近
江
へ
の
軍
勢
催
促
に
応
じ
畿
内
へ
兵
を
出
し
て
い
る
（
５５
）
。
こ
の
幕
府
へ
の
接
近
の

背
景
に
は
、
社
領
回
復
の
狙
い
が
あ
り
、
実
際
幕
府
か
ら
奉
書
を
得
て
い
る
（
５６
）
。
た

だ
結
局
思
っ
た
程
の
効
果
は
無
か
っ
た
よ
う
で
、「
明
応
」
に
名
が
見
ら
れ
な
い

よ
う
に
、
従
来
通
り
の
大
内
氏
と
の
関
係
を
重
視
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
そ
の

後
も
厳
島
氏
が
天
文
十
年
に
滅
び
る
ま
で
幕
府
と
の
直
接
関
係
は
見
ら
れ
な
い
。

１１

一
色
兵
部
大
輔

足
利
義
視
・
義
稙
の
側
近
で
あ
る
一
色
視
元
が
兵
部
大
輔
で
あ
っ
た
（
５７
）
の
で
、
視

元
の
一
族
で
あ
ろ
う
が
、
守
護
一
色
氏
と
の
系
譜
関
係
は
不
明
で
あ
る
。『
尊
卑

分
脈
』
で
満
範
弟
と
し
て
見
え
る
兵
部
少
輔
範
貞
の
子
孫
の
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ

う
。
た
だ
視
元
の
子
尹
泰
の
代
に
な
る
と
、
永
正
七
年
頃
に
は
御
供
衆
に
昇
格
し

て
い
る
（「
永
正
」）。
お
そ
ら
く
永
正
五
年
の
義
稙
の
再
上
洛
後
に
、
そ
れ
ま
で

義
稙
に
付
き
従
っ
て
い
た
功
に
よ
っ
て
御
供
衆
に
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

１２

一
色
宮
内
少
輔

『
尊
卑
分
脈
』
を
見
る
と
、
宮
内
少
輔
で
あ
っ
た
一
色
直
氏
（
５８
）
の
子
氏
兼
と
孫
満

直
が
宮
内
少
輔
と
あ
る
の
で
、
そ
の
子
孫
が
外
様
衆
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
氏

兼
の
活
動
は
不
明
だ
が
、
満
直
は
阿
波
守
と
し
て
見
え
る
（
５９
）
。
宮
内
少
輔
と
な
っ
た

後
に
任
官
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
の
系
譜
は
『
尊
卑
分
脈
』
に
見
え
ず
、
不

明
で
あ
る
が
、
応
永
二
十
六
年
に
宮
内
大
輔
に
任
官
し
た
持
重
（
６０
）
、
永
享
九
年
に
宮

内
大
輔
に
任
官
し
た
教
貫
（
６１
）
は
満
直
の
係
累
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
「
文
安
」
を
挟
ん

で
し
ば
ら
く
宮
内
の
官
途
を
持
つ
一
色
氏
は
見
当
た
ら
な
い
が
、「
長
享
」
で
視

冬
が
宮
内
少
輔
と
し
て
確
認
で
き
る
（
６２
）
。
文
亀
頃
に
は
視
冬
の
子
と
思
わ
れ
る
宮
内

少
輔
材
延
が
お
り
（
６３
）
、
義
稙
の
申
次
と
し
て
活
動
し
て
い
る
（
６４
）
。
そ
の
後
の
宮
内
少
輔

家
は
、
天
文
五
年
に
喧
嘩
で
死
ん
だ
宮
内
少
輔
某
（
６５
）
、
足
利
義
昭
に
従
っ
た
宮
内
少

輔
昭
辰
（
６６
）
が
確
認
で
き
る
が
、
最
後
ま
で
外
様
衆
で
あ
っ
た
か
、
御
供
衆
や
奉
公
衆

に
高
下
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

１３

一
色
次
郎

一
色
次
郎
は
「
長
享
」
に
の
み
見
え
る
。
史
料
的
に
は
『
蔭
凉
軒
日
録
』
に
寛
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正
四
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
三
ヶ
所
見
え
る
ぐ
ら
い
で
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

あ
る
い
は
別
の
外
様
衆
家
の
一
色
氏
で
、
官
途
を
名
乗
る
前
の
状
態
が
次
郎
で
あ

る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

１４
・
１５

一
色
右
馬
頭
・
一
色
北
野

一
色
氏
に
お
い
て
右
馬
頭
は
、
元
々
惣
領
家
が
任
官
し
た
官
途
で
、
範
光
（
権

頭
）・
詮
範
・
満
範
と
代
々
任
官
し
て
い
る
（
６７
）
が
、
義
直
以
降
は
任
官
し
て
い
な
い
。

と
す
る
と
、
惣
領
家
か
ら
分
か
れ
た
別
家
と
思
わ
れ
る
。
さ
て
惣
領
以
外
で
史
料

上
確
認
で
き
る
右
馬
頭
は
、
宝
徳
二
年
に
義
政
側
室
五
伊
上
臈
御
局
の
父
と
し
て

見
え
る
「
一
色
右
頭
」
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
は
翌
年
義
政
姫
君
を
産
ん
だ
一
色
北

野
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
高
橋
修
氏
が
指
摘
し
て
お
り
、
義
貫
の
兄
持
範
が
こ
の

右
馬
頭
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
（
６８
）
。
つ
ま
り
一
色
右
馬
頭
家
と
一
色
北
野
は
元
々

同
一
で
あ
る
と
言
え
る
。「
大
和
九
」
で
は
別
々
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
寛
正

の
頃
に
は
持
範
の
息
子
の
代
で
兄
弟
が
別
に
家
を
立
て
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
だ

ろ
う
。
た
だ
系
図
上
で
持
範
の
子
は
、
上
杉
氏
か
ら
養
子
に
入
っ
た
政
凞
し
か
見

え
な
い
。
な
お
一
色
北
野
氏
は
応
仁
以
降
史
料
上
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
。
一
方

右
馬
頭
家
は
、「
永
正
」
で
も
健
在
だ
が
、
こ
れ
も
そ
の
後
史
料
に
見
え
な
く
な

る
。
政
凞
の
子
孫
が
江
戸
時
代
以
降
も
続
い
て
い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

１６

一
色
五
郎

一
色
氏
の
中
で
五
郎
で
あ
る
者
と
し
て
、
足
利
義
教
の
近
臣
一
色
持
信
の
子
教

親
が
挙
げ
ら
れ
る
。
教
親
は
義
貫
が
義
教
に
殺
さ
れ
て
か
ら
丹
後
守
護
を
継
承
し
、

後
に
は
尾
張
分
郡
守
護
も
回
復
し
、
伊
勢
守
護
に
も
な
っ
て
い
る
が
、
子
が
お
ら

ず
断
絶
し
た
よ
う
で
あ
る
（
６９
）
。
そ
の
後
一
色
氏
に
お
け
る
五
郎
は
、
義
直
の
弟
で
長

禄
〜
応
仁
に
見
え
る
五
郎
政
氏
（
７０
）

、
義
直
の
嫡
子
五
郎
義
春
・
義
秀
（
７１
）

が
い
て
、「
明

応
」
の
外
様
衆
一
色
五
郎
、
そ
し
て
「
永
正
」
に
御
供
衆
の
一
人
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
一
色
千
松
丸
が
尾
張
知
多
郡
主
五
郎
の
子
と
し
て
見
え
る
。
こ
れ
ら
か
ら
す

る
と
、
一
色
五
郎
家
は
守
護
・
分
郡
守
護
の
御
供
衆
で
あ
り
、「
明
応
」
に
見
え

る
の
は
、
誤
記
、
あ
る
い
は
他
の
外
様
衆
一
色
氏
の
子
で
あ
ろ
う
。

１７

今
川
蒲
原

小
和
田
哲
男
氏
の
研
究
（
７２
）
に
よ
る
と
、
蒲
原
氏
は
次
の
よ
う
な
系
譜
に
な
る
。

今
川
範
国
―
―
範
氏

―
貞
世

―
直
忠
（
貞
兼
）（
播
磨
守
）

―
氏
兼
―
―
頼
春
（
讃
岐
守
）
―
蒲
原
播
磨
守
氏
頼

―
仲
秋

―
末
兼

蒲
原
氏
は
駿
河
蒲
原
庄
を
本
拠
地
と
す
る
一
族
で
、
今
川
氏
兼
の
子
孫
で
あ
る
。

氏
兼
は
了
俊
の
九
州
行
に
も
従
い
、
日
向
を
任
さ
れ
、
氏
兼
の
子
直
忠
も
日
向
で

活
動
し
て
い
る
こ
と
が
小
和
田
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
永
享
年
間
の
今
川

氏
家
督
相
続
争
い
で
出
て
く
る
播
磨
守
（
７３
）
は
直
忠
の
子
か
、
甥
に
あ
た
る
頼
春
の
子

氏
頼
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
そ
の
後
の
蒲
原
氏
と
京
都
と
の
関
わ
り
は
不
明
で
、

史
料
上
に
は
「
文
安
」
に
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
応
仁
の
乱
を
境
に
し
て
、
在
国

の
み
と
な
っ
て
外
様
衆
か
ら
は
離
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
十
六
世
紀
に
な
る
と

蒲
原
氏
は
今
川
家
臣
と
し
て
見
え
る
。

１８

今
川
堀
越

堀
越
氏
は
、
今
川
貞
世
（
了
俊
）
の
子
孫
で
、
遠
江
の
堀
越
・
見
付
城
（
現
磐

田
市
）
を
本
拠
地
と
し
た
一
族
で
あ
る
（
７４
）
。
系
譜
関
係
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

今
川
貞
世
―
貞
臣
―
貞
相
―
範
将
―
貞
延
―
―
一
秀

―
貞
基
―
氏
延
―
六
郎
―
氏
朝
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永
享
の
今
川
家
督
相
続
争
い
に
見
え
る
今
川
一
族
の
中
に
、
治
部
少
輔
入
道
貞

相
が
見
え
る
（
７５
）
。
そ
の
後
長
禄
三
年
に
遠
江
へ
打
入
る
と
風
聞
の
あ
る
治
部
少
輔
（
７６
）
は
、

貞
相
の
子
範
将
に
比
定
さ
れ
る
。『
親
元
日
記
』
寛
正
六
年
八
月
二
日
条
に
よ
る

と
、
遠
江
・
駿
河
の
範
将
跡
職
が
幕
府
か
ら
狩
野
氏
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

同
寛
正
六
年
十
二
月
十
七
日
条
で
義
政
へ
御
礼
を
進
上
し
て
い
る
今
川
六
郎
は
、

範
将
の
子
貞
延
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
堀
越
氏
も
蒲
原
氏
同
様
に
、
応
仁
の
乱
以
降

京
都
の
幕
府
と
の
直
接
的
な
関
係
は
見
え
ず
、
以
後
は
駿
河
今
川
氏
の
有
力
一
門

と
し
て
戦
国
期
ま
で
続
い
て
い
る
。

１９

四
条
上
杉

四
条
上
杉
は
犬
懸
上
杉
氏
の
一
流
で
、
関
東
管
領
と
信
濃
守
護
を
兼
帯
し
て
い

た
朝
房
に
始
ま
り
、
朝
房
が
上
洛
し
て
そ
の
ま
ま
在
京
す
る
よ
う
に
な
っ
て
成
立

し
た
家
で
あ
る
（
７７
）
。「
上
杉
系
図
」（
続
群
書
類
従
所
収
）
や
諸
史
料
を
も
と
に
系
譜

を
作
成
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

朝
房

持
房
―
教
房
―
政
藤
―
○
―
材
房
―
虎
千
代
（
幸
松
・
次
郎
？
）

朝
宗
―

朝
房
は
「
上
杉
系
図
」
に
よ
る
と
、
弟
朝
宗
の
子
持
房
を
養
子
と
し
た
。
持
房

は
系
図
に
中
務
少
輔
と
あ
り
、『
満
済
准
后
日
記
』
永
享
二
年
正
月
七
日
条
に
、

八
条
上
杉
中
務
大
輔
と
別
に
見
え
る
上
杉
中
務
少
輔
が
持
房
に
比
定
さ
れ
る
。
そ

の
後
「
文
安
」
に
見
え
る
上
杉
三
郎
は
、「
上
杉
系
図
」
で
持
房
の
子
と
さ
れ
る

教
房
に
該
当
す
る
。
こ
の
教
房
は
父
持
房
が
永
享
の
乱
時
に
関
東
に
援
軍
と
し
て

下
向
し
た
よ
う
に
、
享
徳
の
乱
で
関
東
に
下
向
し
、
長
禄
三
年
武
蔵
太
田
庄
で
戦

死
し
て
お
り
（
７８
）
、
そ
の
子
政
藤
も
関
東
で
転
戦
し
て
い
る
（
７９
）
。
政
藤
は
そ
の
後
上
洛
し

た
よ
う
で
、
各
番
帳
に
も
見
え
、『
蔭
凉
軒
日
録
』
延
徳
二
年
二
月
十
一
日
条
に

死
去
し
た
こ
と
が
見
え
る
「
四
条
上
杉
」
は
こ
の
政
藤
と
思
わ
れ
る
。
政
藤
の
子

か
孫
と
思
わ
れ
る
（
系
図
上
に
は
見
え
ず
、
史
料
上
に
も
確
定
的
で
は
な
い
）
材

房
は
、
長
享
元
年
頃
か
ら
見
え
る
上
杉
幸
松
の
こ
と
と
思
わ
れ
、
名
前
か
ら
し
て

明
応
の
政
変
以
前
に
元
服
し
た
よ
う
で
あ
る
。
以
降
は
三
郎
と
し
て
見
え
（
８０
）
、
永
正

元
年
に
は
右
衛
門
佐
に
任
官
し
て
い
る
（
８１
）
。
そ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、「
明
応
」
の

上
杉
中
務
少
輔
は
、
政
藤
と
材
房
の
間
の
世
代
の
人
物
と
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
後
材
房
は
永
正
年
間
で
も
『
後
法
成
寺
関
白
記
』
に
活

動
が
散
見
さ
れ
る
が
、
永
正
十
六
年
六
月
十
三
日
条
に
上
杉
後
家
が
見
え
、「
殿

中
申
次
記
」
同
年
正
月
に
上
杉
虎
千
代
が
出
仕
し
て
い
る
（
８２
）
こ
と
か
ら
す
る
と
、
永

正
十
五
年
末
か
ら
翌
年
六
月
ま
で
に
死
去
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
京
都
で
は

『
後
法
成
寺
関
白
記
』
大
永
六
年
正
月
十
三
日
条
に
上
杉
幸
松
（
虎
千
代
と
同
人

か
は
不
明
）
が
見
え
る
が
、「
稙
通
公
記
」
享
禄
五
年
六
月
廿
二
日
条
で
、
三
好

一
党
と
共
に
切
腹
し
た
上
杉
次
郎
を
最
後
に
史
料
上
に
は
見
え
な
く
な
り
、
わ
ず

か
に
『
後
法
成
寺
関
白
記
』
天
文
五
年
十
一
月
十
四
日
条
に
、
上
杉
母
が
近
衛
尚

通
を
訪
問
し
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る
。

２０

上
野

上
野
氏
は
足
利
一
門
で
、
南
北
朝
期
に
石
見
・
丹
後
守
護
と
な
っ
た
頼
兼
（
８３
）
の
子

孫
が
、
奉
公
衆
一
番
・
二
番
・
四
番
と
し
て
見
え
る
。
特
に
四
番
衆
は
『
尊
卑
分

脈
』
に
も
系
譜
が
見
え
る
、
申
次
と
な
っ
た
民
部
持
頼
の
系
統
を
中
心
と
し
た
上

野
氏
最
有
力
の
一
族
が
所
属
し
て
い
た
。
た
だ
外
様
衆
と
し
て
の
上
野
氏
は
、

「
永
正
」
に
の
み
見
え
る
上
野
才
寿
丸
で
、
そ
の
脇
に
「
上
野
上
総
猶
子
、
始
号

右
馬
助
、
供
衆
之
由
被
申
之
（
磨
消
）」
と
あ
る
。
こ
の
上
野
上
総
と
は
、「
披

露
事
記
録
（
８４
）
」
に
一
色
上
野
政
直
子
と
し
て
見
え
る
上
総
介
の
こ
と
で
、「
明
応
」

の
五
番
衆
一
色
上
総
介
と
同
人
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
才
寿
丸
は
同
史
料
の
御
供

衆
一
色
上
野
刑
部
少
輔
と
同
人
と
思
わ
れ
る
の
で
、「
永
正
」
に
し
か
見
え
な
い
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こ
と
か
ら
、
外
様
衆
で
は
な
く
御
供
衆
で
あ
っ
た
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

２１

江
見

江
見
氏
は
美
作
江
見
庄
を
本
拠
地
と
す
る
一
族
で

（
補
注
１
）
、『
蔭
凉
軒
日
録
』
長
享
二

年
二
月
廿
三
日
条
で
は
、
亀
泉
集
証
が
美
作
江
見
庄
は
江
見
三
家
上
中
下
が
散
在

し
て
日
本
一
の
強
所
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
中
で
惣
領
家
と
言
え
る
の
が
外
様
衆

江
見
氏
で
あ
ろ
う
。
こ
の
外
様
衆
江
見
氏
は
伊
豆
守
を
官
途
と
し
て
お
り
、『
蔭

凉
軒
日
録
』
に
も
伊
豆
守
と
そ
の
弟
刑
部
丞
祐
経
、
他
に
新
左
衛
門
尉
統
継
・
八

郎
次
郎
な
ど
が
見
え
る
。
た
だ
応
仁
以
前
の
動
向
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
「
永

正
」
に
見
え
る
よ
う
に
、
大
内
氏
の
上
洛
と
共
に
美
作
か
ら
上
洛
し
た
よ
う
で
、

お
そ
ら
く
大
内
義
興
の
在
京
中
は
、
外
様
衆
と
し
て
出
仕
し
て
い
た
（
８５
）
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
の
幕
府
と
の
関
係
は
不
明
で
、
尼
子
氏
麾
下
と
し
て
活
動
し
て
い
る
（
８６
）
。

２２
・
２３

北
畠
小
原
・
北
畠
左
衛
門
佐

北
畠
小
原
氏
は
北
畠
顕
能
の
弟
顕
雄
の
子
孫
で
、
伊
勢
一
志
郡
小
原
を
名
字
の

地
と
し
、
戦
国
期
の
歌
人
と
し
て
有
名
な
小
原
国
永
が
い
る
。『
系
図
纂
要
』
に

よ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

親
房
―
顕
雄
―
房
雄
―
満
顕
―
教
顕
―
政
治
―
―
凞
顕

―
親
治
―
国
永
―
藤
方
具
成

小
原
氏
は
、
稲
本
紀
昭
氏
の
研
究
（
８７
）
に
よ
る
と
、「
雑
々
聞
書
（
８８
）」
応
永
二
十
二
年

に
「
小
原
殿
」
が
小
原
城
を
落
と
さ
れ
て
お
り
、『
満
済
准
后
日
記
』
応
永
二
十

二
年
二
月
廿
二
日
条
で
は
、
伊
勢
国
司
に
城
を
攻
め
落
と
さ
れ
た
唐
橋
入
道
が

「
公
方
様
御
扶
持
歟
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
唐
橋＝

小
原
で
あ
り
、
幕
府
と
直
結
し

て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
同
時
期
の
関
・
長
野
氏
の
幕
府
と
の
関
係
か
ら
す
る
と
、

同
様
に
義
満
か
ら
義
持
の
時
期
に
幕
府
と
の
関
係
が
強
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は

南
朝
勢
力
と
も
関
係
が
深
く
、
実
際
に
満
雅
が
反
乱
を
起
こ
し
た
伊
勢
国
司
北
畠

氏
を
警
戒
し
た
、
幕
府
の
対
応
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

小
原
氏
は
『
建
内
記
』
永
享
三
年
十
二
月
廿
七
日
条
に
「
号
北
畠
伊
賀
守
小
原

也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
初
は
誰
も
が
任
官
す
る
よ
う
な
受
領
官
途
だ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
だ
が
そ
の
後
教
雄
（
系
図
の
教
顕
）
が
康
正
二
年
に
正
五
位
下
、
そ
の

子
政
治
が
文
明
八
年
に
従
五
位
上
に
叙
さ
れ
て
い
る
（
８９
）
こ
と
や
、「
薩
戒
記
目
録
」

永
享
十
一
年
八
月
廿
五
日
条
に
満
顕
が
左
衛
門
佐
に
任
官
し
た
と
あ
る
こ
と
、
番

帳
に
左
兵
衛
佐
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
姉
小
路
向
と
同
等
の
扱
い
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
長
禄
二
年
の
幕
府
神
宮
方
連
署
奉
書
案
（
９０
）
の
宛
所
の
一
人
に
「
小
原
」

が
あ
り
、
前
欠
の
別
文
書
（
９１
）
に
は
「
小
原
左
衛
門
佐
代
」
と
あ
る
。
と
な
る
と
、

「
大
和
九
」
で
は
北
畠
小
原
左
兵
衛
佐
と
北
畠
左
衛
門
佐
と
が
別
に
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
共
に
北
畠
小
原
氏
で
、
父
子
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
後
は
国
永
ま
で
史
料
上
に
は
見
え
な
い
が
、
系
図
上
の
名
前
か
ら
す
る
と
、

満
顕
か
ら
凞
顕
ま
で
は
代
々
足
利
将
軍
よ
り
一
字
偏
諱
を
得
て
、
そ
の
後
の
親
治

は
北
畠
材
親
（
具
方
）
か
ら
、
国
永
は
北
畠
具
国
（
晴
具
）
か
ら
一
字
偏
諱
を
受

け
た
よ
う
な
の
で
、
そ
の
頃
に
は
幕
府
と
疎
遠
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

２４
〜
３０

西
佐
々
木
七
頭
（
越
中
・
能
登
・
朽
木
・
田
中
・
永
田
・
山

崎
・
横
山
）

外
様
衆
に
関
係
す
る
近
江
佐
々
木
氏
の
系
譜
関
係
を
、『
尊
卑
分
脈
』
及
び
西

島
太
郎
氏
の
研
究
（
９２
）
な
ど
に
よ
っ
て
ま
と
め
る
と
次
の
系
図
１
の
よ
う
に
な
る
。

近
江
高
島
郡
の
西
佐
々
木
七
頭
と
呼
ば
れ
る
佐
々
木
一
族
は
、
皆
外
様
衆
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
西
佐
々
木
七
頭
は
、
先
に
挙
げ
た
西
島
氏
の
研
究
に
詳
し
い

の
で
、
詳
細
は
そ
ち
ら
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
簡
単
な
概
略
と
補
足
を
し
た
い
。

ま
ず
越
中
氏
は
、
代
々
越
中
守
で
あ
る
こ
と
か
ら
そ
れ
を
家
名
と
し
た
。
越
中

氏
に
限
ら
ず
外
様
衆
・
奉
公
衆
に
名
を
連
ね
る
佐
々
木
一
族
は
、
そ
の
多
く
が
将
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春　

高
夏　

頼
高（
鞍
智
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
満　

宗
信　

高
満　

満
秀　

高
清（
黒
田
）

軍
の
行
粧
に
帯
刀
と
し
て
供
奉
し
て
い
る
。
越
中
氏
は
長
享
頃
ま
で
帯
刀
を
何
度

も
務
め
て
い
る
。
ま
た
『
後
法
興
院
記
』
明
応
元
年
十
二
月
十
二
日
条
に
越
中
息

子
が
近
江
守
護
を
仰
付
け
ら
れ
た
と
あ
る
よ
う
に
、
他
の
七
頭
よ
り
も
勢
力
の
大

き
い
一
族
で
あ
っ
た
。
な
お
大
永
六
年
に
、
伊
勢
一
族
や
奉
公
衆
が
本
来
務
め
る

布
衣
侍
と
な
っ
て
お
り
（
９３
）
、
こ
の
頃
に
は
外
様
か
ら
外
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

能
登
氏
は
、
一
族
の
中
で
の
系
譜
関
係
が
不
明
で
、
西
島
氏
は
貞
氏
系
統
に
関

係
す
る
か
と
し
て
い
る
。
能
登
氏
は
帯
刀
な
ど
は
務
め
て
い
な
い
が
、「
文
安
」

〜
「
明
応
」
を
通
じ
外
様
に
列
し
て
い
る
。『
親
俊
日
記
』
天
文
八
年
十
月
十
八

日
条
で
は
、
足
利
義
晴
の
六
角
邸
御
成
で
御
馬
を
引
い
て
お
り
、
六
角
氏
と
の
関

係
を
強
め
な
が
ら
、
幕
府
と
の
関
係
も
こ
の
頃
ま
で
は
保
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

朽
木
氏
に
つ
い
て
は
多
く
の
専
論
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
特
に
触

れ
な
い
が
、
当
初
か
ら
の
外
様
衆
と
見
ら
れ
、
代
々
帯
刀
を
務
め
て
い

る
。
そ
し
て
義
晴
を
朽
木
谷
に
迎
え
た
稙
綱
の
時
期
に
御
供
衆
に
昇
格

し
て
い
る
（
９４
）
。

田
中
氏
は
、
越
中
・
朽
木
氏
同
様
に
帯
刀
を
代
々
務
め
、
ま
た
西

佐
々
木
七
頭
の
中
で
は
唯
一
長
享
の
陣
に
参
陣
し
て
い
る
。
田
中
氏
は

足
利
義
輝
の
元
服
に
参
加
し
て
い
る
（
９５
）
よ
う
に
、
天
文
末
ま
で
は
幕
府
と

の
関
係
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
は
六
角
氏
に
包
摂
さ
れ
て
い
く
。

永
田
氏
は
、
応
仁
の
乱
以
前
の
動
向
が
不
明
で
、
文
明
以
降
確
認
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
帯
刀
も
務
め
て
い
る
が
、
六
角
征
伐
以
降
幕
府
と

の
関
係
は
見
え
な
く
な
る
。

山
崎
氏
も
一
族
の
中
で
の
系
譜
関
係
が
不
明
で
、
西
島
氏
は
他
の
六

氏
と
の
血
縁
が
薄
く
、
六
角
と
の
関
係
が
強
い
一
族
だ
っ
た
の
で
は
と

し
て
い
る
。『
蔭
凉
軒
日
録
』
延
徳
四
年
四
月
三
日
条
に
六
角
方
と
し

て
討
死
し
た
山
崎
が
お
り
、
こ
れ
が
外
様
衆
山
崎
と
同
一
で
は
な
い
に

し
ろ
、「
明
応
」
に
見
え
な
い
の
は
、
早
い
段
階
で
六
角
家
中
へ
の
包

摂
が
進
ん
で
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

横
山
氏
は
、
山
崎
同
様
に
帯
刀
と
し
て
の
供
奉
が
確
認
さ
れ
ず
、
そ

の
点
で
幕
府
と
の
関
係
は
他
の
七
頭
ほ
ど
強
く
な
か
っ
た
か
、
低
く
見

ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
い
つ
ま
で
外
様
衆
で
あ
っ
た
か
不
明
だ

系
図
１

佐
々
木
氏
関
係
系
図
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が
、
横
山
慶
千
代
名
代
が
足
利
義
晴
に
対
面
で
き
た
こ
と
（
９６
）
か
ら
す
る
と
、
将
軍
直

臣
と
し
て
は
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

３１

佐
々
木
鞍
智

鞍
智
氏
は
道
誉
の
弟
時
満
に
始
ま
る
。
美
濃
鞍
智
郷
を
名
字
の
地
と
し
て
い
る
。

清
水
克
行
氏
の
研
究
（
９７
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
碧
山
日
録
』
筆
者
の
太
極

と
交
流
が
あ
る
一
族
で
、
系
譜
関
係
も
清
水
氏
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
鞍
智
氏
は
「
明
応
」
に
は
見
え
ず
、
史
料
上
か
ら
も
京
都
と
の
関
係
で
は
出

て
こ
な
く
な
る
。
後
に
出
雲
尼
子
氏
の
一
族
衆
と
し
て
見
え
る
（
９８
）
こ
と
か
ら
、
出
雲

に
下
向
し
て
そ
の
ま
ま
幕
府
と
の
関
係
も
疎
遠
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

３２

佐
々
木
黒
田

黒
田
氏
に
は
、「
花
営
三
代
記
」
応
安
五
年
十
一
月
廿
二
日
条
で
評
定
始
に
列

し
て
い
る
道
寿
（
高
満
）
や
、
同
康
暦
元
年
七
月
廿
五
日
の
拝
賀
で
帯
刀
を
務
め

て
い
る
そ
の
子
満
秀
が
お
り
、
そ
れ
以
降
も
高
光
・
高
清
・
清
高
・
信
秀
・
貞
長

な
ど
が
帯
刀
を
務
め
て
い
る
。
幕
府
と
の
関
係
は
永
正
年
間
（
９９
）
を
最
後
に
見
え
な
く

な
る
よ
う
で
、
外
様
衆
と
し
て
も
そ
の
頃
に
は
外
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

３３

佐
々
木
宍
道
（
完
道
）

宍
道
氏
は
高
秀
の
子
秀
益
か
ら
始
ま
り
、
名
字
の
地
は
出
雲
宍
道
郷
で
あ
る
。

『
親
元
日
記
』
文
明
十
七
年
七
月
廿
七
日
条
な
ど
に
見
え
る
「
完
道
兵
部
少
輔
秀

慶
」、『
親
孝
日
記
』
永
正
十
三
年
七
月
七
日
条
の
「
完
道
兵
部
少
輔
」
か
ら
す
る

と
、
代
々
兵
部
少
輔
を
官
途
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
『
満
済
准

后
日
記
』
正
長
二
年
三
月
廿
一
日
条
で
黒
田
と
帯
刀
の
番
の
上
臈
を
め
ぐ
っ
て
相

論
し
て
い
る
兵
部
少
輔
、
康
正
二
年
に
帯
刀
を
務
め
て
い
る
兵
部
少
輔
（
１００
）

も
宍
道
氏

で
あ
ろ
う
。
永
正
以
降
は
出
雲
に
在
国
し
て
幕
府
と
は
疎
遠
と
な
り
、
尼
子
氏
一

族
衆
と
し
て
見
え
る
（
１０１
）
。
な
お
信
長
に
京
都
か
ら
追
わ
れ
た
後
の
足
利
義
昭
か
ら
御

供
衆
に
加
え
ら
れ
て
い
る
（
１０２
）
。

３４

佐
々
木
尼
子

尼
子
氏
は
出
雲
尼
子
氏
が
著
名
だ
が
、
明
応
以
前
の
京
都
で
の
活
動
は
見
え
な

い
の
で
、
外
様
衆
尼
子
氏
は
近
江
を
本
拠
と
し
た
系
統
と
思
わ
れ
る
。
足
利
義
持

か
ら
近
江
尼
子
郷
を
安
堵
さ
れ
た
刑
部
少
輔
秀
久
（
１０３
）
は
お
そ
ら
く
高
久
の
子
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
後
は
っ
き
り
と
近
江
尼
子
氏
と
わ
か
る
者
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
足

利
義
凞
の
大
将
拝
賀
に
帯
刀
と
し
て
供
奉
し
て
い
る
宮
内
少
輔
長
綱
が
見
え
る
（
１０４
）
。

こ
の
宮
内
少
輔
の
官
途
か
ら
す
る
と
、
長
禄
二
年
に
義
政
に
供
奉
し
た
宮
内
少
輔

国
貞
（
１０５
）
は
長
綱
の
父
に
当
た
る
だ
ろ
う
。
永
正
七
年
に
足
利
義
稙
か
ら
近
江
敵
退
治

に
出
陣
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
佐
々
木
一
族
の
中
に
佐
々
木
尼
子
刑
部
少
輔
（
１０６
）
が
見

え
る
が
、
そ
の
後
の
近
江
尼
子
氏
と
幕
府
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

３５

佐
々
木
多
田

多
田
氏
は
高
秀
の
子
満
秀
に
始
ま
る
。
満
秀
は
義
満
の
山
門
大
講
堂
参
向
、
義

持
の
放
生
会
参
向
に
帯
刀
と
し
て
供
奉
し
て
い
る
（
１０７
）
。
満
秀
は
治
部
少
輔
と
し
て
見

え
る
の
で
、
宝
徳
〜
康
正
年
間
で
帯
刀
を
務
め
て
い
る
治
部
少
輔
秀
直
（
１０８
）
は
そ
の
子

で
あ
ろ
う
。
た
だ
こ
の
秀
直
の
後
の
多
田
氏
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

３６

佐
々
木
加
賀
守

加
賀
守
家
は
、
京
極
氏
の
家
督
と
な
っ
て
そ
の
諸
守
護
職
も
務
め
た
加
賀
守
高

数
に
始
ま
る
。
高
数
が
嘉
吉
の
変
で
討
死
す
る
（
１０９
）
と
、
家
督
は
甥
持
清
に
移
り
、
以

後
持
清
系
が
相
承
す
る
。
高
数
の
子
と
し
て
『
尊
卑
分
脈
』
な
ど
に
は
政
宗
が
見
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え
る
が
、
実
は
そ
の
間
に
教
久
が
い
る
。
教
久
は
『
建
内
記
』
嘉
吉
元
年
九
月
十

九
日
条
に
佐
々
木
大
夫
判
官
教
久
、『
経
覚
私
要
鈔
』
宝
徳
元
年
八
月
廿
八
日
条

に
佐
々
木
加
賀
守
教
久
と
し
て
見
え
る
。『
碧
山
日
録
』
長
禄
四
年
三
月
六
日
条

の
、
土
岐
氏
出
身
で
佐
々
木
道
統
（
高
数
）
養
子
と
な
っ
て
死
去
し
た
「
前
賀
州

太
守
綱
公
」
は
こ
の
教
久
を
指
す
の
で
、
教
久
は
高
数
養
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。
そ
し
て
教
久
の
後
に
見
え
る
の
が
政
数
で
あ
る
。
政
数
は
初
名
政
宗
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
こ
の
政
宗
は
系
譜
上
高
数
の
子
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る

と
、
教
久
は
政
数
が
幼
少
で
あ
っ
た
た
め
に
高
数
の
養
子
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら

れ
る
。
政
数
は
『
親
元
日
記
』
文
明
十
年
十
二
月
十
二
日
条
に
「
佐
々
木
加
賀
左

馬
助
政
宗
」
と
あ
り
、『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
十
八
年
七
月
廿
九
日
条
に

拝
賀
行
列
の
帯
刀
を
務
め
る
一
人
「
同
加
賀
守
政
数
」
と
し
て
見
え
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
間
に
改
名
・
任
官
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
加
賀
守
家
も
「
明
応
」
以
後
は

姿
が
見
え
な
く
な
る
。

３７

佐
々
木
遠
江
守

佐
々
木
氏
で
遠
江
守
と
な
っ
て
い
る
一
次
史
料
の
事
例
は
、
明
徳
四
年
に
山
名

満
幸
と
共
に
挙
兵
し
た
塩
冶
遠
江
入
道
（
１１０
）
の
他
に
、『
建
内
記
』
永
享
二
年
七
月
廿

五
日
条
で
帯
刀
を
し
て
い
る
の
が
見
え
る
遠
江
守
高
慶
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
た
だ
塩

冶
氏
は
奉
公
衆
三
番
衆
に
複
数
家
見
え
る
た
め
、
遠
江
守
家
が
塩
冶
氏
で
あ
る
可

能
性
は
低
く
、
遠
江
守
家
が
佐
々
木
氏
の
ど
の
系
譜
に
つ
な
が
る
か
不
明
で
あ
る
。

３８

佐
々
木
隠
岐
守

佐
々
木
氏
に
お
い
て
隠
岐
守
は
、
隠
岐
守
護
と
な
っ
た
義
清
と
そ
の
子
孫
隠
岐

氏
の
官
途
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
外
様
衆
佐
々
木
隠
岐
守
も
、
そ
の

一
流
と
思
わ
れ
る
が
、
具
体
的
な
系
譜
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
隠
岐
氏
は
室
町
期

に
は
京
極
氏
の
隠
岐
守
護
代
だ
が
、「
明
応
」
に
の
み
外
様
と
し
て
見
え
る
の
は
、

そ
の
頃
特
別
に
幕
府
直
臣
扱
い
を
受
け
て
外
様
に
列
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

３９

佐
々
木
大
原

佐
々
木
大
原
氏
（
１１１
）
は
「
文
安
」
か
ら
「
永
正
」
ま
で
一
貫
し
て
外
様
衆
で
は
な
く
、

奉
公
衆
と
し
て
見
え
る
。
た
だ
「
殿
中
年
中
行
事
記
録
」
に
佐
々
木
大
夫
判
官
が

外
様
衆
に
立
ち
帰
り
出
仕
し
た
い
と
望
ん
で
お
り
（
却
下
さ
れ
て
い
る
）、
足
利

義
政
期
以
降
の
佐
々
木
氏
の
大
夫
判
官
は
大
原
氏
の
み
で
あ
る
の
で
、
佐
々
木
大

原
氏
は
当
初
外
様
衆
で
、
番
衆
に
編
入
さ
れ
た
と
言
え
る
。

４０

里
見

里
見
氏
は
美
濃
を
本
拠
地
と
し
て
い
た
（
１１２
）
よ
う
で
、「
文
安
」
と
「
明
応
」
に
奉

公
衆
五
番
衆
と
し
て
見
え
る
。
外
様
衆
里
見
氏
は
そ
の
一
族
で
あ
る
こ
と
は
確
か

で
あ
ろ
う
が
、
他
の
史
料
上
に
は
見
え
ず
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

４１

末
野

斯
波
氏
経
の
子
孫
が
末
野
氏
で
あ
る
と
い
う
。「
島
本
文
書
（
１１３
）
」
の
斯
波
武
衛
系

図
や
「
武
衛
系
図
」（
続
群
書
類
従
所
収
）
で
は
、
氏
経
の
項
に
「
末
野
氏
自
是

出
」
と
あ
り
、
義
敏
の
子
又
三
郎
義
延
が
末
野
の
跡
を
継
ぐ
と
あ
る
。
末
野
の
名

字
の
地
は
越
前
国
丹
生
北
郡
末
野
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
そ
の
地
に
伝
承
な
ど
は

残
さ
れ
て
い
な
い
。

４２

関

関
氏
は
北
伊
勢
の
国
人
で
あ
る
。
小
原
・
長
野
氏
の
当
主
が
「
満
」
の
偏
諱
を

も
ら
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
関
氏
は
持
盛
（
１１４
）
が
義
持
か
ら
「
持
」
の
字
を
与
え
ら
れ
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て
い
る
。
こ
れ
は
関
氏
が
北
畠
氏
と
関
係
が
深
か
っ
た
た
め
、
小
原
・
長
野
両
氏

よ
り
も
幕
府
と
の
関
係
形
成
が
遅
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
幕
府
側
と
し
て
は
、

北
畠
満
雅
の
勢
力
を
切
り
崩
す
目
的
で
あ
っ
た
。
た
だ
結
局
関
氏
は
満
雅
の
挙
兵

に
協
力
し
、『
満
済
准
后
日
記
』
正
長
二
年
三
月
六
日
条
に
見
え
る
よ
う
に
没
落

し
て
い
る
。
関
氏
の
復
権
は
文
安
五
年
頃
で
、『
師
郷
記
』
文
安
五
年
二
月
十
八

日
条
に
は
、
関
氏
の
所
領
を
得
て
い
た
長
野
氏
と
争
っ
て
い
る
こ
と
が
見
え
る
。

そ
の
後
関
氏
は
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
長
禄
四
年
閏
九
月
五
日
条
に
あ
る
よ
う

に
、
畠
山
義
就
退
治
に
動
員
さ
れ
た
り
、
同
応
仁
元
年
五
月
卅
日
条
に
伊
勢
氏
が

関
・
長
野
勢
を
引
き
連
れ
て
上
洛
し
た
こ
と
が
見
え
る
よ
う
に
、
幕
府
へ
の
奉
公

を
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
奉
公
に
よ
っ
て
、
大
外
様
に
列
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
も
関
氏
は
、『
蔭
凉
軒
日
録
』
明
応
元
年
十
二
月
十
三
日
条
に
よ
れ
ば
、

義
稙
の
御
所
の
番
を
し
て
夜
盗
を
撃
退
し
て
お
り
、
外
様
で
あ
っ
た
か
は
不
明
だ

が
、
永
正
年
間
ま
で
は
幕
府
と
の
関
係
を
保
っ
て
い
る
。
な
お
『
言
継
卿
記
』
弘

治
三
年
四
月
五
日
条
に
は
「
奉
公
衆
関
」
と
あ
る
。

４３

摂
津

摂
津
氏
は
評
定
衆
で
、
外
様
衆
と
し
て
幕
府
最
末
期
ま
で
確
認
で
き
る
。
摂
津

氏
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
を
含
め
先
行
研
究
で
多
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
１１５
）
の
で
、
詳
細

は
そ
ち
ら
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
特
に
触
れ
な
い
。

４４

千
秋

千
秋
氏
は
熱
田
社
大
宮
司
の
一
族
で
、
南
北
朝
期
の
高
範
以
降
大
宮
司
と
な
っ

た
家
で
あ
る
（
１１６
）
。
千
秋
氏
は
こ
の
高
範
の
直
系
子
孫
が
奉
公
衆
三
番
で
、
他
に
も
越

前
に
在
国
す
る
民
部
少
輔
系
が
五
番
、
そ
し
て
宮
内
大
輔
系
が
外
様
衆
と
な
っ
て

い
る
。
た
だ
高
範
直
系
以
外
の
二
家
の
系
譜
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
外
様
衆
千
秋

氏
は
「
文
安
」
と
「
長
享
」
か
ら
宮
内
大
輔
を
代
々
の
官
途
と
し
た
と
わ
か
る
。

そ
う
す
る
と
、「
花
営
三
代
記
」
応
安
七
年
四
月
廿
八
日
条
に
見
え
る
千
秋
宮
内

少
輔
は
そ
の
祖
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
世
代
的
に
高
範
の
子
で
あ
る
の
で
、
そ
の
頃

に
分
流
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
は
し
ば
ら
く
史
料
上
に
現
れ
な
い
が
、「
文

安
」
の
宮
内
大
輔
は
、
長
禄
二
年
に
跡
職
が
義
政
か
ら
北
野
社
に
寄
進
さ
れ
た
（
１１７
）
範

安
と
思
わ
れ
、「
長
享
」
の
尚
範
は
そ
の
子
か
孫
に
当
た
る
だ
ろ
う
。
た
だ
大
宮

司
家
と
言
え
る
三
番
衆
千
秋
氏
が
室
町
幕
府
以
降
も
京
都
に
い
る
こ
と
が
見
え
る

の
に
対
し
（
実
は
二
流
に
分
か
れ
て
一
方
が
在
地
に
残
り
大
宮
司
職
を
継
承
し

た
）、
外
様
衆
千
秋
氏
は
「
明
応
」
に
も
見
え
ず
、
以
降
も
史
料
上
窺
え
な
い
。

４５

中
条

中
条
氏
は
番
帳
な
ど
に
は
外
様
衆
と
し
て
見
え
な
い
が
、「
永
享
」
に
義
政
時

代
に
自
訴
し
て
外
様
衆
か
ら
一
番
衆
に
編
入
し
た
こ
と
が
見
え
、
外
様
衆
で
あ
っ

た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
中
条
氏
は
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
（
１１８
）
、
南
北
朝
期
の
秀
長
が

尾
張
・
伊
賀
守
護
を
歴
任
し
、
評
定
衆
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
詮
秀
・
満
秀
・

満
平
と
守
護
に
な
る
こ
と
無
く
、
将
軍
行
粧
の
判
官
や
帯
刀
を
務
め
て
お
り
、
以

降
も
同
様
で
あ
る
。
奉
公
衆
に
転
じ
た
の
が
義
政
の
い
つ
の
時
代
か
は
不
明
だ
が
、

お
そ
ら
く
は
長
禄
以
前
で
あ
ろ
う
。

４６
〜
５０

土
岐
（
池
尻
・
佐
良
木
・
曽
我
屋
・
鷲
巣
・
明
智
）

土
岐
氏
は
一
族
か
ら
奉
公
衆
を
多
く
輩
出
し
て
い
る
（
１１９
）
が
、
外
様
衆
と
な
っ
た
の

は
、
明
智
氏
以
外
、
康
行
が
義
満
に
よ
っ
て
討
伐
さ
れ
た
後
に
美
濃
守
護
と
な
っ

た
頼
忠
系
ば
か
り
で
あ
る
。
次
に
諸
系
図
史
料
を
も
と
に
外
様
衆
関
連
の
部
分
を

抜
粋
し
た
系
図
を
次
に
掲
げ
る
。
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頼
貞
―
―
頼
清
―
―
頼
康
―
―
康
行
（
世
保
）

―
頼
忠
―
―
頼
益
―
―
持
益‖

成
頼
（
美
濃
守
護
家
）

―
頼
遠

―
之
康
（
鷲
巣
）

―
頼
名
―
―
益
忠
（
池
尻
）

―
某
（
曽
我
屋
）

―
頼
基
―
―
頼
重
（
明
智
）

―
光
俊
（
佐
良
木
）

土
岐
池
尻
氏
は
世
保
土
岐
の
代
わ
り
に
美
濃
守
護
と
な
っ
た
頼
忠
の
子
で
あ
る

頼
名
の
子
益
忠
か
ら
始
ま
る
と
い
う
。
史
料
上
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
見
え
ず
、『
北

野
社
家
日
記
』
延
徳
三
年
六
月
廿
一
日
条
で
松
梅
院
禅
予
か
ら
所
領
に
つ
い
て
書

状
を
出
さ
れ
て
い
る
の
と
、『
実
隆
公
記
』
明
応
七
年
二
月
廿
八
日
条
に
娘
が
西

園
寺
家
に
嫁
い
だ
こ
と
が
見
え
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

土
岐
佐
良
木
・
曽
我
屋
氏
も
池
尻
氏
同
様
に
頼
名
の
子
か
ら
始
ま
る
と
い
う
。

佐
良
木
氏
に
は
成
頼
の
子
に
始
ま
る
と
い
う
系
図
も
あ
る
が
、
外
様
衆
佐
良
木
氏

は
そ
れ
だ
と
年
代
が
合
わ
ず
、
頼
名
の
子
の
ほ
う
で
あ
ろ
う
。
両
氏
と
も
に
番
帳

に
し
か
見
え
ず
、
幕
府
と
の
関
係
や
活
動
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

土
岐
鷲
巣
氏
は
頼
忠
の
子
之
康
に
始
ま
る
。
永
享
四
年
の
右
馬
頭
満
康
（
１２０
）
は
、
そ

の
改
名
後
か
、
息
子
と
思
わ
れ
、『
満
済
准
后
日
記
』
応
永
二
十
七
年
八
月
廿
二

日
条
で
は
土
岐
刑
部
大
輔
と
喧
嘩
し
て
負
傷
し
て
い
る
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
史
料

上
に
は
見
え
な
い
が
、
延
徳
頃
に
在
京
し
て
お
り
、『
実
隆
公
記
』
延
徳
元
年
八

月
廿
六
日
条
に
は
出
仕
し
た
こ
と
が
見
え
る
。

最
後
に
土
岐
明
智
氏
（
１２１
）
だ
が
、
こ
ち
ら
は
他
の
一
族
と
違
い
、
頼
康
の
従
兄
弟
頼

重
に
始
ま
る
。
子
孫
に
明
智
光
秀
と
近
世
大
名
土
岐
家
が
お
り
、
多
く
の
系
図
が

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
外
様
衆
と
な
っ
て
い
る
の
は
中
務
少
輔
家
で
、
他
に
奉
公
衆

四
番
衆
の
兵
庫
家
な
ど
が
あ
る
。
家
伝
文
書
が
伝
来
し
て
い
る
兵
庫
家
と
異
な
り
、

外
様
衆
明
智
氏
は
、「
明
応
」
ま
で
は
「
文
安
」
以
外
一
次
史
料
に
見
え
な
い
が
、

「
明
応
」
に
見
え
る
中
務
少
輔
政
宣
は
、『
実
隆
公
記
』
明
応
七
年
閏
十
月
十
一
日

条
に
見
え
る
よ
う
に
、
奉
公
衆
の
頼
連
と
共
に
連
歌
を
得
意
と
し
て
い
る
。
た
だ

そ
の
後
も
明
智
氏
は
史
料
上
に
は
見
え
る
も
の
の
、
外
様
衆
明
智
氏
と
の
関
係
は

不
明
で
あ
る
。

な
お
こ
の
外
様
衆
土
岐
五
家
の
中
で
池
尻
・
佐
良
木
・
鷲
巣
・
明
智
の
四
氏
は
、

『
蔭
凉
軒
日
録
』
延
徳
三
年
五
月
十
五
日
条
に
土
岐
一
門
の
中
で
大
身
の
七
氏
の

一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

５１

土
肥

土
肥
氏
は
南
北
朝
期
か
ら
将
軍
行
粧
で
随
兵
・
帯
刀
を
務
め
（
１２２
）
、
刑
部
少
輔
・
美

濃
守
を
官
途
と
し
て
い
た
。
ま
た
奉
公
衆
二
番
衆
に
も
土
肥
氏
が
お
り
、
こ
ち
ら

は
『
薩
戒
記
』
応
永
二
十
六
年
八
月
十
五
日
条
な
ど
に
見
え
る
よ
う
に
衛
府
侍
を

務
め
、
番
帳
か
ら
す
る
と
三
郎
左
衛
門
尉
・
民
部
少
輔
を
官
途
と
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
土
肥
氏
の
勢
力
は
、
応
仁
文
明
の
乱
後
に
、
京
極
氏
の
勢
力
伸
長
や
、

拠
点
で
あ
る
番
場
宿
の
機
能
低
下
な
ど
に
よ
っ
て
衰
退
し
、
永
正
年
間
を
最
後
に

幕
府
と
の
関
係
は
見
え
な
く
な
る
（
１２３
）
。
そ
の
後
は
在
地
勢
力
と
し
て
京
極
・
浅
井
氏

に
属
し
た
と
思
わ
れ
、「
島
記
録
」
に
は
、
天
文
二
年
に
今
井
秀
俊
が
浅
井
亮
政

に
討
た
れ
た
時
、「
秀
俊
妻
女
ハ
番
場
土
肥
か
息
女
な
り
し
」
と
あ
る
（
１２４
）
。

５２

長
野

長
野
氏
は
伊
勢
国
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。
系
譜
関
係
は
『
美
里
村
史
上
巻
』
の

記
述
・
掲
載
史
料
な
ど
を
参
考
に
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

工
藤
氏
…
…
満
高
―
教
高
―
政
高
―
政
藤
―
―
尹
藤

―
稙
藤
―
藤
定＝

具
藤

北
畠
小
原
・
関
氏
の
項
で
前
述
の
通
り
、
義
満
の
頃
に
は
す
で
に
幕
府
か
ら
重
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視
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
関
氏
と
異
な
り
、
長
野
氏
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
幕
府
の

軍
事
動
員
に
応
じ
て
奉
公
し
て
い
た
。
た
だ
番
帳
な
ど
か
ら
す
る
と
、
小
原
氏
が

早
く
に
外
様
に
列
し
た
の
に
対
し
、
長
野
氏
は
関
氏
と
同
じ
頃
に
列
し
た
可
能
性

が
高
い
。
長
野
氏
は
応
仁
の
乱
の
時
以
外
、
基
本
在
国
し
て
お
り
、
ま
た
「
大
和

九
」
に
の
み
大
外
様
と
し
て
見
え
る
た
め
、
い
つ
ま
で
外
様
で
あ
っ
た
か
不
明
で

あ
る
が
、
幕
府
と
の
関
係
は
、
伊
勢
と
い
う
地
理
的
関
係
も
あ
り
、
天
文
年
間
ま

で
は
断
続
的
に
確
認
で
き
る
。
な
お
奉
公
衆
五
番
に
も
長
野
氏
が
い
る
が
、
こ
ち

ら
は
官
途
な
ど
か
ら
外
様
と
な
る
長
野
氏
と
明
ら
か
に
別
で
あ
る
。

５３

二
階
堂

二
階
堂
氏
は
鎌
倉
時
代
以
来
の
法
曹
官
僚
で
あ
り
、
室
町
幕
府
下
で
は
評
定
衆

と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
系
譜
関
係
を
『
尊
卑
分
脈
』
や
史
料
か
ら
作
成
す
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。

貞
衡
―
行
元
―
忠
広
？
―
之
忠
―
忠
行
―
政
行
―
―
尚
行

―
有
泰
―
晴
泰

二
階
堂
氏
は
南
北
朝
期
の
動
乱
で
多
数
あ
っ
た
一
族
も
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
、

京
都
に
残
っ
て
評
定
衆
と
な
っ
た
の
は
行
元
の
系
統
で
あ
っ
た
。
以
降
は
拙
稿
（
１２５
）
で

す
で
に
指
摘
し
た
通
り
、
政
行
の
時
代
に
勢
力
を
伸
ば
し
、
取
り
立
て
ら
れ
た
義

凞
が
死
去
す
る
と
政
治
か
ら
遠
ざ
か
る
が
、
そ
の
後
も
幕
末
ま
で
外
様
衆
・
評
定

衆
家
と
し
て
存
続
し
た
。

５４
・
５５
・
５６

仁
木
（
丹
波
・
伊
勢
・
美
濃
）

仁
木
氏
に
つ
い
て
は
稲
本
紀
昭
氏
の
研
究
（
１２６
）
が
あ
り
、
伊
賀
・
伊
勢
・
丹
波
の
三

系
統
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
で
系
譜
関
係
や
事
例
が
ほ
ぼ
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ

「
大
和
九
」
に
の
み
見
え
る
美
濃
仁
木
氏
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

「
美
濃
」
が
誤
記
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
も
し
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く

仁
木
中
務
少
輔
が
該
当
す
る
だ
ろ
う
。
稲
本
氏
も
伊
賀
仁
木
政
長
と
別
に
出
て
く

る
中
務
少
輔
に
つ
い
て
扱
い
か
ね
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
守
護
は
国
持
外
様
で
、

本
章
で
取
り
扱
う
外
様
衆
と
は
別
扱
い
で
あ
る
し
、
番
帳
で
も
外
様
衆
に
一
国
守

護
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
う
す
る
と
仁
木
中
務
少
輔
は
美
濃
仁
木
氏
と
な
り
、

他
史
料
と
の
整
合
性
も
と
れ
る
。
た
だ
他
の
仁
木
一
族
と
異
な
り
、
美
濃
仁
木
氏

の
「
明
応
」
以
降
の
活
動
は
確
認
で
き
な
い
。

５７

新
田
大
島

新
田
大
島
氏
は
新
田
氏
の
一
族
で
、
里
見
氏
の
庶
流
で
あ
る
。
南
北
朝
初
期
に

は
義
政
が
活
動
し
て
お
り
、『
尊
卑
分
脈
』
に
は
義
政
―
義
高
―
義
世
ま
で
が
記

さ
れ
て
い
る
。
義
政
は
当
初
南
朝
方
と
し
て
活
動
し
て
い
た
が
、
後
に
尊
氏
方
に

転
じ
、
建
武
三
年
に
は
周
防
大
将
に
任
命
さ
れ
て
い
る
（
１２７
）
。
義
政
の
子
義
高
は
、
延

文
五
年
の
仁
木
義
長
の
失
脚
後
に
三
河
守
護
と
な
り
、
応
安
六
年
ま
で
在
職
が
確

認
さ
れ
る
（
１２８
）
。
そ
し
て
永
和
三
年
に
三
河
守
護
と
し
て
「
新
田
兵
庫
頭
」
が
見
え
る
（
１２９
）
。

義
高
は
兵
庫
頭
↓
左
衛
門
佐
↓
左
衛
門
佐
入
道
と
い
う
官
途
変
遷
を
た
ど
り
（
１３０
）
、
そ

の
活
動
下
限
は
応
安
末
ま
で
で
、
か
つ
す
で
に
出
家
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
兵
庫

頭
は
義
高
と
別
人
で
あ
り
、
息
子
義
世
の
可
能
性
が
高
い
。
だ
が
三
河
守
護
は
康

暦
元
年
に
一
色
氏
へ
交
替
（
１３１
）
し
、
以
後
大
島
氏
が
守
護
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
の
後
は
、
康
正
二
年
に
美
濃
で
段
銭
を
納
め
る
「
新
田
左
衛
門
佐
（
１３２
）
」、
文
明

十
四
年
の
将
軍
家
千
首
に
参
加
し
て
い
る
「
大
島
兵
庫
頭
高
秀
（
１３３
）
」
が
見
え
る
が
、

「
明
応
」
を
最
後
に
姿
は
見
え
な
く
な
る
。
明
応
の
変
後
の
政
治
状
況
の
中
で
没

落
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
十
六
世
紀
に
細
川
氏
綱
の
家
臣
に
大
島
左
兵
衛
入
道

が
見
え
る
（
１３４
）
が
、
こ
の
新
田
大
島
氏
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
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５８

新
田
岩
松

上
杉
禅
秀
の
乱
後
に
京
都
へ
逃
れ
た
岩
松
満
純
の
子
家
純
に
始
ま
る
。
こ
の
京

都
岩
松
氏
は
結
城
合
戦
や
享
徳
の
乱
で
関
東
に
下
向
し
転
戦
し
て
い
る
（
１３５
）
。
た
だ
息

子
明
純
は
京
都
に
い
た
よ
う
で
、『
親
元
日
記
』
寛
正
六
年
十
二
月
廿
四
日
条
で

は
義
政
へ
御
礼
を
し
て
い
る
。
明
純
は
『
後
法
興
院
記
』
文
正
二
年
二
月
十
六
日

条
に
関
東
に
下
向
し
た
こ
と
が
見
え
、
そ
の
後
は
関
東
に
在
国
し
続
け
る
こ
と
に

な
る
が
（
そ
の
た
め
「
長
享
」
に
は
名
が
無
い
）、
京
都
と
の
関
係
は
断
続
的
に

続
い
て
い
た
よ
う
で
、
明
純
の
子
尚
純
の
「
尚
」
は
義
尚
（
義
凞
）
か
ら
の
偏
諱

で
あ
ろ
う
し
、
天
文
年
間
に
は
足
利
義
晴
か
ら
治
部
大
輔
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
（
１３６
）
。

５９

野
間

外
様
衆
野
間
氏
は
、
幕
府
と
関
係
す
る
史
料
が
番
帳
以
外
見
え
ず
不
明
で
あ
る
。

野
間
氏
に
は
摂
津
野
間
氏
、
山
名
家
臣
野
間
氏
、
安
芸
野
間
氏
、
尾
張
野
間
氏
と

が
知
ら
れ
る
が
、
明
応
六
年
頃
に
若
狭
躰
興
寺
年
貢
を
惣
代
官
と
し
て
年
貢
を
請

切
る
「
野
間
左
馬
助
入
道
（
１３７
）
」
が
注
目
さ
れ
る
。
若
狭
に
は
文
明
五
年
に
文
書
を
出

す
野
間
之
実
（
１３８
）
も
お
り
、
こ
れ
ら
は
武
田
氏
の
若
狭
入
部
に
よ
り
安
芸
か
ら
移
っ
た

者
の
一
人
と
考
え
ら
れ
る
。
安
芸
野
間
氏
は
、
文
安
二
年
に
尾
張
知
多
郡
野
間
か

ら
入
部
し
た
伝
承
（
１３９
）
が
あ
る
の
で
、
外
様
衆
野
間
氏
は
尾
張
野
間
氏
か
、
そ
れ
を
祖

と
す
る
安
芸
野
間
氏
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

６０

波
多
野

波
多
野
氏
は
鎌
倉
幕
府
以
来
の
評
定
衆
家
の
一
つ
で
あ
る
。
系
譜
関
係
の
概
略

は
湯
山
学
氏
の
著
書
に
あ
り
（
１４０
）
、
そ
れ
に
手
を
加
え
た
も
の
が
左
の
系
図
で
あ
る
。

朝
通
―
通
貞
―
通
郷
―
通
春
―
通
定
―
通
弘
―
通
直

通
秀

波
多
野
氏
は
越
前
や
和
泉
に
所
領
を
持
ち
、
評
定
衆
と
し
て
南
北
朝
期
か
ら
永

正
年
間
ま
で
在
京
活
動
し
て
い
る
。
た
だ
他
の
評
定
衆
と
異
な
り
、
特
に
役
職
を

持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
か
、「
守
光
公
記
」
永
正
十
二
年
閏
二
月

十
三
日
条
に
見
え
る
よ
う
に
、
越
前
に
在
国
す
る
よ
う
に
な
り
、
幕
府
滅
亡
後
も

そ
の
ま
ま
越
前
に
土
着
し
た
。

６１
・
６２
・
６３

畠
山
次
郎
・
駿
河
守
・
日
向
守

畠
山
一
族
は
御
供
衆
・
奉
公
衆
に
一
族
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
外
様
衆
の
次

郎
・
駿
河
守
・
日
向
守
に
つ
い
て
は
、
従
来
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
ず
畠
山
次
郎
だ
が
、
畠
山
氏
に
お
い
て
次
郎
は
、
基
本
的
に
管
領
家
の
仮
名

で
、
義
就
・
義
豊
・
義
英
・
義
就
養
子
政
国
、
政
長
・
尚
順
・
稙
長
な
ど
が
「
次

郎
」
と
し
て
見
え
る
が
、
む
ろ
ん
こ
れ
は
外
様
衆
で
は
な
い
。
畠
山
氏
で
他
に
次

郎
と
し
て
見
え
る
者
に
は
、「
花
営
三
代
記
」
に
見
え
る
畠
山
阿
波
次
郎
持
純
と

畠
山
伊
予
次
郎
持
重
（
共
に
貞
清
の
孫
）
が
い
る
（
１４１
）
。
持
純
の
官
途
は
右
馬
頭
・
阿

波
守
で
あ
り
（
１４２
）
、
持
重
は
中
務
大
輔
（
１４３
）
だ
が
、
畠
山
中
務
大
輔
は
奉
公
衆
三
番
の
家
柄

で
あ
る
。
残
る
持
純
に
つ
い
て
見
る
と
、
奉
公
衆
に
持
純
の
官
途
を
持
つ
者
は
い

な
い
こ
と
、
次
郎
家
は
「
長
享
」
以
降
外
様
衆
に
は
見
え
ず
、
一
方
「
明
応
」
で

御
供
衆
畠
山
右
馬
助
と
し
て
見
え
る
の
が
持
純
の
子
政
純
（
１４４
）
で
あ
ろ
う
こ
と
な
ど
か

ら
、
持
純
の
子
で
系
図
に
お
い
て
仮
名
が
不
明
な
成
純
（
１４５
）
が
こ
の
外
様
衆
畠
山
次
郎

で
、
弟
政
純
の
時
期
に
は
御
供
衆
に
昇
格
し
て
い
た
（
１４６
）
と
で
き
る
だ
ろ
う
。

駿
河
守
に
つ
い
て
は
、
明
応
の
変
の
時
に
誉
田
城
で
討
捕
ら
れ
た
畠
山
勢
の
一

人
と
し
て
見
え
る
（
１４７
）
。
ま
た
時
代
は
降
り
、
天
文
十
六
年
に
能
登
畠
山
義
総
の
弟
で

あ
る
畠
山
駿
河
守
が
見
え
る
（
１４８
）
。
こ
れ
は
出
奔
し
て
い
た
駿
河
守
が
能
登
押
野
へ
入

国
し
よ
う
と
し
て
紛
争
が
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、

駿
河
守
家
は
能
登
守
護
の
傍
流
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
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そ
し
て
日
向
守
に
つ
い
て
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
あ
る
い
は
南
北
朝
期
に
日
向

守
護
で
あ
っ
た
畠
山
直
顕
の
子
孫
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
（
そ
の
場
合
先
祖
が
守

護
で
あ
っ
た
こ
と
を
由
緒
と
し
て
日
向
守
を
名
乗
っ
た
こ
と
に
な
る
）
が
、
室
町

期
に
お
け
る
直
顕
の
子
孫
そ
の
も
の
の
消
息
が
不
明
で
あ
る
。

６４

細
川
奥
州
家

奥
州
家
は
業
氏
の
子
孫
で
、
業
氏
が
陸
奥
守
で
あ
っ
た
（
１４９
）
こ
と
か
ら
、
子
孫
も

代
々
陸
奥
守
に
任
官
し
、
そ
れ
に
よ
り
奥
州
家
と
呼
ば
れ
た
。『
尊
卑
分
脈
』
な

ど
か
ら
系
譜
関
係
を
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

和
氏
―
―
顕
氏

―
業
氏
―
満
経
―
持
経
―
教
経
？
―
成
経
―
尚
経
―
尹
隆
―
晴
経
―

―
輝
経‖

忠
興

右
で
教
経
か
と
し
て
い
る
部
分
だ
が
、『
康
富
記
』
宝
徳
三
年
九
月
八
日
条
に

「
細
川
奥
州
嫡
子
刑
部
大
輔
」
が
四
十
二
歳
で
死
去
し
て
嫡
孫
が
相
続
し
た
と
あ

る
。
少
な
く
と
も
文
安
六
年
の
足
利
義
政
の
元
服
時
点
で
持
経
は
中
務
大
輔
（
１５０
）
で
、

こ
の
時
持
経
は
理
髪
役
を
務
め
て
お
り
、
こ
の
直
前
に
細
川
勝
元
・
持
賢
・
成
賢

が
任
官
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
持
経
も
任
官
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う

す
る
と
、
も
し
先
の
「
刑
部
大
輔
」
が
持
経
を
指
す
と
す
る
と
、
四
十
近
く
ま
で

無
官
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
家
格
か
ら
言
っ
て
も
不
自
然
で
あ
る
。
そ
れ
故
に

文
安
六
年
に
持
経
は
陸
奥
守
と
な
っ
た
と
し
、
持
経
と
成
経
の
間
に
一
代
入
れ
る

の
が
妥
当
と
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
当
主
は
代
々
将
軍
の
一
字
偏
諱
を
得
て
い
る
の

で
、
教
経
と
い
う
名
の
持
経
子
が
い
た
の
で
は
な
い
か
と
し
た
。

奥
州
家
は
「
長
禄
」
な
ど
に
見
え
る
よ
う
に
准
国
持
扱
い
で
、
そ
の
点
で
他
の

外
様
衆
と
は
一
線
を
画
す
る
存
在
で
あ
り
、
そ
の
身
分
格
式
の
ま
ま
幕
府
最
末
期

ま
で
存
続
し
た
。
な
お
輝
経
は
後
に
細
川
藤
孝
の
子
忠
興
を
養
子
と
し
、
幕
府
滅

亡
後
は
藤
孝
の
許
に
身
を
寄
せ
た
（
１５１
）
。

６５

細
川
宍
草

南
北
朝
期
に
斯
波
氏
家
臣
と
し
て
守
護
代
を
つ
と
め
る
細
川
鹿
草
氏
（
１５２
）
が
い
る
が
、

そ
の
子
孫
か
あ
る
い
は
本
家
筋
に
当
た
る
一
流
で
あ
る
か
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

「
明
応
」
か
ら
刑
部
大
輔
を
官
途
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
れ
は
和
泉
上
守

護
家
も
任
官
し
て
い
た
官
途
で
あ
る
。
た
だ
明
応
頃
の
和
泉
上
守
護
家
は
刑
部
大

輔
で
は
な
い
の
で
別
人
で
あ
ろ
う
。

６６
・
６７

細
川
天
竺
・
弥
六

細
川
天
竺
氏
は
、
三
河
国
幡
豆
郡
天
竺
を
名
字
の
地
と
す
る
（
１５３
）
。
奉
公
衆
一
番
衆

に
も
同
名
が
お
り
、「
文
安
」
に
天
竺
駿
河
三
郎
、「
永
享
」
に
細
川
天
竺
三
郎
、

「
長
享
」
に
細
川
天
竺
源
命
丸
が
い
る
。『
大
徳
寺
文
書
』
に
見
え
る
源
頼
秋
（
１５４
）
は
、

文
書
の
袖
に
「
天
竺
殿
」
と
あ
り
、
別
文
書
に
「
ほ
そ
か
ハ
の
三
郎
頼
秋
」
と
あ

る
（
１５５
）
。『
尊
卑
分
脈
』
に
駿
河
守
頼
顕
が
い
る
が
、
頼
顕
子
満
秋
も
三
郎
と
あ
る
こ

と
、
前
述
の
駿
河
三
郎
の
存
在
か
ら
す
る
と
、
三
郎
頼
秋＝

頼
顕
と
な
り
、
頼
顕

子
孫
が
奉
公
衆
一
番
衆
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
『
尊
卑
分
脈
』
に
は
頼
顕
弟
に
上
野
介
義
俊
が
見
え
る
。
こ
の
子
孫
が
外

様
衆
細
川
上
野
介
・
天
竺
中
務
少
輔
と
思
わ
れ
る
。
上
野
介
は
、
史
料
上
で
は
文

明
十
年
か
ら
十
三
年
に
見
え
た
後
（
１５６
）
、『
後
法
興
院
記
』
明
応
三
年
六
月
七
日
条
ま

で
見
え
な
い
。
そ
し
て
そ
の
間
の
「
明
応
」
に
天
竺
中
務
少
輔
（
国
範
ヵ
）
が
見

え
る
の
だ
が
、
中
務
少
輔
は
上
野
介
と
の
関
係
が
見
ら
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
細

川
典
厩
家
の
家
臣
と
し
て
活
動
し
て
お
り
（
１５７
）
、『
蔭
凉
軒
日
録
』
文
明
十
八
年
二
月

十
八
日
・
廿
二
日
条
か
ら
す
る
と
、
細
川
持
賢
時
代
か
ら
の
典
厩
家
家
臣
天
竺
賢

秀
の
近
親
者
と
思
わ
れ
る
。
と
な
る
と
何
故
中
務
少
輔
が
外
様
衆
と
な
っ
て
い
る
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か
が
問
題
と
な
る
が
、
お
そ
ら
く
上
野
介
が
何
ら
か
の
理
由
で
出
仕
で
き
な
い
状

況
に
あ
っ
た
た
め
に
、
同
族
の
中
務
少
輔
が
代
わ
り
に
番
帳
に
名
を
連
ね
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。
そ
の
後
中
務
少
輔
は
、『
晴
富
宿
禰
記
』
明
応
四
年
九
月
十
四

日
条
に
よ
れ
ば
細
川
政
賢
の
勘
気
を
受
け
て
逐
電
し
て
い
る
。
な
お
典
厩
家
家
臣

と
し
て
の
天
竺
氏
は
、
幕
府
最
末
期
の
藤
賢
の
頃
ま
で
確
認
で
き
る
。
一
方
上
野

介
家
は
、
外
様
衆
と
し
て
は
見
え
な
い
が
、
永
禄
年
間
ま
で
活
動
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
「
明
応
」
に
の
み
見
え
る
細
川
弥
六
だ
が
、
こ
れ
以
前
に
細
川
一
族
で
弥

六
の
仮
名
を
持
つ
者
は
天
竺
義
俊
の
次
男
元
俊
以
外
見
当
た
ら
ず
、
以
後
だ
と
天

竺
弥
六
が
見
え
る
（
１５８
）
の
で
、
細
川
弥
六
と
は
天
竺
氏
で
あ
る
と
本
稿
は
捉
え
て
お
く
。

６８

細
川
観
音
寺

讃
岐
国
観
音
寺
を
名
字
の
地
と
す
る
細
川
一
族
か
。
た
だ
し
系
譜
関
係
な
ど
詳

細
は
不
明
で
あ
る
。「
明
応
」
の
細
川
土
佐
守
の
右
上
に
「
観
音
寺
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
す
る
と
、
土
佐
守
家
の
分
流
と
も
考
え
ら
れ
る
。

６９

細
川
駿
河
守

細
川
氏
で
駿
河
守
と
し
て
最
初
に
見
え
る
の
は
永
享
年
間
の
氏
家
で
あ
る
（
１５９
）
。
氏

家
は
『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
れ
ば
鎌
倉
期
に
分
か
れ
た
分
家
の
出
で
、
息
子
元
家
、

孫
政
清
と
の
世
代
交
代
は
特
定
で
き
な
い
が
、
文
明
・
長
享
年
間
に
駿
河
守
家
の

存
在
は
確
認
で
き
る
（
１６０
）
。「
明
応
」
の
頃
は
政
清
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
後
野
州
家
春
倶
の
次
男
政
光
が
政
清
の
養
子
に
入
っ
た
が
、
後
に
典
厩
家
に

入
嗣
し
た
た
め
（
改
名
し
て
尹
賢
）、
そ
の
弟
が
駿
河
守
家
を
継
い
だ
（
１６１
）
。
こ
れ
が

大
永
〜
享
禄
頃
に
活
動
し
て
い
る
細
川
駿
河
入
道
宗
寅
で
あ
る
。

駿
河
守
家
は
天
文
年
間
の
消
息
は
不
明
だ
が
、
御
供
衆
に
昇
格
し
て
い
た
よ
う

で
、
永
禄
十
一
年
に
足
利
義
栄
将
軍
宣
下
に
祗
候
せ
よ
と
触
れ
回
ら
れ
た
御
供
衆

の
一
人
に
「
細
川
駿
河
入
道
」
が
い
る
（
１６２
）
。

７０

細
川
伊
予
守

細
川
氏
に
お
い
て
伊
予
守
で
あ
っ
た
の
は
、
観
応
三
年
に
任
官
し
た
清
氏
（
１６３
）
、
清

氏
が
相
模
守
と
な
っ
た
後
に
伊
予
守
と
な
っ
た
繁
氏
（
１６４
）
が
い
る
が
、
そ
の
後
し
ば
ら

く
誰
も
任
官
し
て
い
な
い
。
次
に
見
え
る
の
は
、
享
徳
元
年
八
月
十
五
日
に
讃
岐

の
琴
弾
八
幡
宮
放
生
会
祭
式
配
役
記
を
記
し
た
伊
予
守
信
之
法
名
常
要
（
１６５
）
で
あ
る
。

『
系
図
纂
要
』
に
よ
る
と
、
繁
氏
―
祐
氏
―
信
氏
―
信
之
と
あ
り
、
こ
の
信
之
は

繁
氏
の
曾
孫
に
当
た
る
。
た
だ
「
文
安
」
の
時
点
で
伊
予
守
家
は
外
様
衆
で
は
な

く
、
ま
た
こ
の
一
族
の
京
都
で
の
活
動
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
こ
こ
で
寛
正
六
年

に
伊
予
分
郡
守
護
と
し
て
見
え
る
細
川
伊
予
守
賢
氏
に
注
目
（
１６６
）
し
た
い
。
こ
の
賢
氏

は
『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
れ
ば
細
川
上
野
氏
益
の
子
で
元
興
の
弟
で
あ
る
（
１６７
）
。
賢
氏
も

本
来
な
ら
ば
外
様
衆
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
伊
予
分
郡
守
護
と
な
っ
た

こ
と
で
、
国
持
外
様
に
準
じ
る
形
で
外
様
衆
に
列
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
実

際
に
外
様
衆
と
し
て
は
、「
長
享
」
と
「
明
応
」
に
の
み
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
そ
の
後
の
伊
予
守
家
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

７１

細
川
土
佐
守

土
佐
守
家
の
細
川
一
族
内
で
の
系
譜
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
史
料
上
に
も
番
帳

以
外
で
は
、
永
享
三
年
に
見
え
る
細
川
土
佐
入
道
常
仙
（
１６８
）
と
、
奉
加
帳
に
名
を
連
ね

る
土
佐
守
（
１６９
）
ぐ
ら
い
し
か
見
え
ず
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

７２

麻
崎

奉
公
衆
の
中
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
史
料
に
一
切
見
え
な
い
氏
族
で
不
詳
。
た

だ
「
文
安
」
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
家
格
の
高
い
家
の
庶
流
で
あ
る
可
能
性
が
あ
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り
、
あ
る
い
は
今
川
一
族
の
尾
崎
氏
か
。

７３

益
田

益
田
氏
が
は
っ
き
り
と
外
様
衆
と
し
て
見
え
る
の
は
、
足
利
義
稙
に
御
供
し
て

上
洛
し
た
宗
兼
以
降
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
が
問
題
と
な
る
。

「
益
田
家
文
書
」
の
中
に
は
、
寛
正
年
間
に
益
田
氏
が
正
月
に
参
賀
し
た
事
例
を

ま
と
め
た
注
文
（
１７０
）
が
あ
る
が
、
伊
勢
仁
木
と
共
に
一
重
を
下
さ
れ
て
い
る
事
例
は
あ

る
も
の
の
、
こ
の
史
料
か
ら
は
外
様
衆
と
し
て
出
仕
し
た
と
ま
で
言
え
な
い
。
む

し
ろ
外
様
・
大
外
様
で
は
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
義
稙
期
に
褒
賞
と
し
て
大
外
様

に
昇
格
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
益
田
家
文
書
」
の
外

様
関
係
の
史
料
が
こ
の
宗
兼
の
上
洛
中
に
集
中
し
て
い
る
の
も
、
新
し
く
編
入
さ

れ
た
こ
そ
、
伊
勢
氏
な
ど
か
ら
故
実
や
儀
礼
を
学
ん
だ
か
ら
と
す
れ
ば
自
然
で
あ

る
。
そ
し
て
参
賀
自
体
も
、
将
軍
直
臣
身
分
で
あ
れ
ば
御
家
人
・
国
人
も
可
能
で

あ
っ
た
の
で
、
益
田
氏
も
そ
う
し
た
立
場
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
大
外
様
に
列
し
た
益
田
宗
兼
は
、
大
内
義
興
と
共
に
在
京
し
て
い
た
が
、

義
興
の
帰
国
と
共
に
石
見
へ
戻
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
れ
以
後
は
在
国
し
、
そ
の
後

も
懸
隔
は
あ
り
な
が
ら
も
将
軍
家
と
の
関
わ
り
は
保
た
れ
て
お
り
、
宗
兼
の
子
藤

兼
は
足
利
義
藤
（
義
輝
）
か
ら
一
字
偏
諱
を
受
け
て
い
る
（
１７１
）
。
そ
し
て
藤
兼
の
子
元

祥
は
、
足
利
義
昭
か
ら
大
外
様
た
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
い
る
（
１７２
）
。

７４

町
野

町
野
氏
（
１７３
）
は
鎌
倉
時
代
以
来
の
評
定
衆
家
で
、
南
北
朝
期
に
関
東
に
下
向
し
て
以

来
鎌
倉
府
に
属
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ま
で
問
注
所
氏
と
し
て
京
都
に
い
た
太
田
氏

が
義
教
の
勘
気
を
受
け
た
た
め
、
鎌
倉
に
い
た
町
野
氏
が
京
都
に
呼
ば
れ
（
１７４
）
、
以
後

問
注
所
町
野
氏
と
し
て
在
京
し
た
。
そ
の
歴
代
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

町
野
入
道
―
淳
康
―
敏
康
―
元
康
―
康
定
（
父
子
関
係
は
実
子
か
は
不
明
）

天
文
年
間
に
活
動
し
て
い
た
康
定
ま
で
評
定
衆
・
外
様
衆
で
あ
り
続
け
た
が
、

康
定
が
史
料
上
か
ら
見
え
な
く
な
っ
た
以
降
の
町
野
氏
の
消
息
は
不
明
で
あ
る
。

７５

桃
井
右
馬
頭

桃
井
氏
は
奉
公
衆
二
番
衆
番
頭
で
あ
る
桃
井
治
部
少
輔
・
民
部
大
輔
家
が
あ
る

が
、
右
馬
頭
は
南
北
朝
期
の
右
馬
頭
直
和
（
１７５
）
以
外
に
は
、
番
帳
に
し
か
名
が
見
え
ず

不
詳
で
あ
る
。
松
山
充
宏
氏
は
、
こ
の
右
馬
頭
系
を
直
常
・
直
信
の
弟
直
弘
の
子

孫
で
あ
る
と
し
て
お
り
（
１７６
）
、「
両
山
歴
譜
（
１７７
）
」
は
日
隆
の
父
を
直
弘
孫
右
馬
頭
尚
儀
と

し
て
い
る
。
直
弘
は
『
尊
卑
分
脈
』
で
直
常
子
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
戦
死
し
た

直
和
の
跡
を
継
い
だ
と
す
れ
ば
、
代
々
右
馬
頭
で
あ
っ
た
と
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ

の
系
統
は
「
長
享
」
を
最
後
に
史
料
上
か
ら
見
え
な
く
な
る
が
、
義
稙
・
義
澄
期

の
争
い
の
中
で
、
桃
井
氏
は
義
稙
方
と
し
て
京
都
周
辺
で
戦
っ
て
お
り
、
そ
の
中

で
姿
を
消
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

７６

山
名
河
口

ま
ず
山
名
氏
の
系
譜
を
「
山
名
家
譜
略
纂
補
（
１７８
）
」・「
山
名
系
図
」（
続
群
書
類
従

所
収
）・『
尊
卑
分
脈
』
な
ど
か
ら
、
外
様
衆
に
関
係
の
あ
る
部
分
を
抜
き
出
し
て

作
成
す
る
と
、
次
の
系
図
２
の
よ
う
に
な
る
。

山
名
河
口
氏
（
１７９
）
は
、
山
名
氏
清
の
次
男
満
氏
（
一
時
期
安
芸
守
護
）
に
始
ま
る
家

で
、
伯
耆
東
伯
郡
（
湯
梨
浜
町
）
に
河
口
城
が
あ
り
、
こ
こ
を
名
字
の
地
と
し
た
。

「
山
名
家
譜
略
纂
補
」
で
は
満
氏
に
「
河
口
参
河
守
」
と
付
し
て
い
る
。
満
氏
が

実
際
に
三
河
守
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
史
料
は
無
い
が
、『
親
元
日
記
』
寛

正
六
年
九
月
六
日
条
に
義
政
若
君
誕
生
御
礼
を
し
た
こ
と
が
見
え
る
「
山
名
三
河

民
部
少
輔
」
は
、
三
河
守
を
父
に
持
つ
民
部
少
輔
な
の
で
、
満
氏
か
教
泰
が
三
河
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時
氏　
　

師
義　
　

義
幸　
　

師
幸　
　

持
幸（
摂
津
守
家
）　　

遠
江
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
幸　
　
　

豊
幸

　
　
　
　
　
　
　

氏
之（
伯
耆
守
護
家
）　　

凞
之　
　

教
之　
　

豊
之　
　

政
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尚
之

　
　
　
　
　
　
　

義
凞（
伊
豆
守
家
）　　

伊
豆
守　
　

豊
達　
　

刑
部
少
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
豆
守

　
　
　
　
　
　
　

満
幸

　
　
　

義
理　
　

義
清　
　

教
清（
石
見
守
護
家
）　　

政
清

　
　
　
　
　
　
　

掃
部
頭（
山
名
有
道
家
）　

掃
部
頭　

掃
部
頭

　
　
　

氏
冬　
　

氏
家（
因
幡
守
護
家
）　　

凞
高　
　

勝
豊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

凞
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
務
少
輔
凞
成（
政
理
ヵ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
名
磯
部
家
）　　

康
凞　
　

上
総
介　

豊
直

　
　
　

氏
清　
　

時
清（
山
名
宮
田
家
）

　
　
　
　
　
　
　

満
氏（
山
名
河
口
家
）　　

清
家　
　

豊
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
少
輔
教
泰　

三
河
守
豊
氏　

民
部
少
輔
材
氏

　
　
　
　
　
　
　

教
孝（
山
名
鹿
野
家
）　　

時
久　
　

政
久　
　

政
泰　
　

材
泰

　
　
　

時
義（
惣
領
家
）　　

時
凞

　
　
　

駿
河
守（
氏
重
？
義
治
？
山
名
草
山
家
）　　

凞
綱　
　

凞
久

　
　
　

高
義　
　

凞
高

守
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
経
覚
私
要
鈔
』
文
明
元
年
八
月
十

三
日
条
に
、
山
名
宗
全
の
但
馬
勢
の
一
角
と
し
て
丹
後
で
合
戦
し
て
勝
利
し
た

「
河
口
三
川
守
」
が
見
え
る
。
そ
の
後
の
消
息
は
不
明
だ
が
、
大
永
頃
に
山
名
河

口
久
氏
が
尼
子
氏
に
よ
り
河
口
城
か
ら
逐
わ
れ
た
と
い
う
（
１８０
）
。
た
だ
こ
の
頃
に
は
在

国
が
常
で
、
幕
府
へ
の
出
仕
は
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

７７

山
名
草
山

丹
波
多
紀
郡
草
山
が
名
字
の
地
か
。『
親
元
日
記
』
文
明
十
七
年
七
月
四
日
条

に
義
凞
に
瓜
を
進
上
し
て
い
る
山
名
草
山
駿
河
が
見
え
る
の
で
、
草
山
氏
は
駿
河

守
を
家
の
官
途
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
師
義
の
弟
駿
河
守
（
氏
重
か
義
治

か
）
の
子
孫
が
山
名
草
山
家
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
応
永
十
九
年

に
摂
津
広
田
位
倍
庄
を
西
山
地
蔵
院
と
争
っ
て
替
地
を
与
え
ら
れ
て
い
る
山
名
駿

河
入
道
了
順
（
１８１
）
も
草
山
家
の
人
と
な
り
、
世
代
的
に
は
系
図
に
凞
綱
と
あ
る
人
物
が

該
当
す
る
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
こ
の
時
与
え
ら
れ
た
替
地
が
丹
波
草
山
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
た
だ
前
述
の
文
明
十
七
年
以
降
の
草
山
氏
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

る
。

７８

山
名
宮
田

名
字
の
地
は
丹
波
多
紀
郡
宮
田
庄
と
推
測
さ
れ
、
こ
の
宮
田
庄
は
山
名
氏
清
が

城
館
を
設
け
て
拠
点
と
し
て
い
た
地
で
、
山
名
宮
田
氏
は
そ
の
氏
清
の
子
時
清
に

始
ま
る
家
で
あ
る
。
山
名
時
清
は
明
徳
の
乱
を
弟
満
氏
と
共
に
生
き
残
り
、
応
永

の
乱
の
時
に
は
丹
波
で
挙
兵
し
た
と
い
う
（
１８２
）
。
そ
の
後
幕
府
に
復
帰
し
た
ら
し
く
、

足
利
義
持
か
ら
丹
波
宮
田
庄
を
大
和
宇
陀
郡
替
と
し
て
与
え
ら
れ
（
１８３
）
、『
看
聞
日

記
』
応
永
二
十
八
年
四
月
卅
日
条
に
死
去
し
て
い
る
こ
と
が
見
え
る
。
そ
の
後
の

系
譜
は
不
明
だ
が
、『
康
富
記
』
享
徳
三
年
十
二
月
三
日
条
で
出
仕
し
て
い
る

系
図
２

山
名
氏
関
係
系
図

23



「
宮
田
」
は
、
寛
正
以
降
に
見
え
る
民
部
少
輔
教
実
で
あ
ろ
う
（
１８４
）
。
こ
の
教
実
は
応

仁
の
乱
で
山
名
一
族
の
一
人
と
し
て
参
戦
し
て
お
り
（
１８５
）
、『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』

応
仁
元
年
六
月
十
三
日
条
に
は
、
丹
波
で
父
子
共
に
細
川
方
に
討
取
ら
れ
た
こ
と

が
見
え
る
。
た
だ
家
が
断
絶
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
乱
中
に
備
後
へ
赴
い
た

宮
田
民
部
少
輔
が
お
り
（
１８６
）
、
こ
れ
は
後
に
備
後
で
活
動
す
る
教
言
で
あ
ろ
う
。
た
だ

教
実
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
教
言
は
文
明
七
年
頃
に
は
備
後
守
と
し
て
見
え

る
（
１８７
）
。
ま
た
「
東
寺
執
行
日
記
」
文
明
六
年
四
月
三
日
条
に
「
山
名
宮
田
」
が
、

『
晴
富
宿
禰
記
』
文
明
十
年
四
月
十
三
日
条
に
「
山
名
宮
田
民
部
少
輔
」
が
見
え
、

後
者
は
教
言
の
息
子
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
「
長
享
」
後
の
宮
田
氏
は
、

惣
領
家
に
属
し
た
と
い
う
（
１８８
）
。

な
お
直
接
の
系
譜
関
係
は
不
明
だ
が
、
庶
流
と
思
わ
れ
る
、
惣
領
家
の
播
磨
郡

奉
行
を
務
め
た
宮
田
親
清
・
兵
庫
具
重
が
い
る
（
１８９
）
。

７９

山
名
有
道

山
名
有
道
氏
は
丹
後
有
道
郷
を
名
字
の
地
と
し
て
い
る
。
義
理
の
子
掃
部
頭
に

始
ま
る
石
見
守
護
家
の
分
流
で
あ
る
が
、「
応
仁
記
」
に
石
見
守
護
山
名
政
清
の

伯
父
と
し
て
山
名
掃
部
頭
が
見
え
る
（
１９０
）
。
こ
の
政
清
の
父
は
石
見
守
護
教
清
で
、
掃

部
頭
は
そ
の
兄
弟
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
満
済
准
后
日
記
』
永
享
四
年
十
月
十

日
条
に
、
大
内
合
力
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
石
見
勢
「
山
名
掃
部
守
」
が
見
え
る

が
、
こ
れ
が
先
の
教
清
兄
弟
に
当
た
る
だ
ろ
う
。
ま
た
時
期
的
に
こ
の
掃
部
頭
は

『
親
元
日
記
』
寛
正
六
年
九
月
六
日
条
に
見
え
る
山
名
有
道
掃
部
頭
と
同
人
と
出

来
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
有
道
氏
は
石
見
守
護
家
の
庶
家
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
そ
の
た
め
か
、
政
清
の
守
護
代
と
し
て
の
活
動
も
見
え
る
（
１９１
）
。

そ
の
後
の
有
道
氏
は
、
文
明
十
三
・
十
五
年
に
有
道
掃
部
頭
豊
泰
が
見
え
る
（
１９２
）
。

豊
泰
は
世
代
的
に
先
の
掃
部
頭
の
子
か
孫
に
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
そ
の
後
の
動
向

は
不
明
で
あ
る
。
な
お
長
禄
年
間
頃
成
立
の
「
丹
後
国
諸
庄
園
郷
保
惣
田
数
帳
（
１９３
）
」

に
は
、
有
道
郷
に
「
山
名
有
道
殿
」
が
見
え
、
四
ヶ
村
で
卅
四
町
九
段
百
八
歩
を

所
有
し
て
い
る
。

８０

山
名
鹿
野

名
字
の
地
は
丹
後
熊
野
郷
鹿
野
か
、
因
幡
気
多
郡
鹿
野
か
、
ま
た
は
別
の
地
か

判
然
と
し
な
い
。
山
名
鹿
野
氏
は
氏
清
の
子
教
孝
に
始
ま
る
。
教
孝
は
系
図
に
鹿

野
遠
江
守
と
あ
り
、
応
永
二
十
五
年
に
安
芸
高
屋
保
半
分
内
三
分
一
を
鄂
隠
和
尚

雑
掌
へ
沙
汰
付
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
山
名
遠
江
守
（
１９４
）
は
、
こ
の
教
孝
に
比
定

さ
れ
る
。
教
孝
の
子
時
久
は
系
図
に
下
野
守
と
あ
る
の
で
、『
親
元
日
記
』
寛
正

六
年
九
月
六
日
条
に
見
え
る
、
在
国
の
地
か
ら
若
君
誕
生
御
礼
を
申
し
上
げ
た
山

名
下
野
守
が
こ
の
時
久
に
該
当
す
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
「
政
所
賦
名
引
付
」
文
明

八
年
八
月
三
日
条
に
、
宝
鏡
庵
か
ら
借
り
た
借
銭
三
百
七
十
五
貫
を
無
沙
汰
し
て

い
る
事
で
訴
え
ら
れ
た
「
山
名
右
京
亮
政
久
」
が
見
え
、
こ
れ
が
時
久
の
子
政
久

で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
在
京
し
て
い
た
か
は
不
明
だ
が
、
少
な
く
と
も
応
仁
の
乱
以

前
は
在
京
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
政
久
の
子
兵
部
大
輔
政
泰
、
政
泰
の
子
材

泰
は
史
料
上
に
見
え
ず
不
明
だ
が
、
そ
の
名
前
か
ら
将
軍
よ
り
一
次
偏
諱
を
受
け

て
い
た
と
推
測
さ
れ
、
少
な
く
と
も
十
五
世
紀
末
ま
で
は
幕
府
と
の
つ
な
が
り
を

保
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

８１

山
名
磯
部

但
馬
朝
来
郡
磯
部
庄
を
名
字
の
地
と
す
る
か
。
こ
の
山
名
磯
部
氏
は
十
五
世
紀

を
通
じ
て
全
く
史
料
上
に
姿
が
見
え
な
い
が
、
天
正
年
間
に
入
り
夜
久
野
城
主
で

あ
る
磯
部
兵
部
大
輔
豊
直
が
お
り
、
こ
の
豊
直
は
、『
山
東
町
誌
上
巻
』
に
よ
れ

ば
、
山
名
上
総
（
上
野
と
も
）
介
の
子
で
、
弟
に
豊
次
が
い
る
と
あ
る
。
山
名
氏
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で
上
総
介
は
時
氏
の
子
高
義
と
そ
の
子
凞
高
が
お
り
、
凞
高
の
孫
康
凞
も
上
総
介

と
系
図
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
子
孫
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
康
凞
も
、
山
名
氏

に
お
け
る
上
総
介
も
、
凞
高
以
降
は
一
次
史
料
に
は
見
え
な
い
。

８２

山
名
伊
豆
守

伊
豆
守
家
は
師
義
子
義
凞
か
ら
始
ま
る
。
義
凞
の
活
動
は
ほ
と
ん
ど
窺
い
知
れ

な
い
が
、
嘉
慶
二
年
六
月
十
二
日
に
伊
豆
守
に
任
官
し
て
い
る
こ
と
が
見
え
る
（
１９５
）
。

そ
の
後
『
親
元
日
記
』
寛
正
六
年
九
月
六
日
条
に
、
在
国
の
地
か
ら
若
君
誕
生
御

礼
と
し
て
太
刀
と
千
疋
を
進
上
し
て
い
る
山
名
伊
豆
守
が
見
え
る
。「
応
仁
記
」

に
見
え
る
山
名
伊
豆
守
（
１９６
）
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。
世
代
的
に
は
義
凞
の
孫
に
当
た

る
。
そ
し
て
『
蔭
凉
軒
日
録
』
明
応
二
年
七
月
廿
二
日
条
に
伯
耆
で
村
上
氏
等
と

の
合
戦
で
討
死
し
た
と
あ
る
「
伊
豆
守
殿
」
は
そ
の
子
か
孫
と
思
わ
れ
る
。

８３

山
名
摂
津
守

系
譜
上
で
は
義
幸
の
孫
持
幸
が
摂
津
守
と
あ
る
の
で
、
そ
の
子
孫
が
摂
津
守
家

（
戦
国
期
に
は
本
拠
地
伯
耆
日
野
郡
か
ら
日
野
山
名
氏
と
呼
ば
れ
る
）
と
な
っ
た

の
だ
ろ
う
。
持
幸
と
い
う
名
を
持
つ
者
に
つ
い
て
は
史
料
上
か
ら
は
窺
え
な
い
が
、

永
享
か
ら
寛
正
の
間
と
思
わ
れ
る
西
国
寺
再
興
寄
附
帳
に
摂
津
守
正
旦
が
見
え
（
１９７
）
、

そ
し
て
「
応
仁
記
」
に
は
山
名
摂
津
守
入
道
永
椿
と
五
郎
宗
幸
が
見
え
る
（
１９８
）
の
で
、

宗
幸
は
持
幸
の
子
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
旦
・
永
椿
は
持
幸
に
比
定
さ
れ
る
。

そ
の
後
の
動
向
は
不
明
だ
が
、
天
文
六
年
に
祖
父
以
来
当
知
行
し
て
い
る
京
都

の
六
角
油
小
路
半
町
を
山
名
摂
津
守
が
安
堵
さ
れ
て
い
る
（
１９９
）
。
こ
れ
は
大
永
年
間
の

尼
子
氏
の
伯
耆
侵
攻
に
よ
っ
て
国
外
に
退
去
し
た
の
で
（
２００
）
、
上
洛
す
る
こ
と
が
あ
っ

た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
大
館
常
興
日
記
』
天
文
十
一
年
四
月
十
三
日
条
に
は
、

因
幡
三
上
氏
を
継
い
だ
息
子
が
幕
府
に
出
仕
し
て
い
る
こ
と
が
見
え
る
。
そ
の
後

山
名
摂
津
守
（
藤
幸
ヵ
）
は
、
永
禄
五
年
に
毛
利
氏
の
後
援
を
得
て
日
野
本
城
を

奪
取
し
て
い
る
が
、
毛
利
氏
を
離
反
し
て
尼
子
氏
方
と
し
て
転
戦
し
て
い
る
（
２０１
）
。

８４

吉
見

奉
公
衆
一
番
に
吉
見
伊
予
守
、
二
番
に
石
見
吉
見
氏
が
い
た
が
、
外
様
衆
と

な
っ
た
吉
見
右
馬
頭
家
は
、
能
登
守
護
も
務
め
た
吉
見
氏
頼
が
右
馬
頭
で
あ
っ
た
（
２０２
）

こ
と
か
ら
、
能
登
吉
見
氏
系
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
『
系
図
纂
要
』・「
諸
家
系
図

纂
」
や
後
述
の
事
例
な
ど
か
ら
系
譜
を
復
元
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

頼
隆
―
―
氏
頼

―
義
頼
―
義
範
―
満
隆
―
家
貞
―
家
仲
―
義
隆
―
仲
益

義
頼
か
ら
満
隆
ま
で
は
史
料
上
確
認
で
き
な
い
が
、
応
永
十
九
年
七
月
二
日
に

は
右
馬
頭
家
貞
が
能
登
正
院
郷
内
所
々
を
安
堵
さ
れ
て
い
る
（
２０３
）
。「
花
営
三
代
記
」

永
和
五
年
二
月
十
一
日
条
で
氏
頼
が
存
命
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
家
貞
ま
で

は
一
代
ほ
ど
多
く
入
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
後
長
禄
三
年
に
松
平
遠
江

入
道
に
土
地
を
売
っ
た
右
馬
頭
家
仲
が
見
え
（
２０４
）
、
そ
し
て
吉
見
義
隆
が
「
長
享
」・

「
明
応
」
に
外
様
衆
と
し
て
見
え
る
。
こ
の
義
隆
は
義
稙
の
越
中
下
向
に
付
き

従
っ
た
一
人
で
（
２０５
）
、「
永
正
」
に
は
外
様
衆
と
し
て
名
が
見
え
な
い
が
、『
言
継
卿

記
』
天
文
十
四
年
正
月
十
五
日
条
に
吉
見
仲
益
が
御
供
衆
と
し
て
祗
候
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
義
稙
に
付
き
従
っ
て
い
た
褒
賞
と
し
て
、「
永
正
」
の
頃
に
は
御
供

衆
へ
昇
格
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

二

外
様
衆
の
形
成
と
役
割
に
つ
い
て

前
章
で
は
番
帳
や
故
実
書
に
名
前
の
挙
が
っ
て
い
る
家
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
見

て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
家
を
グ
ル
ー
プ
分
け
す
る
と
以
下
の
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
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分
類
さ
れ
る
。

ま
ず
相
伴
衆
・
御
供
衆
で
は
な
い
国
持
守
護
で
、
半
国
守
護
家
も
こ
こ
に
入
る
。

ま
た
分
郡
守
護
な
ど
も
外
様
扱
い
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
種
別
１
）。

次
に
評
定
衆
家
の
摂
津
・
二
階
堂
・
波
多
野
・
町
野
で
あ
る
（
種
別
２
）。

次
に
有
力
守
護
の
一
族
で
、
細
川
氏
で
言
え
ば
奥
州
家
・
天
竺
家
な
ど
で
あ
る

（
種
別
３
）。
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

細
川
（
奥
州
・
宍
草
・
天
竺
・
伊
予
守
家
・
駿
河
守
家
・
土
佐
守
家
）

土
岐
（
明
智
・
池
尻
・
佐
良
木
・
曽
我
屋
・
鷲
巣
）

佐
々
木
（
西
佐
々
木
七
頭
・
鞍
智
・
黒
田
・
加
賀
守
家
な
ど
）

仁
木
（
丹
波
・
伊
勢
・
美
濃
な
ど
）

赤
松
（
上
月
・
葉
山
な
ど
）

一
色
（
北
野
・
兵
部
家
・
宮
内
家
・
右
馬
頭
家
）

山
名
（
有
道
・
宮
田
・
草
山
・
磯
部
な
ど
）

ま
た
守
護
と
は
若
干
毛
色
が
違
う
が
、
伊
勢
国
司
北
畠
一
族
の
小
原
、
飛
騨
国

司
姉
小
路
一
族
の
向
な
ど
も
こ
こ
に
該
当
す
る
。

最
後
に
右
の
三
つ
に
該
当
し
な
い
家
だ
が
、
吉
見
・
江
見
・
桃
井
・
四
条
上

杉
・
千
秋
・
野
間
・
新
田
大
島
な
ど
が
い
る
。
こ
れ
ら
の
家
を
見
る
と
、
南
北
朝

期
に
守
護
で
あ
っ
た
元
守
護
家
が
多
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。
新
田
大
島
は
三
河
、

吉
見
は
能
登
、
四
条
上
杉
は
信
濃
・
但
馬
、
荒
川
は
石
見
、
桃
井
は
越
中
・
能
登
、

ま
た
外
様
衆
か
ら
番
方
に
編
入
さ
れ
た
中
条
も
尾
張
・
伊
賀
の
守
護
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
こ
れ
ら
は
守
護
を
経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
家
で
あ
る
（
種
別
４
）。

し
か
し
守
護
を
歴
任
し
た
こ
と
の
無
い
者
も
い
る
。
江
見
や
千
秋
、
長
野
等
で
、

こ
れ
ら
は
そ
の
国
で
の
有
力
国
人
で
あ
り
、
ま
た
大
神
社
の
神
主
・
宮
司
で
あ
る

（
種
別
５
）。
彼
等
が
外
様
衆
と
し
て
取
り
立
て
ら
れ
た
の
は
、
複
数
国
守
護
管
轄

国
で
あ
っ
た
り
、
分
郡
守
護
な
ど
守
護
勢
力
の
弱
い
地
域
の
有
力
な
勢
力
で
あ
る

こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
外
様
衆
と
言
っ
て
も
、
そ
の
中
に
は
外
様
と
大
外
様
、
小
外
様
と
の
別
が

あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
大

外
様
・
小
外
様
と
い
う
言
葉
自
体
、
幕
府
の
年
中
行
事
書
や
故
実
書
に
も
さ
ほ
ど

出
て
こ
ず
、
小
外
様
に
至
っ
て
は
、「
殿
中
年
中
行
事
記
録
」
ぐ
ら
い
に
し
か
見

え
な
い
。
大
外
様
を
記
し
た
史
料
も
、
故
実
書
を
除
く
と
、
は
じ
め
に
で
挙
げ
た

足
利
義
昭
御
内
書
に
見
え
る
「
大
外
様
と
す
る
」
文
書
と
、『
益
田
家
文
書
』
ぐ

ら
い
で
あ
る
。

さ
て
、
故
実
書
の
中
で
の
大
外
様
の
扱
い
を
見
る
と
、「
長
禄
」
で
は
、
将
軍

と
の
御
対
面
に
お
い
て
惣
番
衆
・
上
様
御
被
官
・
奉
行
衆
な
ど
と
同
等
で
あ
る
こ

と
が
見
え
る
。「
長
禄
年
中
御
対
面
日
記
（
２０６
）
」
で
は
、
正
月
四
日
の
御
対
面
次
第
で
、

外
様
は
大
名
・
番
頭
等
と
共
に
二
番
に
、
大
外
様
は
惣
番
衆
・
奉
行
衆
等
と
共
に

三
番
に
列
せ
ら
れ
て
い
て
、
大
外
様
よ
り
も
外
様
が
上
位
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
「
殿
中
年
中
行
事
記
録
」
に
は
、「
大
外
様
出
仕
之
事
」
と
し
て
、
正
月

中
六
ヶ
度
面
々
出
仕
に
同
じ
と
あ
る
が
、
他
の
故
実
書
と
比
較
す
る
と
、
こ
れ
に

該
当
す
る
の
は
細
川
奥
州
・
京
極
加
賀
家
の
み
で
あ
り
、
細
川
奥
州
家
が
大
外
様

と
し
て
見
え
る
の
は
永
正
以
降
な
の
で
、
こ
の
史
料
が
永
正
期
の
大
外
様
で
あ
る

益
田
氏
に
渡
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
部
分
は
義
政
期
頃
の
大
外
様

の
実
態
を
反
映
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
「
大
和
九
」
で
大
外
様
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
諸
氏
を
見
る
と
、
伊
勢

の
関
・
長
野
な
ど
通
常
在
国
し
て
い
る
者
が
名
を
連
ね
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
同

じ
「
大
和
九
」
に
「
大
略
定
在
国
」
と
あ
る
こ
と
も
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
元
々
の
外
様
と
大
外
様
は
、
在
国
も
認
め
ら
れ
て
は
い
る
が
、
通

常
在
京
す
る
の
が
外
様
衆
、
在
国
が
通
常
な
の
が
大
外
様
で
、
前
者
が
よ
り
格
上

と
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
大
外
様
の
家
格
を
与
え
ら
れ
た
の
は
、
前
述
の
各
国
に
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お
い
て
有
力
な
勢
力
を
持
つ
国
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
『
益
田
家
文

書
』
所
収
文
書
な
ど
か
ら
す
る
と
、
永
正
の
頃
に
は
、
在
京
・
在
国
の
有
無
は
関

係
な
く
、
外
様
衆
の
中
で
大
外
様
と
小
外
様
と
に
分
け
ら
れ
て
再
編
成
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
十
六
世
紀
に
な
っ
て
大
外
様
が
多
く
見
え
る
の
も
そ
の
裏
付
け
と
な

ろ
う
。

で
は
こ
の
外
様
・
大
外
様
は
い
つ
頃
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
奉

公
衆
・
御
供
衆
・
相
伴
衆
に
も
通
じ
る
が
、
具
体
的
に
い
つ
形
成
さ
れ
た
か
を
明

確
に
指
し
示
す
史
料
は
な
い
。
奉
公
衆
に
関
し
て
は
、
義
満
期
に
成
立
し
、
遅
く

と
も
明
徳
年
間
で
、
お
そ
ら
く
は
永
徳
年
間
頃
か
と
の
指
摘
が
あ
る
（
２０７
）
。
相
伴
衆
は

二
木
謙
一
氏
が
、
下
地
は
義
持
期
に
確
立
し
た
が
、「
御
相
伴
衆
」
と
し
て
確
定

し
た
の
は
義
教
の
永
享
期
で
あ
っ
た
と
し
て
お
り
（
２０８
）
、
御
供
衆
に
つ
い
て
は
同
じ
く

二
木
氏
が
、
義
政
の
寛
正
期
以
降
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
２０９
）
。
外
様
衆
の
み
他
の
階
層

よ
り
早
く
確
立
し
た
と
も
考
え
に
く
い
の
で
、
少
な
く
と
も
奉
公
衆
の
成
立
以
降

で
あ
り
、「
文
安
」
に
外
様
衆
が
見
え
る
こ
と
や
、
長
禄
頃
の
国
持
外
様
が
相
伴

衆
で
な
い
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
相
伴
衆
と
同
じ
頃
の
成
立
で
、
義
持
期

に
素
地
が
で
き
、
永
享
年
間
に
は
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
点
で
「
殿
中
年
中
行
事
記
録
」
の
、
義
教
時
代
に
名
越
治
部
大
輔
と
小
早
川
加

賀
守
が
外
様
身
分
に
戻
っ
て
出
仕
し
た
い
と
訴
え
た
と
い
う
記
述
は
示
唆
的
で
あ

る
。
た
だ
し
こ
の
名
越
及
び
小
早
川
加
賀
守
に
該
当
す
る
人
物
は
、
永
享
年
間
は

お
ろ
か
室
町
戦
国
期
を
通
じ
て
見
当
た
ら
ず
、
名
前
に
誤
認
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
な
お
文
書
・
古
記
録
な
ど
に
「
外
様
衆
」
の
語
が
見
え
る
の
は
、
今
の
と
こ

ろ
『
山
科
家
礼
記
』
応
仁
二
年
四
月
二
日
条
の
「
外
様
衆
土
肥
刑
部
少
輔
」
が
初

見
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
も
う
一
つ
外
様
衆
の
編
成
に
関
し
て
触
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
明
応

の
変
以
前
段
階
の
外
様
衆
と
義
材
再
上
洛
後
の
外
様
衆
の
編
成
に
違
い
は
あ
っ
た

の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
奉
公
衆
に
関
し
て
は
、
構
成
員
が
大
幅
に
減
っ
た
た

め
に
、
番
の
構
成
員
を
極
力
変
え
ず
に
縮
小
再
編
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

外
様
衆
で
は
前
述
の
よ
う
な
大
外
様
の
あ
り
方
の
変
化
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
構

成
員
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
特
に
変
化
が
見
ら
れ
ず
、
御
供
衆
に
昇
格
し
て
い
る

家
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
ま
た
外
様
衆
へ
新
た
に
加
入
す
る
場

合
も
あ
り
、
上
洛
し
た
武
田
信
虎
（
２１０
）
や
因
幡
の
三
上
三
郎
（
２１１
）
が
外
様
衆
と
し
て
見
え
る
。

た
だ
し
在
地
勢
力
の
衰
退
で
在
京
も
ま
ま
な
ら
ず
、
本
国
で
も
名
が
消
え
て
い
く

氏
族
も
あ
り
、
や
は
り
全
体
数
と
し
て
は
減
少
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

外
様
衆
は
こ
う
し
た
異
な
る
性
格
を
持
つ
家
々
を
編
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

奉
公
衆
と
の
違
い
は
、
番
編
成
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
番
頭
あ
る
い

は
番
に
よ
る
行
動
の
限
定
が
な
い
一
方
で
、
外
様
衆
と
し
て
の
一
体
に
な
る
よ
う

な
ま
と
ま
り
は
な
か
っ
た
。
ま
た
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
奉
公
衆

か
ら
外
様
衆
に
、
あ
る
い
は
外
様
衆
か
ら
御
供
衆
へ
昇
格
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、

そ
の
逆
に
外
様
衆
か
ら
奉
公
衆
と
な
る
場
合
も
あ
っ
た
。

次
に
、
外
様
衆
は
通
常
幕
府
内
に
お
い
て
何
を
し
て
い
た
か
、
何
の
役
割
を
与

え
ら
れ
、
担
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

「
長
禄
」
を
始
め
と
し
た
年
中
行
事
書
な
ど
を
見
る
と
、
正
月
に
は
朔
日
・
四

日
に
出
仕
し
、
細
川
奥
州
・
京
極
加
州
家
と
い
っ
た
国
持
に
准
じ
る
者
は
五
ヶ
日

の
出
仕
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
毎
月
一
日
・
節
句
・
十
二
月
末
日
に
も
公
家
・
大

名
と
共
に
出
仕
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
佐
々
木
一
族
や
土
岐
一
族
の
よ
う
に
、
将
軍
行
粧
に

お
い
て
帯
刀
と
し
て
供
奉
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
外
様
衆
全
員

に
該
当
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
し
て
禁
裏
警
固
・
御
門
役
（
２１２
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
『
言
国
卿
記
』
明
応
二

年
四
月
廿
三
日
条
を
見
る
と
、
外
様
衆
で
あ
る
細
川
駿
河
次
郎
が
禁
裏
に
参
上
し
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て
警
固
に
外
様
衆
が
参
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
『
康
富
記
』
嘉
吉
三
年
九
月
廿

六
日
条
に
は
、
禁
闕
の
変
に
際
し
て
佐
々
木
黒
田
と
波
多
野
が
仮
皇
居
と
な
っ
た

伏
見
殿
の
西
門
・
北
門
を
警
固
し
て
い
る
の
が
見
え
る
。
な
お
こ
の
時
四
足
門
の

警
固
を
担
当
し
た
の
が
管
領
畠
山
持
国
で
あ
り
、
東
門
警
固
を
担
当
し
た
の
は
駿

河
守
護
今
川
範
忠
で
あ
る
。
つ
ま
り
門
警
固
は
国
持
守
護
か
外
様
衆
が
務
め
て
い

る
の
で
あ
る
。
門
役
警
固
も
、
例
え
ば
将
軍
御
所
な
ど
は
月
毎
に
担
当
が
決
め
ら

れ
て
警
固
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
禁
裏
門
役
も
外
様
衆
に
輪
番
で
割
り
当

て
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
幾
つ
か
の
家
は
、
御
台
様
付
き
と
し
て
、
奉
公
・
奉
行
衆
と
共
に
将
軍
御

台
所
に
近
侍
・
供
奉
し
て
い
る
。

最
後
に
何
故
「
外
様
」
衆
な
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

「
外
様
」
と
は
、
そ
と
の
方
と
い
う
意
味
だ
が
、
日
本
史
用
語
と
し
て
は
、
譜

代
の
主
従
関
係
を
持
た
な
い
家
臣
、
よ
そ
者
の
意
味
で
あ
り
、
ま
た
鎌
倉
時
代
で

は
御
内
人
に
対
し
、
将
軍
と
主
従
関
係
を
持
つ
一
般
御
家
人
が
外
様
と
称
さ
れ
て

い
た
。
室
町
幕
府
の
外
様
衆
の
内
、
種
別
２
・
４
・
５
に
含
ま
れ
る
家
の
ほ
と
ん

ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
が
、
グ
ル
ー
プ
３
は
足
利
一
門
や
同
じ
源
氏
一
流
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
り
、
右
の
意
で
は
や
や
そ
ぐ
わ
な
い
。

さ
ら
に
、
相
伴
衆
は
将
軍
・
室
町
殿
に
相
伴
す
る
こ
と
か
ら
、
御
供
衆
は
将
軍

の
御
供
を
す
る
こ
と
か
ら
呼
称
が
来
て
お
り
、
評
定
に
恒
常
的
に
参
加
す
る
評
定

衆
、
年
中
行
事
の
中
で
節
句
・
朔
日
に
出
仕
す
る
節
朔
衆
、
将
軍
の
行
列
に
徒
歩

で
従
う
走
衆
と
い
う
よ
う
に
、
幕
府
の
身
分
を
示
す
諸
階
層
は
、
基
本
的
に
そ
の

行
動
が
文
字
通
り
に
階
層
の
名
を
示
し
て
い
る
。
先
ほ
ど
の
外
様
の
語
句
の
意
味

か
ら
す
る
と
、
外
様
衆
の
み
他
の
階
層
と
は
異
な
る
由
来
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
公
家
に
よ
る
禁
裏
小
番
が
内
々
と
外
様
と
に
分
け

ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
禁
裏
小
番
は
元
々
嘉
吉
頃
ま
で
は
「
禁
裏
小
番
」
の

み
で
あ
っ
た
が
、
文
明
以
降
内
々
と
外
様
に
編
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ

「
内
々
番
衆
所
」
と
「
外
様
」
に
祗
候
し
て
い
た
（
２１３
）
。
内
と
外
と
に
祗
候
場
所
が
分

け
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
名
称
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、

そ
れ
が
幕
府
の
「
外
様
衆
」
に
も
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
大
番

役
と
呼
ば
れ
る
武
家
の
内
裏
門
番
役
に
対
し
、
天
皇
近
辺
及
び
内
侍
所
の
警
固
を

す
る
公
家
の
番
は
禁
裏
「
小
番
」
と
呼
ば
れ
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
が
外
と
内
と
に

も
分
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
武
家
の
番
を
外
様
と
呼
び
、
そ
れ
を
務
め
る
家
柄
が

外
様
衆
と
呼
び
習
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
、
し
か
る
後
に
文
明
以
降
禁
裏
小
番
の
中

で
、
さ
ら
に
公
家
の
中
で
内
々
と
外
様
と
に
再
編
成
さ
れ
た
と
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。
ま
と
め
る
と
、
元
々
外
様
と
称
さ
れ
る
階
層
が
あ
り
、
そ
れ
に
帯
刀
を
務

め
る
家
や
、
奉
公
方
の
中
で
も
勢
力
の
あ
る
家
、
家
格
の
高
い
家
を
加
え
た
集
団

が
内
裏
門
役
を
務
め
る
こ
と
で
、「
外
様
」
衆
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
で

き
る
だ
ろ
う
。
む
ろ
ん
こ
れ
は
一
試
論
に
す
ぎ
ず
、
な
お
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ

る
。

お
わ
り
に

室
町
幕
府
の
外
様
衆
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
構
成
す
る
各
家
と
そ
の
性
格
、
幕
府

に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
な
ど
を
論
じ
て
み
た
。
外
様
衆
の
構
成
員
は
大
ま
か
に

国
持
守
護
、
評
定
衆
家
、（
源
氏
の
）
有
力
守
護
一
族
、
か
つ
て
の
守
護
家
、
有

力
国
人
の
五
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
幕
府
内
で
は
、
定
例
の
出
仕
の
他
に

は
、
将
軍
行
粧
へ
の
帯
刀
と
し
て
の
供
奉
、
禁
裏
警
固
な
ど
を
担
っ
て
い
た
。

外
様
衆
を
含
め
、
室
町
幕
府
の
構
成
員
は
、
応
仁
の
乱
、
明
応
の
政
変
、
義
稙

の
上
洛
と
義
澄
の
没
落
と
い
っ
た
大
き
な
政
治
的
動
乱
や
、
自
ら
の
経
済
基
盤
と

な
る
在
地
の
動
向
な
ど
に
よ
っ
て
徐
々
に
数
を
減
ら
し
、
ま
た
編
成
そ
の
も
の
も
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変
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
実
際
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
数
多
い
る
将
軍
直
臣
の
中
で
、
な
ぜ
そ
の
一
族
が
外
様

衆
と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
も
、
ま
だ
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
は
な
ぜ
奉
公

衆
に
選
ば
れ
た
か
と
い
う
問
題
に
も
通
じ
る
し
、
幕
府
の
諸
役
職
に
つ
い
て
も
同

前
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
室
町
幕
府
の
構
成
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
重
要
か
つ
検

討
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

註（
１
）

二
木
謙
一
「
室
町
幕
府
御
相
伴
衆
」、「
室
町
幕
府
御
供
衆
」（
と
も
に
同

『
中
世
武
家
儀
礼
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
）。

（
２
）

福
田
豊
彦
『
室
町
幕
府
と
国
人
一
揆
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）。

（
３
）

室
町
幕
府
奉
公
衆
各
家
に
つ
い
て
の
研
究
は
多
く
出
さ
れ
て
い
る
。
以
下

で
は
本
文
中
で
用
い
な
い
主
な
論
文
に
つ
い
て
列
挙
す
る
。
足
助
氏
〜
鈴
木

勝
也
「
中
世
足
助
氏
に
関
す
る
一
考
察
」（『
皇
学
館
史
学
』
一
二
号
、
一
九

九
七
年
）、
麻
生
氏
〜
川
添
昭
二
「
室
町
幕
府
奉
公
衆
筑
前
麻
生
氏
に
つ
い

て
」（
同
『
九
州
中
世
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
）、
伊
奈
氏

〜
和
氣
俊
行
「
伊
勢
宗
瑞
家
臣
伊
奈
弾
正
忠
盛
泰
の
出
自
に
関
す
る
一
考

察
」（『
法
政
史
論
』
二
七
号
、
二
〇
〇
〇
年
）、
大
内
氏
〜
須
田
牧
子
「
加

賀
の
大
内
氏
に
つ
い
て
」（『
山
口
県
地
方
史
研
究
』
九
九
号
、
二
〇
〇
八

年
）、
大
館
氏
〜
設
楽
薫
「
足
利
義
教
の
嗣
立
と
大
館
氏
の
動
向
」（『
法
政

史
学
』
三
一
号
、
一
九
七
九
年
）、
同
「
大
館
常
興
略
伝
」（
桑
山
浩
然
研
究

代
表
科
研
報
告
書
『
室
町
幕
府
関
係
引
付
史
料
の
研
究
』
一
九
八
九
年
）
な

ど
、
小
笠
原
氏
〜
二
木
謙
一
「
室
町
幕
府
弓
馬
故
実
家
小
笠
原
氏
の
成
立
」

（
同
『
中
世
武
家
儀
礼
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
）、
武
田
信
也

「
武
家
故
実
の
地
方
展
開
に
関
す
る
一
考
察
（
１
）（
２
）」（『
大
分
県
地
方

史
』
一
七
八
・
一
八
二
号
、
二
〇
〇
〇
・
二
〇
〇
一
年
）、
水
野
哲
雄
「
室

町
幕
府
武
家
故
実
家
京
都
小
笠
原
氏
の
展
開
」（『
九
州
史
学
』
一
四
二
号
、

二
〇
〇
五
年
）
な
ど
、
葛
山
氏
〜
杉
山
一
弥
「
室
町
幕
府
奉
公
衆
葛
山
氏
」

（『
国
史
学
』
一
七
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
）、
佐
竹
氏
〜
多
田
誠
「
室
町
幕
府

奉
公
衆
美
濃
佐
竹
氏
に
つ
い
て
」（『
皇
学
館
論
叢
』
一
七
三
号
、
一
九
九
六

年
）、
曽
我
氏
〜
鈴
木
一
行
「
沼
津
郷
と
領
主
曽
我
氏
に
つ
い
て
」（『
沼
津

市
史
研
究
』
一
五
号
、
二
〇
〇
六
年
）、
田
原
氏
〜
荒
川
良
治
「
室
町
幕
府

小
番
衆
豊
後
田
原
氏
の
成
立
―
そ
の
歴
史
過
程
に
関
す
る
政
治
的
考
察
―
」

（『
鷹
陵
史
学
』
一
八
号
、
一
九
九
二
年
）、
遠
山
氏
〜
三
宅
唯
美
「
室
町
幕

府
奉
公
衆
遠
山
氏
に
つ
い
て
」（『
年
報
中
世
史
研
究
』
一
七
号
、
一
九
九
二

年
）、
垪
和
氏
〜
榎
原
雅
治
「
美
作
国
垪
和
庄
と
垪
和
氏
」（『
吉
備
地
方
文

化
研
究
』
一
六
号
、
二
〇
〇
六
年
）、
本
郷
氏
〜
大
原
陵
路
「
若
狭
本
郷
氏

に
つ
い
て
」（『
福
井
県
史
研
究
』
創
刊
号
、
一
九
八
四
年
）・
市
川
裕
士

「
若
狭
本
郷
氏
の
動
向
と
室
町
幕
府
・
守
護
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
五
二
―

一
号
、
二
〇
〇
七
年
）、
松
田
氏
〜
榎
原
雅
治
「
備
前
松
田
氏
に
関
す
る
二

つ
の
考
察
」（『
岡
山
県
史
研
究
』
一
〇
号
、
一
九
八
八
年
）、
水
主
氏
〜
澤

井
英
樹
「
山
城
國
水
主
城
と
国
人
水
主
氏
に
つ
い
て
」（『
歴
史
研
究
（
大
阪

教
育
大
学
）』
三
六
号
、
一
九
九
九
年
）、
三
淵
氏
〜
金
子
拓
「
室
町
幕
府
最

末
期
の
奉
公
衆
三
淵
藤
英
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
一
二
号
、

二
〇
〇
二
年
）、
山
下
氏
〜
森
幸
夫
「
室
町
幕
府
奉
公
衆
山
下
氏
」（『
国
史

学
』
一
四
四
号
、
一
九
九
一
年
）、
大
和
氏
〜
阪
田
雄
一
「
室
町
幕
府
奉
公

衆
大
和
氏
の
動
向
」（『
史
翰
』
一
四
号
、
一
九
七
七
年
）、
伊
藤
正
義
「
大

和
宗
恕
小
伝
」（『
論
集
日
本
文
学
・
日
本
語

３
中
世
』
角
川
書
店
、
一
九

七
八
年
）、
古
川
元
也
「
故
実
家
大
和
宗
恕
管
見
」（『
年
報
三
田
中
世
史
研

究
』
三
号
、
一
九
九
六
年
）、
山
本
氏
〜
弓
倉
弘
年
「
奉
公
衆
山
本
氏
に
関
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す
る
一
考
察
」（『
和
歌
山
地
方
史
研
究
』
四
三
号
、
二
〇
〇
二
年
）、
湯
河

氏
〜
弓
倉
弘
年
「
戦
国
期
紀
州
湯
河
氏
の
動
向
」（『
南
紀
徳
川
史
研
究
』
六

号
、
一
九
九
七
年
）、
同
「
戦
国
期
紀
州
湯
河
氏
の
立
場
」（『
田
辺
市
史
研

究
』
一
四
号
、
二
〇
〇
二
年
）、
尾
張
の
奉
公
衆
（
荒
尾
・
雅
楽
・
内
海
・

芝
山
・
千
秋
・
藤
民
部
・
村
上
・
山
下
）
〜
奥
田
修
「
尾
張
の
奉
公
衆
と
在

地
領
主
」（『
年
報
中
世
史
研
究
』
一
五
号
、
一
九
九
〇
年
）、
美
作
の
奉
公

衆
（
安
東
・
角
田
・
広
戸
・
三
浦
）
〜
渡
邊
大
門
「
美
作
地
域
に
お
け
る
奉

公
衆
の
研
究
」（『
岡
山
地
方
史
研
究
』
一
一
九
号
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
が

あ
り
、
こ
の
他
自
治
体
の
通
史
編
な
ど
に
も
記
述
が
あ
る
が
、
そ
ち
ら
は
割

愛
す
る
。

（
４
）

秋
元
大
輔
「
室
町
幕
府
の
外
様
衆
」（『
在
野
史
論
』
二
号
、
一
九
九
一

年
）。

（
５
）

西
島
太
郎
「
近
江
国
湖
西
の
在
地
領
主
と
室
町
幕
府
」（
同
『
戦
国
期
室

町
幕
府
と
在
地
領
主
』
八
木
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）。
ま
た
同
「
室
町
幕
府

奉
公
方
と
将
軍
家
」（
二
〇
一
〇
年
日
本
史
研
究
会
報
告
）
で
は
、『
益
田
家

文
書
』
を
軸
に
大
外
様
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

（
６
）
「
大
館
記
（
七
）」（『
ビ
ブ
リ
ア
』
八
六
号
、
一
九
八
六
年
）。

（
７
）

永
正
七
年
在
京
衆
交
名
（『
大
日
本
古
文
書
益
田
家
文
書
之
一
』
二
六
三

号
）。
以
後
「
永
正
七
年
在
京
衆
交
名
」
の
出
典
は
こ
れ
に
依
拠
し
、
特
に

記
さ
な
い
。

（
８
）

足
利
義
昭
御
内
書
（『
大
日
本
古
文
書
三
浦
家
文
書
』
一
〇
九
号
）。

（
９
）
『
大
日
本
古
文
書
益
田
家
文
書
之
一
』
二
六
一
号
（
以
後
同
じ
）。
こ
れ
は

土
岐
五
郎
政
頼
の
求
め
に
よ
り
伊
勢
貞
藤
が
著
し
た
書
で
あ
る
。
こ
の
土
岐

政
頼
と
は
誰
か
。
俗
に
土
岐
政
房
の
嫡
男
で
斎
藤
道
三
に
よ
っ
て
美
濃
を
逐

わ
れ
た
政
頼
（
実
名
は
頼
武
）
が
知
ら
れ
る
が
、
筆
者
貞
藤
の
死
後
の
生
ま

れ
な
の
で
、
年
代
的
に
合
わ
ず
、
ま
た
仮
名
も
次
郎
で
あ
っ
た
の
で
そ
ぐ
わ

な
い
。
そ
の
父
政
房
も
仮
名
次
郎
で
あ
る
か
ら
こ
れ
も
相
当
し
な
い
。
ま
た
、

土
岐
世
保
持
頼
の
子
が
政
頼
で
、
系
図
で
は
孫
五
郎
と
あ
り
、
寛
正
三
年
の

時
点
で
大
膳
大
夫
と
し
て
見
え
る
（『
蔭
凉
軒
日
録
』
寛
正
三
年
九
月
十
一

日
条
）。
世
保
政
頼
は
父
持
頼
が
義
教
に
よ
り
成
敗
さ
れ
て
守
護
職
を
剥
奪

さ
れ
て
お
り
、
出
仕
自
体
も
停
め
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
義
政
期

に
再
出
仕
す
る
に
あ
た
っ
て
、
貞
藤
に
殿
中
で
の
儀
に
つ
い
て
尋
ね
た
の
で

あ
ろ
う
。
す
る
と
こ
の
書
の
成
立
年
代
は
、
後
世
の
人
が
書
き
改
め
て
い
な

い
と
前
提
す
れ
ば
、
政
頼
が
任
官
し
て
い
な
い
時
代
で
貞
藤
が
備
中
守
と

な
っ
た
後
と
な
り
、
長
禄
四
年
十
一
月
か
ら
寛
正
三
年
九
月
以
前
と
な
る
。

た
だ
益
田
氏
に
渡
さ
れ
た
時
点
で
加
筆
修
正
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

（
１０
）
『
大
日
本
古
文
書
蜷
川
家
文
書
之
一
』
三
〇
・
三
一
号
。
以
後
出
典
は
こ

れ
に
よ
る
。

（
１１
）
『
群
書
類
従
第
二
十
九
輯
』。
以
後
出
典
は
こ
れ
に
よ
る
。

（
１２
）

今
谷
明
「『
東
山
殿
時
代
大
名
外
様
附
』
に
つ
い
て
―
奉
公
衆
の
解
体
と

再
編
―
」（
同
『
室
町
幕
府
解
体
過
程
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
）。

以
後
出
典
は
こ
れ
に
よ
る
。

（
１３
）
『
群
書
類
従
第
二
十
二
輯
』。
以
後
出
典
は
こ
れ
に
よ
る
。

（
１４
）
『
群
書
類
従
第
二
十
九
輯
』。
以
後
出
典
は
こ
れ
に
よ
る
。
ま
た
異
本
で
数

名
が
追
加
さ
れ
て
い
る
「
室
町
殿
在
陣
衆
名
簿
」（
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真

帳
）
も
含
め
て
い
る
。

（
１５
）

山
口
県
図
書
館
所
蔵
写
本
。
以
後
出
典
は
こ
れ
に
よ
る
。

（
１６
）

蓬
左
文
庫
所
蔵
写
本
。
大
和
晴
完
が
「
宗
五
大
草
紙
」
を
自
ら
の
知
見
を

交
え
て
加
筆
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
１７
）

前
注
２
福
田
氏
著
書
参
照
。
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（
１８
）

前
注
１２
今
谷
氏
論
文
参
照
。

（
１９
）

足
利
義
政
参
内
供
奉
帯
刀
交
名
（
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
「
報
恩
院
文

書
」）、『
斎
藤
親
基
日
記
』
寛
正
六
年
八
月
十
五
日
条
。

（
２０
）
『
実
隆
公
記
』
文
明
八
年
四
月
十
日
条
。

（
２１
）
「
放
生
会
記
」（『
大
日
本
史
料
第
七
編
之
十
五
』
三
五
七
頁
）。

（
２２
）
「
普
広
院
所
蔵
史
料
」（
研
究
代
表
者
山
家
浩
樹
二
〇
〇
七
〜
九
年
度
科
学

研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書
『
分
散
し
た
禅
院
文
書

群
を
も
ち
い
た
情
報
復
元
の
研
究
』
二
〇
一
〇
年
）。

（
２３
）

満
政
が
播
磨
守
で
あ
る
の
は
、『
満
済
准
后
日
記
』
永
享
三
年
二
月
十
二

日
条
、
同
四
年
正
月
十
三
日
条
な
ど
。
満
政
は
文
安
二
年
父
子
共
に
討
た
れ

る
（『
師
郷
記
』
文
安
二
年
四
月
四
日
条
）
が
、
そ
の
子
孫
は
い
た
よ
う
で
、

文
明
十
六
年
に
息
子
が
赤
松
家
督
に
取
り
立
て
ら
れ
た
「
播
州
」（『
大
乗
院

寺
社
雑
事
記
』
文
明
十
六
年
三
月
八
日
条
）
や
、
永
正
五
年
に
討
た
れ
た
赤

松
播
磨
守
（『
実
隆
公
記
』
永
正
五
年
九
月
十
四
日
条
な
ど
）
が
お
り
、
赤

松
氏
で
他
に
播
磨
守
と
な
っ
た
者
が
い
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
は
満
政
の
大
河

内
家
の
流
れ
を
汲
む
者
と
現
在
理
解
さ
れ
て
い
る
（
渡
邊
大
門
『
戦
国
期
赤

松
氏
の
研
究
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
〇
年
、
な
ど
）。

（
２４
）
『
大
日
本
史
料
第
八
編
之
十
一
』
二
三
三
頁
。
外
様
衆
と
し
て
的
始
に
祗

候
し
て
い
る
。

（
２５
）
「
石
野
系
図
」（『
続
群
書
類
従
第
五
輯
下
』）。

（
２６
）
「
花
営
三
代
記
」
応
永
二
十
九
年
九
月
十
八
日
条
。

（
２７
）
「
永
享
九
年
十
月
二
十
一
日
行
幸
記
」（『
加
能
史
料
室
町
�
』
三
〇
頁
）。

（
２８
）
『
康
富
記
』
享
徳
二
年
八
月
廿
七
日
条
な
ど
。
な
お
長
禄
二
年
七
月
五
日

に
帯
刀
を
務
め
る
赤
松
中
務
少
輔
が
見
え
る
（「
任
大
臣
大
饗
記
」『
加
能
史

料
室
町
�
』
七
四
頁
）
が
、
別
の
史
料
で
は
赤
松
弥
五
郎
元
貞
と
な
っ
て
い

る
（
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
「
報
恩
院
文
書
」）。

（
２９
）
『
上
郡
町
史
第
一
巻
本
文
編
�
』
所
収
。
以
下
出
典
同
じ
。

（
３０
）
『
山
科
家
礼
記
』
応
仁
二
年
五
月
廿
四
日
条
、
文
明
二
年
九
月
廿
六
日
条

な
ど
。

（
３１
）
『
蔭
凉
軒
日
録
』
延
徳
二
年
二
月
八
日
条
、「
拾
芥
記
」
永
正
十
七
年
十
二

月
十
四
日
条
な
ど
。

（
３２
）

高
坂
好
「
赤
松
政
則
と
天
隠
竜
沢
禅
師
」（
同
『
中
世
播
磨
と
赤
松
氏
』

臨
川
書
店
、
一
九
九
一
年
）。

（
３３
）
『
満
済
准
后
日
記
』
応
永
三
十
四
年
十
月
廿
七
日
条
。

（
３４
）
「
東
寺
執
行
日
記
」
嘉
吉
元
年
七
月
十
一
日
条
。

（
３５
）

野
田
泰
三
「
戦
国
期
赤
松
氏
権
力
と
国
人
領
主
―
東
播
磨
上
月
氏
の
事
例

を
中
心
に
―
」（
矢
田
俊
文
編
『
戦
国
期
の
権
力
と
文
書
』
高
志
書
院
、
二

〇
〇
四
年
）。

（
３６
）
『
兵
庫
県
史
史
料
編
中
世
九
・
古
代
補
遺
』
所
収
。

（
３７
）
「
別
本
伺
事
記
録
」（『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
下
巻
』
五
六
五
頁
）。

（
３８
）

有
馬
氏
の
系
譜
及
び
有
馬
郡
守
護
に
つ
い
て
は
、
小
林
基
伸
「
有
馬
郡
守

護
に
つ
い
て
」（『
大
手
前
大
学
人
文
科
学
部
論
集
』
二
号
、
二
〇
〇
一
年
）、

高
田
義
久
「
赤
松
有
馬
氏
系
譜
」（『
歴
史
と
神
戸
』
二
五
二
号
、
二
〇
〇
五

年
）
な
ど
参
照
。

（
３９
）

安
鎮
大
法
供
養
足
利
尊
氏
随
兵
交
名
（「
朽
木
家
文
書
」『
加
能
史
料
南
北

朝
�
』
六
頁
）。

（
４０
）
『
群
書
類
従
第
二
十
四
輯
』。

（
４１
）
「
放
生
会
記
」（『
大
日
本
史
料
第
七
編
之
十
五
』
三
五
七
頁
）。

（
４２
）
『
建
内
記
』
永
享
二
年
七
月
廿
五
日
条
。

（
４３
）

葉
山
氏
は
本
郷
・
広
岡
氏
と
共
に
寛
正
六
年
に
赦
免
を
受
け
て
お
り
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（『
親
元
日
記
』
寛
正
六
年
八
月
九
日
条
な
ど
）、
こ
れ
以
後
外
様
衆
と
な
っ

た
か
、
ま
た
は
そ
れ
以
前
か
ら
外
様
衆
で
は
あ
っ
た
が
、
何
ら
か
の
罪
を
得

て
い
て
復
帰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
４４
）

姉
小
路
氏
に
つ
い
て
は
、
岡
村
守
彦
『
飛
騨
史
考
（
中
世
編
）』（
岡
村
健

守
、
一
九
七
九
年
）、
小
川
剛
生
「
姉
小
路
基
綱
に
つ
い
て
―
仮
名
日
記
作

者
と
し
て
―
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
三
一
号
、
二
〇
〇
五
年
）、

大
藪
海
「
北
朝
・
室
町
幕
府
と
飛
騨
国
司
姉
小
路
氏
」（『
日
本
歴
史
』
七
三

三
号
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
４５
）
『
教
言
卿
記
』
応
永
十
二
年
五
月
十
九
日
条
に
家
凞
が
「
参
北
山
殿
懸
御

目
、
即
折
帋
百
貫
進
上
之
、
被
宣
下
右
衛
門
佐
」
と
あ
る
。

（
４６
）
『
後
愚
昧
記
』
永
和
二
年
閏
七
月
十
六
日
条
、「
花
営
三
代
記
」
同
日
条
な

ど
。

（
４７
）

佐
藤
進
一
『
室
町
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
下
巻
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
八
八
年
）
な
ど
。

（
４８
）

某
契
状
（「
東
寺
百
合
文
書
し
函
」『
大
日
本
史
料
第
七
編
之
八
』
六
六
五

頁
）。

（
４９
）
「
賦
引
付
一
」（『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
下
巻
』
二
三
頁
）。

（
５０
）
『
言
継
卿
記
』
天
文
六
年
正
月
一
日
条
な
ど
。
ま
た
『
大
館
常
興
日
記
』

天
文
九
年
五
月
廿
五
日
条
か
ら
、
氏
隆
が
詮
頼
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
内
談
衆
と
し
て
の
氏
隆
に
つ
い
て
は
、
羽
田
聡
「
足
利
義
晴
期
に
お
け

る
内
談
衆
編
成
の
意
義
に
つ
い
て
―
人
的
構
成
の
検
討
を
通
し
て
―
」（『
年

報
三
田
中
世
史
研
究
』
六
号
、
一
九
九
九
年
）、
設
楽
薫
「
足
利
義
晴
期
に

お
け
る
内
談
衆
の
人
的
構
成
に
関
す
る
考
察
―
そ
の
出
身
・
経
歴
に
つ
い
て

の
検
討
を
中
心
に
―
」（『
遙
か
な
る
中
世
』
一
九
号
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど

参
照
。

（
５１
）
『
言
継
卿
記
』
永
禄
六
年
八
月
一
日
条
、
永
禄
八
年
五
月
十
九
日
条
。

（
５２
）
『
言
継
卿
記
』
永
禄
十
一
年
二
月
十
三
日
条
な
ど
。

（
５３
）

内
閣
文
庫
所
蔵
写
本
「
雑
々
書
札
」。

（
５４
）

厳
島
氏
に
つ
い
て
は
、
秋
山
伸
隆
「
南
北
朝
・
室
町
期
に
お
け
る
厳
島
神

主
家
の
動
向
」（『
史
学
研
究
』
二
一
四
号
、
一
九
九
六
号
）
が
あ
る
。

（
５５
）

厳
島
宗
親
請
文
案
（
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
「
益
田
家
文
書
」）、「
長

享
」
な
ど
。
な
お
宗
親
の
「
宗
」
は
伊
勢
貞
宗
か
ら
の
一
字
偏
諱
と
見
ら
れ
、

こ
の
点
で
も
幕
府
へ
の
接
近
が
窺
え
る
。

（
５６
）

室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案
（「
巻
子
本
厳
島
文
書
」『
広
島
県
史
古
代

中
世
資
料
編
�
』
四
八
頁
）、
ま
た
こ
の
点
は
前
注
秋
山
氏
論
文
参
照
。

（
５７
）

一
色
視
元
書
状
写
（『
大
日
本
古
文
書
相
良
家
文
書
之
一
』
二
三
八
号
）。

（
５８
）

一
色
直
氏
奉
書
（「
武
内
大
宮
司
古
文
書
」『
長
門
国
二
ノ
宮
忌
宮
神
社
文

書
』
五
号
）。
左
京
大
夫
の
前
官
で
あ
る
。

（
５９
）
「
花
営
三
代
記
」
応
永
卅
年
三
月
廿
四
日
条
。

（
６０
）
『
歴
名
土
代
』（
湯
川
敏
治
編
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
六
年
）。

（
６１
）
「
薩
戒
記
目
録
」（
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
）
永
享
九
年
三
月
十
八
日
条
。

（
６２
）

翌
長
享
二
年
に
伊
予
守
に
任
官
し
て
い
る
「
宮
内
少
輔
源
視
冬
」
が
一
色

視
冬
で
あ
る
（
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
「
宣
秀
卿
御
教
書
案
」）。

（
６３
）
「
下
つ
ふ
さ
集
」（『
私
家
集
大
成
第
６
巻
中
世
�
』
八
八
三
頁
）。

（
６４
）
『
実
隆
公
記
』
永
正
五
年
七
月
七
日
条
。

（
６５
）
『
鹿
苑
日
録
』
天
文
五
年
三
月
四
日
条
。

（
６６
）

足
利
義
昭
御
内
書
（『
大
日
本
古
文
書
吉
川
家
文
書
之
一
』
五
一
六
号
）。

（
６７
）

範
光
は
一
色
範
光
寄
進
状
（「
太
宰
府
天
満
宮
文
書
」『
南
北
朝
遺
文
九
州

編
第
三
巻
』
三
五
八
三
号
）、
詮
範
は
一
色
詮
範
書
状
（「
鞍
馬
寺
文
書
」

『
大
日
本
史
料
第
七
編
之
八
』
三
五
頁
）、
満
範
は
「
相
国
寺
供
養
記
」（『
群

32



書
類
従
第
二
十
四
輯
』）
に
よ
る
。
な
お
義
貫
も
「
一
華
東
漸
和
尚
龍
石

藁
」（『
大
日
本
史
料
第
七
編
之
十
一
』
三
一
六
頁
）
に
「
一
色
典
厩
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
右
馬
頭
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

（
６８
）

高
橋
修
「
応
仁
の
乱
前
の
一
色
氏
に
就
い
て
―
一
色
義
直
を
中
心
と
し
て

―
」（
小
川
信
先
生
古
稀
記
念
論
集
『
日
本
中
世
政
治
社
会
の
研
究
』
続
群

書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
一
年
）。

（
６９
）

前
注
６８
高
橋
氏
論
文
。

（
７０
）
『
蔭
凉
軒
日
録
』
長
禄
二
年
十
二
月
廿
六
日
条
、『
経
覚
私
要
鈔
』
応
仁
元

年
六
月
十
二
日
条
な
ど
。

（
７１
）
『
後
鑑
』
所
収
「
伊
勢
家
書
」、『
親
長
卿
記
』
長
享
元
年
九
月
廿
五
日
条

な
ど
。

（
７２
）

小
和
田
哲
男
「
今
川
一
門
蒲
原
氏
の
研
究
」（『
小
和
田
哲
男
著
作
集
二

巻
』
清
文
堂
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
７３
）
『
満
済
准
后
日
記
』
永
享
五
年
閏
七
月
廿
五
日
条
な
ど
。
な
お
『
満
済
准

后
日
記
』
応
永
三
十
五
年
二
月
十
日
条
に
は
、
駿
河
伊
豆
境
に
い
た
今
川
播

磨
が
自
由
出
家
し
て
上
洛
し
た
こ
と
が
見
え
る
。

（
７４
）

堀
越
氏
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
小
和
田
哲
男
「
戦
国
期
の
遠
江
今
川
氏

〔
堀
越
氏
〕」（『
小
和
田
哲
男
著
作
集
二
巻
』
清
文
堂
、
二
〇
〇
一
年
）、
大

塚
勲
「
室
町
期
の
今
川
氏
一
族
」（
同
『
今
川
氏
と
遠
江
・
駿
河
の
中
世
』

岩
田
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
。

（
７５
）
『
満
済
准
后
日
記
』
永
享
五
年
七
月
十
四
日
条
な
ど
。

（
７６
）

幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
（「
南
禅
寺
文
書
」『
静
岡
県
史
資
料
編
６
中
世

二
』
二
三
四
四
号
）。

（
７７
）

四
条
上
杉
氏
に
つ
い
て
は
、
谷
合
伸
介
「
八
条
上
杉
氏
・
四
条
上
杉
氏
の

基
礎
的
研
究
」（『
新
潟
史
学
』
五
一
号
、
二
〇
〇
四
年
）
が
あ
る
。

（
７８
）

足
利
義
政
御
内
書
案
写
（「
御
内
書
案
」『
続
群
書
類
従
第
二
十
三
輯
下
』

二
九
一
頁
）。

（
７９
）

足
利
義
政
御
内
書
案
写
（「
御
内
書
案
」『
続
群
書
類
従
第
二
十
三
輯
下
』

二
九
一
、
二
九
二
頁
）。

（
８０
）
『
後
法
興
院
記
』
明
応
五
年
正
月
五
日
条
、
ま
た
同
文
亀
三
年
六
月
十
六

日
条
に
は
材
房
上
杉
三
郎
と
あ
る
。

（
８１
）

史
料
編
纂
所
架
蔵
写
本
「
口
宣
案
類
集
」。

（
８２
）
『
群
書
類
従
第
二
十
二
輯
』。

（
８３
）

前
注
４７
佐
藤
氏
著
書
な
ど
。

（
８４
）
「
披
露
事
記
録
」
天
文
八
年
六
月
七
日
条
（『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
上

巻
』
一
四
二
頁
）。

（
８５
）

摂
津
政
親
書
状
（『
大
日
本
古
文
書
益
田
家
文
書
之
一
』
二
五
五
―
二
号
）。

（
８６
）

長
谷
川
博
史
「
尼
子
氏
の
美
作
国
支
配
と
国
内
領
主
層
の
動
向
」・「
河
副

久
盛
と
美
作
倉
敷
江
見
久
盛
」（
同
『
戦
国
大
名
尼
子
氏
の
研
究
』
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
８７
）

稲
本
紀
昭
「
北
畠
国
永
『
年
代
和
歌
抄
』
を
読
む
」（『
史
窓
』
六
五
号
、

二
〇
〇
八
年
）。

（
８８
）

内
閣
文
庫
所
蔵
写
本
。

（
８９
）
『
歴
名
土
代
』（
湯
川
敏
治
編
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
六
年
）。

（
９０
）
「
伊
勢
両
宮
解
状
写
」（『
美
里
村
史
上
巻
』
四
四
号
ｄ
）。

（
９１
）
「
伊
勢
両
宮
解
状
写
」（『
美
里
村
史
上
巻
』
四
四
号
ｅ
）。

（
９２
）

西
島
太
郎
『
戦
国
期
室
町
幕
府
と
在
地
領
主
』（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
六

年
）。

（
９３
）

史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
「
石
清
水
武
家
社
参
記
」。
た
だ
行
粧
に
帯
刀

が
い
な
い
の
で
、
代
わ
り
に
布
衣
を
務
め
た
と
も
考
え
ら
れ
、
一
概
に
外
様
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衆
で
無
く
な
っ
た
と
は
言
え
ず
、
こ
の
点
は
な
お
検
討
を
要
す
る
。

（
９４
）

朽
木
稙
綱
御
供
衆
留
書
『
朽
木
文
書
第
一
』
一
〇
〇
号
。

（
９５
）
「
光
源
院
殿
御
元
服
記
」（『
群
書
類
従
第
二
十
二
輯
』）。

（
９６
）
「
雑
条
」（『
ビ
ブ
リ
ア
』
八
八
号
、
一
九
八
七
年
）。

（
９７
）

清
水
克
行
「
あ
る
室
町
幕
府
直
臣
の
都
市
生
活
―
『
碧
山
日
録
』
と
「
春

公
」
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト
―
」（
同
『
室
町
社
会
の
騒
擾
と
秩
序
』
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
９８
）

竹
生
島
造
営
奉
加
帳
（「
竹
生
島
宝
厳
寺
文
書
」『
出
雲
尼
子
史
料
集
』
三

九
二
号
）。

（
９９
）

足
利
義
尹
御
内
書
案
（
内
閣
文
庫
所
蔵
写
本
「
御
内
書
案
乾
」）。

（
１００
）

足
利
義
政
大
将
拝
賀
之
記
（
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
「
二
階
堂
文
書
」）。

（
１０１
）

前
注
９８
文
書
。

（
１０２
）

真
木
島
昭
光
副
状
（「
光
源
院
文
書
」『
宍
道
町
史
史
料
編
』
一
六
二
号
）。

（
１０３
）

足
利
義
持
袖
判
御
教
書
（「
佐
々
木
文
書
」『
新
修
彦
根
市
史
第
五
巻
史
料

編
古
代
・
中
世
』
二
四
七
号
）。

（
１０４
）
『
親
長
卿
記
』
文
明
十
八
年
七
月
廿
九
日
条
な
ど
。

（
１０５
）

足
利
義
政
参
内
供
奉
交
名
（
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
「
報
恩
院
文
書
」）。

（
１０６
）

足
利
義
尹
御
内
書
案
（
内
閣
文
庫
所
蔵
写
本
「
御
内
書
案
乾
」）。

（
１０７
）

延
暦
寺
大
講
堂
供
養
交
名
（「
朽
木
文
書
」『
加
能
史
料
室
町
�
』
四
一

頁
）、「
放
生
会
記
」（『
大
日
本
史
料
第
七
編
之
十
五
』
三
五
八
頁
）、「
清
原

良
賢
記
」（『
大
日
本
史
料
第
七
編
之
二
十
七
』
三
〇
五
頁
）、『
薩
戒
記
』
応

永
二
十
六
年
八
月
十
五
日
条
な
ど
。

（
１０８
）
『
経
覚
私
要
鈔
』
宝
徳
元
年
八
月
廿
八
日
条
、
足
利
義
政
大
将
拝
賀
之
記

（「
二
階
堂
氏
正
統
家
譜
」『
鹿
児
島
県
史
料
旧
記
雑
録
拾
遺
家
わ
け
一
』
一

〇
八
号
）。

（
１０９
）
『
斎
藤
基
恒
日
記
』
嘉
吉
元
年
六
月
廿
四
日
条
な
ど
。

（
１１０
）

三
刀
屋
菊
松
丸
軍
忠
状
写
（「
諸
家
文
書
纂
」『
大
日
本
史
料
第
七
編
之

一
』
一
五
九
頁
）。

（
１１１
）

佐
々
木
大
原
氏
に
つ
い
て
は
、
太
田
浩
司
「
湖
北
に
お
け
る
奉
公
衆
の
動

向
―
佐
々
木
大
原
氏
を
中
心
と
し
て
―
」（『
駿
台
史
学
』
八
三
号
、
一
九
九

一
年
）
が
あ
る
。

（
１１２
）

滝
川
恒
昭
「
美
濃
里
見
氏
小
考
」（『
千
葉
史
学
』
五
〇
号
、
二
〇
〇
七

年
）。

（
１１３
）

九
州
大
学
附
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館
九
州
文
化
史
資
料
部
門
所
蔵
。

（
１１４
）

実
名
は
「
花
営
三
代
記
」
応
永
二
十
九
年
九
月
十
九
日
条
に
よ
る
。

（
１１５
）

南
北
朝
以
降
の
摂
津
氏
に
関
す
る
論
考
は
、
拙
稿
「
二
階
堂
政
行
と
摂
津

政
親
」（
阿
部
猛
編
『
中
世
政
治
史
の
研
究
』
日
本
史
史
料
研
究
会
、
二
〇

一
〇
年
）
の
注
１
参
照
。
そ
こ
に
載
っ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
は
、
細
川
重

男
「
摂
津
と
京
極
―
鎌
倉
・
室
町
領
武
家
政
権
支
配
層
の
相
違
点
―
」（
阿

部
猛
編
『
中
世
政
治
史
の
研
究
』
日
本
史
史
料
研
究
会
、
二
〇
一
〇
年
）
が

あ
る
。

（
１１６
）

藤
本
元
啓
「
熱
田
大
宮
司
家
と
足
利
将
軍
家
」（『
神
道
古
典
研
究
会
報
』

一
三
号
、
一
九
九
一
年
）。

（
１１７
）

足
利
義
政
寄
進
状
（「
北
野
神
社
文
書
」『
福
井
県
史
資
料
編
２
中
世
』
一

〇
号
）。

（
１１８
）

村
田
正
志
「
三
河
中
条
氏
及
び
中
条
氏
文
書
の
研
究
―
猿
投
神
社
文
書
調

査
概
要
―
」（『
国
学
院
雑
誌
』
六
七
―
六
号
、
一
九
六
六
年
）、
吉
井
功
兒

「
小
野
系
中
条
氏
研
究
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
鎌
倉
・
南
北
朝
期
を
通
し
て

―
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
一
八
号
、
一
九
八
八
年
）、
鈴
木
勝
也
「
中
世
三

河
中
条
氏
考
」（『
日
本
学
研
究
』
六
号
、
二
〇
〇
三
年
）、
同
「
中
世
猿
投
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社
と
三
河
中
条
氏
」（『
皇
学
館
論
叢
』
三
九
―
五
号
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
１１９
）

土
岐
の
諸
一
族
に
つ
い
て
述
べ
た
研
究
に
、
谷
口
研
語
『
美
濃
・
土
岐
一

族
』（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
七
年
）
が
あ
る
。

（
１２０
）
「
御
前
落
居
記
録
」（『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
上
巻
』
四
五
頁
）。

（
１２１
）

明
智
氏
に
つ
い
て
は
三
宅
唯
美
「
室
町
幕
府
奉
公
衆
土
岐
明
智
氏
の
基
礎

的
整
理
」（『
マ
ー
ジ
ナ
ル
』
九
号
、
一
九
八
八
年
）
が
あ
る
。

（
１２２
）
『
師
守
記
』
康
永
四
年
八
月
廿
九
日
条
な
ど
。

（
１２３
）
『
米
原
町
史
通
史
編
』
三
九
〇
〜
三
九
八
頁
。

（
１２４
）
『
米
原
町
史
通
史
編
』
三
九
七
頁
。

（
１２５
）

前
注
１１５
拙
稿
。

（
１２６
）

稲
本
紀
昭
「
伊
賀
国
守
護
と
仁
木
氏
」（『
三
重
大
学
教
育
学
部
研
究
紀

要
』
三
八
号
、
一
九
八
七
年
）。

（
１２７
）
「
梅
松
論
」。
ま
た
南
北
朝
期
の
新
田
大
島
氏
に
つ
い
て
、
加
藤
克
己
「
南

北
朝
時
代
の
渥
美
半
島

三
河
守
護
新
田
大
島
義
高
の
時
代
（
１
３
６
０
・

７
０
年
代
）
を
中
心
に
」（『
研
究
紀
要
（
渥
美
町
郷
土
資
料
館
）』
四
号
、

二
〇
〇
〇
年
）
が
あ
る
。

（
１２８
）

沙
弥
某
奉
書
写
（「
祗
園
社
記
続
録
」『
愛
知
県
史
資
料
編
９
中
世
２
』
二

四
二
号
）。

（
１２９
）

管
領
細
川
頼
之
奉
書
写
（「
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
将
軍
代
々
文
書
」『
愛
知
県

史
資
料
編
９
中
世
２
』
三
〇
六
号
）。

（
１３０
）

足
利
尊
氏
御
判
御
教
書
写
（「
蜷
川
親
治
氏
所
蔵
文
書
」『
群
馬
県
史
資
料

編
６
中
世
２
』
九
四
九
号
）、
足
利
義
詮
御
判
御
教
書
案
（「
春
日
大
社
文

書
」『
愛
知
県
史
資
料
編
９
中
世
２
』
六
六
号
）、
前
注
１２８
文
書
。

（
１３１
）
『
後
愚
昧
記
』
康
暦
元
年
閏
四
月
廿
一
日
条
。

（
１３２
）
「
康
正
二
年
造
内
裏
段
銭
并
国
役
引
付
」（『
群
書
類
従
第
二
十
八
輯
』）。

ま
た
『
蔭
凉
軒
日
録
』
長
禄
三
年
十
二
月
十
七
日
条
に
も
見
え
る
。

（
１３３
）
「
将
軍
家
千
首
」（『
大
日
本
史
料
第
八
編
之
十
四
』
六
一
五
頁
）。

（
１３４
）

細
川
氏
綱
書
状
（「
安
倍
家
文
書
」『
岡
山
縣
古
文
書
集
第
四
輯
』
五
号
）。

（
１３５
）

家
純
の
関
東
で
の
動
向
や
岩
松
氏
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
佐
藤
博
信

「
室
町
期
新
田
岩
松
氏
に
関
す
る
考
察
―
「
正
木
文
書
」・「
松
陰
私
語
」
の

検
討
を
中
心
と
し
て
―
」（
同
『
古
河
公
方
足
利
氏
の
研
究
』
校
倉
書
房
、

一
九
八
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
１３６
）

足
利
義
晴
御
内
書
案
写
（「
往
古
御
内
書
案
」『
ビ
ブ
リ
ア
』
八
三
号
、
一

九
八
四
年
）。

（
１３７
）

若
狭
国
躰
興
寺
年
貢
注
文
（「
明
王
院
文
書
」『
福
井
県
史
資
料
編
２
中

世
』
六
号
）。

（
１３８
）

野
間
之
実
書
状
（「
明
通
寺
文
書
」『
福
井
県
史
資
料
編
９
中
・
近
世
七
』

七
三
号
）。

（
１３９
）
『
広
島
県
史
中
世
』
四
八
八
頁
。

（
１４０
）

湯
山
学
『
波
多
野
氏
と
波
多
野
庄
』（
夢
工
房
、
一
九
九
六
年
）。

（
１４１
）
「
花
営
三
代
記
」
応
永
廿
八
年
正
月
二
日
条
、
応
永
卅
年
十
一
月
二
日
条

な
ど
。

（
１４２
）
「
草
根
集
」（『
加
能
史
料
室
町
�
』
二
七
〇
頁
）、「
室
町
第
和
歌
打
聞

記
」（『
実
隆
公
記
第
九
巻
』
所
収
）。

（
１４３
）
「
犬
追
物
日
記
」（『
後
鑑
巻
二
』
九
五
四
頁
）。

（
１４４
）

政
純
は
「
応
仁
記
」（『
群
書
類
従
第
二
十
輯
』）
に
右
馬
頭
政
純
と
し
て

見
え
る
。
た
だ
政
純
に
つ
い
て
は
、
北
西
弘
「
蓮
能
尼
の
生
涯
」（『
教
化
研

究
』
七
〇
・
七
一
号
、
一
九
七
三
年
）
に
見
え
る
よ
う
な
別
の
系
譜
関
係
を

示
す
系
図
も
あ
り
、
こ
の
点
な
お
検
討
を
要
す
る
だ
ろ
う
。

（
１４５
）
「
両
畠
山
系
図
」（『
続
群
書
類
従
第
五
輯
上
』）。
な
お
政
純
は
弥
四
郎
と
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あ
る
。

（
１４６
）
『
親
元
日
記
』
文
明
十
三
年
七
月
十
五
日
条
で
す
で
に
御
供
衆
と
し
て
見

え
る
。

（
１４７
）
『
蔭
凉
軒
日
録
』
明
応
二
年
五
月
五
日
条
。

（
１４８
）
『
天
文
日
記
』
天
文
十
六
年
閏
七
月
十
六
日
条
。

（
１４９
）
「
花
営
三
代
記
」
永
和
三
年
八
月
十
三
日
条
な
ど
。
そ
れ
ま
で
の
兵
部
大

輔
は
同
年
に
業
秀
が
用
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
任
官
の
前
に
陸
奥
守
と
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

（
１５０
）

史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
「
宝
徳
元
年
足
利
義
成
元
服
記
」（「
広
橋
家
記

録
」
所
収
）。

（
１５１
）

な
お
そ
の
後
の
輝
経
に
つ
い
て
は
、
福
原
透
「
角
田
因
幡
守
入
道
宗
伊
・

細
川
陸
奥
守
入
道
宗
賢
の
事
蹟
に
つ
い
て
」（『
熊
本
史
学
』
七
四
・
七
五
号
、

一
九
九
八
年
）
参
照
。

（
１５２
）

こ
の
鹿
草
氏
に
つ
い
て
は
、
小
川
信
『
足
利
一
門
守
護
発
展
史
の
研
究
』

（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
）
に
言
及
が
あ
る
。

（
１５３
）

中
田
み
の
る
「
天
竺
氏
」（『
ぐ
ん
し
ょ
』
六
五
号
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
１５４
）
『
大
日
本
古
文
書
大
徳
寺
文
書
之
十
一
』
二
七
三
一
号
。

（
１５５
）
『
大
日
本
古
文
書
大
徳
寺
文
書
之
十
二
』
二
九
八
四
号
。
た
だ
二
七
三
一

号
と
は
若
干
花
押
形
が
異
な
る
。
ま
た
細
川
頼
顕
売
券
（『
大
日
本
古
文
書

大
徳
寺
文
書
之
十
一
』
二
七
三
三
号
）
の
細
川
三
郎
頼
顕
と
は
、
花
押
形
が

全
く
異
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
全
て
同
一
人
で
あ
る
か
検
討
を
要
す
る
。

（
１５６
）
「
政
所
賦
銘
引
付
」（『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
上
巻
』
三
一
〇
頁
）、

「
賦
引
付
」（『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
下
巻
』
三
八
頁
）。

（
１５７
）
『
蔭
凉
軒
日
録
』
長
享
元
年
十
二
月
十
六
日
条
、『
晴
富
宿
禰
記
』
明
応
四

年
九
月
十
四
日
条
な
ど
。

（
１５８
）
『
後
法
成
寺
関
白
記
』
永
正
七
年
三
月
十
六
日
条
、
大
永
六
年
正
月
十
五

日
条
、『
言
国
卿
記
』
明
応
七
年
十
一
月
卅
日
条
な
ど
。

（
１５９
）
「
御
前
落
居
記
録
」（『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
上
巻
』
三
六
頁
）。

（
１６０
）

松
林
院
兼
雅
書
状
（「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
紙
背
文
書
」『
伊
賀
市
史
第
四

巻
資
料
編
古
代
中
世
』
五
五
九
号
）、『
北
野
社
家
日
記
』
長
享
二
年
十
一
月

十
六
日
条
な
ど
。

（
１６１
）

こ
れ
に
つ
い
て
は
岡
田
謙
一
「
細
川
右
馬
頭
尹
賢
考
」（
阿
部
猛
編
『
中

世
政
治
史
の
研
究
』
日
本
史
史
料
研
究
会
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

（
１６２
）

幕
府
供
衆
参
勤
触
廻
文
案
（『
大
日
本
古
文
書
蜷
川
家
文
書
之
三
』
八
一

一
号
）。

（
１６３
）
『
園
太
暦
』
観
応
二
年
六
月
廿
六
日
条
。

（
１６４
）

仁
木
頼
章
奉
書
（「
熊
野
早
玉
神
社
文
書
」『
南
北
朝
遺
文
中
国
四
国
編
第

三
巻
』
二
七
七
七
号
）。
清
氏
が
相
模
守
と
し
て
見
え
る
の
は
文
和
三
年
以

降
で
あ
る
。

（
１６５
）
「
観
音
寺
文
書
」（『
香
川
県
史
８
資
料
編
古
代
・
中
世
史
料
』
二
号
）。

（
１６６
）

細
川
賢
氏
禁
制
「
観
念
寺
文
書
」（『
愛
媛
県
史
資
料
編
古
代
中
世
』
一
四

〇
三
号
）。

（
１６７
）

た
だ
当
時
の
幕
府
の
官
途
秩
序
か
ら
す
る
と
、
伊
予
守
は
通
常
の
受
領
よ

り
も
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
官
で
あ
り
（「
大
館
常
興
書
札
抄
」『
群

書
類
従
第
九
輯
』）、
庶
子
が
と
う
て
い
名
乗
り
う
る
官
で
は
な
い
の
で
、
信

之
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

（
１６８
）
「
御
前
落
居
記
録
」（『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
上
巻
』
三
三
頁
）。

（
１６９
）

奉
加
帳
（「
護
国
寺
文
書
」『
兵
庫
県
史
史
料
編
中
世
一
』
三
三
号
）。

（
１７０
）

益
田
兼
堯
室
町
殿
正
月
参
賀
出
仕
注
文
（『
大
日
本
古
文
書
益
田
家
文
書

之
一
』
一
一
三
号
）。
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（
１７１
）

足
利
義
藤
一
字
書
出
（『
大
日
本
古
文
書
益
田
家
文
書
之
一
』
二
八
一
号
）。

（
１７２
）

足
利
義
昭
御
内
書
（『
大
日
本
古
文
書
益
田
家
文
書
之
二
』
三
六
五
号
）。

（
１７３
）

室
町
期
の
町
野
氏
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
新
田
一
郎
「「
問
注
所

氏
」
小
考
―
太
田
氏
を
中
心
に
―
」（『
遙
か
な
る
中
世
』
八
号
、
一
九
八
七

年
）
が
あ
る
。

（
１７４
）
『
満
済
准
后
日
記
』
永
享
六
年
二
月
廿
二
日
条
に
町
野
を
呼
ぶ
か
詮
議
さ

れ
て
お
り
、『
康
富
記
』
嘉
吉
二
年
六
月
四
日
条
で
死
去
し
た
「
問
註
所
町

野
―
入
道
」
が
京
都
に
呼
ば
れ
た
人
物
で
あ
ろ
う
。

（
１７５
）

桃
井
直
和
書
状
（『
大
日
本
古
文
書
醍
醐
寺
文
書
之
十
二
』
二
六
七
六
号
）。

（
１７６
）

松
山
充
宏
「
観
応
の
擾
乱
以
後
の
桃
井
氏
の
動
静
（
一
）
―
奉
公
衆
二
番

頭
桃
井
氏
に
つ
い
て
―
」（『
富
山
史
壇
』
一
二
六
号
、
一
九
九
八
年
）。

（
１７７
）
『
寝
屋
川
市
史
第
三
巻
』
二
七
八
号
。

（
１７８
）

宮
田
靖
國
編
著
『
山
名
家
譜
』（
山
名
家
譜
刊
行
会
、
一
九
八
七
年
）
所

収
。

（
１７９
）

山
名
河
口
氏
に
つ
い
て
は
、
宮
田
靖
國
「『
山
名
家
譜
略
纂
補
』
雑
感
」

（『
山
名
』
１
号
、
一
九
九
三
年
）
が
言
及
し
て
い
る
。

（
１８０
）
『
鳥
取
県
史
２
中
世
』、『
大
栄
町
誌
』
な
ど
。

（
１８１
）

足
利
義
持
御
判
御
教
書
案
（「
地
蔵
院
文
書
」『
大
日
本
史
料
第
七
編
之
十

五
』
三
四
七
頁
）。

（
１８２
）
「
応
永
記
」（『
群
書
類
従
第
二
十
輯
』）。

（
１８３
）

足
利
義
持
袖
判
御
教
書
案
（「
近
衛
家
文
書
」『
大
日
本
史
料
第
七
編
之
十

二
』
一
六
五
頁
）。

（
１８４
）
『
蔭
凉
軒
日
録
』
寛
正
三
年
十
月
十
三
日
条
、
文
正
元
年
閏
二
月
廿
九
日

条
な
ど
。
な
お
同
文
正
元
年
三
月
三
日
条
に
見
え
る
宮
田
宮
内
大
輔
は
教
実

の
子
か
。
ま
た
『
康
富
記
』
宝
徳
元
年
九
月
十
三
日
条
に
「
故
山
名
刑
部
少

輔
子
宮
田
」
が
丹
波
に
打
ち
入
っ
て
い
る
が
、
こ
の
故
刑
部
少
輔
は
山
名
時

凞
の
子
で
持
豊
の
兄
持
凞
で
、
そ
の
子
が
宮
田
を
名
乗
っ
て
い
る
。
た
だ
時

清
系
と
の
関
係
や
教
実
・
教
言
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

（
１８５
）
「
応
仁
記
」（『
群
書
類
従
第
二
十
輯
』）。

（
１８６
）

細
川
勝
元
書
状
写
（「
小
早
川
家
証
文
」『
大
日
本
古
文
書
小
早
川
家
文
書

之
二
』
一
七
八
号
）。

（
１８７
）

小
早
川
元
平
書
状
案
写
（「
小
早
川
家
証
文
」『
大
日
本
古
文
書
小
早
川
家

文
書
之
二
』
二
〇
二
号
）、
毛
利
豊
元
譲
状
（『
大
日
本
古
文
書
毛
利
家
文
書

之
一
』
一
五
一
号
）。

（
１８８
）

宮
田
靖
國
「「
山
名
家
譜
」
論
考
―
応
仁
の
乱
を
中
心
と
し
て
―
」（
前
注

１７８
宮
田
氏
編
著
所
収
）。

（
１８９
）

こ
の
二
人
に
つ
い
て
は
、
稲
垣
翔
「
播
磨
国
に
お
け
る
山
名
氏
権
力
の
地

域
支
配
構
造
―
郡
単
位
の
統
治
機
構
に
注
目
し
て
―
」（『
年
報
中
世
史
研

究
』
三
五
号
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。
ま
た
他
に
備
中
新
見
庄
公
文
に
も
宮

田
氏
が
い
る
が
、
山
名
宮
田
氏
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

（
１９０
）
『
群
書
類
従
第
二
十
輯
』。

（
１９１
）

山
名
政
清
遵
行
状
案
（「
北
野
神
社
文
書
条
々
引
付
」『
美
作
町
史
資
料
編

�
』
四
八
一
頁
）。

（
１９２
）
『
親
元
日
記
』
文
明
十
三
年
十
一
月
十
八
日
条
、
同
十
五
年
十
月
十
七
日

条
。

（
１９３
）
『
舞
鶴
市
史
史
料
編
』
五
三
五
頁
。

（
１９４
）

管
領
細
川
満
元
施
行
状
（『
大
日
本
古
文
書
平
賀
家
文
書
』
一
四
二
号
）。

（
１９５
）

史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
「
兼
宣
公
御
教
書
案
」。

（
１９６
）
『
群
書
類
従
第
二
十
輯
』
三
七
八
頁
。

（
１９７
）
「
西
国
寺
文
書
」（『
広
島
県
史
古
代
中
世
資
料
編
�
』
三
号
）。
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（
１９８
）
『
群
書
類
従
第
二
十
輯
』
三
六
八
頁
。

（
１９９
）

室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
（「
革
島
文
書
」『
室
町
幕
府
文
書
集
成
奉
行

人
奉
書
篇
下
巻
』
三
三
七
五
号
）。

（
２００
）

鳥
取
県
史
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
４
『
尼
子
氏
と
戦
国
時
代
の
鳥
取
』（
鳥
取
県
、

二
〇
一
〇
年
）。

（
２０１
）

前
注
２００
書
、
前
注
８６
長
谷
川
氏
論
文
。

（
２０２
）
「
新
玉
津
島
社
歌
合
」（『
大
日
本
史
料
第
六
編
之
二
十
七
』
八
四
八
頁
）。

（
２０３
）

足
利
義
持
袖
判
御
教
書
写
（「
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
一
三
六
」『
加
能
史

料
室
町
�
』
三
一
八
頁
）。

（
２０４
）
「
政
所
賦
銘
引
付
」
文
明
九
年
十
月
十
七
日
条
（『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集

成
上
巻
』
二
九
八
頁
）。

（
２０５
）

羽
田
聡
「
足
利
義
材
の
西
国
廻
り
と
吉
見
氏
―
一
通
の
連
署
状
か
ら
―
」

（『
学
叢
』
二
五
号
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
２０６
）
『
続
群
書
類
従
第
二
十
三
輯
下
』。

（
２０７
）

森
幸
夫
「
室
町
幕
府
奉
公
衆
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
」（『
年
報
中
世
史
研

究
』
一
八
号
、
一
九
九
三
年
）。

（
２０８
）

二
木
氏
前
注
１
論
文
。

（
２０９
）

二
木
氏
前
注
１
論
文
。

（
２１０
）
『
言
継
卿
記
』
永
禄
二
年
八
月
一
日
条
な
ど
。

（
２１１
）
『
言
継
卿
記
』
永
禄
二
年
九
月
一
日
条
。

（
２１２
）

な
お
門
役
に
つ
い
て
、
吉
田
賢
司
「
室
町
幕
府
の
内
裏
門
役
」（『
歴
史
評

論
』
七
〇
〇
号
、
二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。

（
２１３
）

明
石
治
郎
「
室
町
期
の
禁
裏
小
番
―
内
々
小
番
の
成
立
に
関
し
て
―
」

（『
歴
史
』
七
六
号
、
一
九
九
一
年
）。

（
補
注
１
）

江
見
氏
に
つ
い
て
、
渡
邊
大
門
「
美
作
江
見
氏
の
基
礎
的
研
究
」

（『
岡
山
地
方
史
研
究
』
一
二
二
号
、
二
〇
一
〇
年
）
が
あ
る
。
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